
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。











































　　　　０　ある夜よるの出で来き事ごと




　　　カタン

　長なが机づくえのあしに、体からだをぶつけて、音おとがたった。

　警けい視し庁ちょう──東とう京きょうを管かん轄かつする、日に本ほんで最さい大だいの警けい察さつ組そ織しき。

　その奥おくにある会かい議ぎ室しつで……白しら里さと響ひびきは、立たちつくしていた。

　目めの前まえには、どろりと床ゆかに血ちだまりをつくり、うつぶせに倒たおれている警けい察さつの制せい服ふく姿すがたの男だん性せい。

　男だん性せいがだれかは、見みるものが見みれば、すぐにわかる。

　警けい視し庁ちょうで最さい高こう位いの立たち場ばにある、警けい視し総そう監かん──白しら里さと弦げんだ。

　夜よるの暗くら闇やみで、鏡かがみとなった窓まどガラスに、響ひびきがうつっている。

　その手てには、警けい官かんがつかうのと同おなじ拳けん銃じゅうが、にぎられていた。

「父とうさん……」
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　響ひびきがつぶやくと同どう時じに、

　　　バンッ！

　会かい議ぎ室しつのドアから、いきおいよく人ひとが飛とびこんでくる。

「今いま、発はっ砲ぽう音おんが！　いったいなにが！」

　制せい服ふく姿すがたの警けい官かんが１人ひとり、会かい議ぎ室しつに飛とびこんでくる。

　響ひびきを見みて、それから響ひびきの足あしもとで横よこたわる警けい視し総そう監かんに目めをやり、おどろきに顔かおをそめる。

「こ、これは、警けい視し総そう監かん!?　おまえがやったのか！」

　警けい官かんはホルスターから拳けん銃じゅうをぬき、響ひびきにつきつける。

「動うごくな！」

「ちがう！　説せつ明めいをさせてくれ！」

　警けい官かんはきかずに無む線せんにむかってさけぶ。

「応おう援えんを求もとめます！　警けい視し総そう監かんが撃うたれました！　救きゅう急きゅう車しゃの手て配はいを！　それと現げん場ばには、凶きょう器きを持もった白しら里さと響ひびきが……！」

　警けい官かんは、響ひびきの話はなしをきくつもりがないらしい。

　つづけて、その場ばに現あらわれた警けい官かんも、響ひびきにむけて怒ど鳴なり声ごえをあげる。

　血ちまみれの警けい視し総そう監かん。それを撃うったと思おもわれる、拳けん銃じゅうを持もつ響ひびき。

　だれが見みても、犯はん人にんは明あきらかだ。

　響ひびきは決けつ断だんする。

　　　タンッ！

　拳けん銃じゅうをその場ばに投なげ捨すて、出で口ぐちにむかって走はしりだす。

「おい！　止とまれ!!」

　無む線せんで話はなしていた警けい官かんは、とっさのことに反はん応のうができずに、怒ど鳴なっている。

　会かい議ぎ室しつを飛とびだした響ひびきは、足あしを止とめない。ここで止とまれば、終おわりだ。

　どうしてこうなった……。

　警けい視し庁ちょうを飛とびだし、夜よるの街まちを走はしりながら、響ひびきは倒たおれて血ちを流ながす父ちち親おやの姿すがたを、思おもいうかべる。

　父とうさん……！

　くちびるをかみしめ、響ひびきはとにかく走はしりつづけた。







　　　　１　名めい探たん偵ていが指し名めい手て配はいに!?




　ふあぁ～あ。

　わたしは、朝あさのランニングのために、早はや起おきしてベッドからおきあがる。

　２段だんベッドの上うえから、そっとおりて……あれ？　ケイがいない。

　下したのベッドで寝ねてるはずの、ケイの姿すがたがない。

　首くびをかしげつつ、服ふくを着き替がえて、部へ屋やのドアを開あける。

「おはよー。……って、なんでケイがおきてるの!?」

　リビングに行いくと、ケイが１人ひとり、むずかしい顔かおでテレビを見みつめている。

　いつもなら、寝ね起おきは、絶ぜっ対たいゾンビ化かしてて、しばらくは、ぜんぜん話はなしもできない感かんじなのに。

「……寝ねようと思おもったところで、気きになる情じょう報ほうが入はいってきて、寝ねそびれた」

　ケイが、テレビから、ちらりと、わたしのほうに視し線せんをむける。

　どうやら、徹てつ夜やしたせいで、ゾンビ化かしてないみたい。

　それよりも……。

「気きになる情じょう報ほうって、なに？」

「……今いま、テレビでやっている」

　ケイに言いわれて、わたしも、テレビが正しょう面めんから見みえるところに移い動どうする。

　やっているのは、ニュースだ。

　話はなしているのは、アナウンサーの女おんなの人ひとだけど、ひと目め見みるだけで、ただごとじゃない、あわただしさが、伝つたわってくる。

「くり返かえし、お伝つたえします。昨さく夜や８時じごろ、警けい視し総そう監かんである白しら里さと弦げん氏しが、警けい視し庁ちょう内ないで銃じゅう撃げきを受うけ、重じゅう体たいとなりました。現げん在ざい、集しゅう中ちゅう治ち療りょう室しつで治ち療りょう中ちゅうとのことです。警けい視し庁ちょうは、すぐさま捜そう査さ本ほん部ぶを設せっ置ちし、重じゅう要よう参さん考こう人にんとして、白しら里さと氏しの息子むすこの行方ゆくえを追おっているとのことです。有ゆう識しき者しゃからは、警けい視し庁ちょう内ないの警けい備びを問もん題だい視しする声こえもあがっており……」

　……え？

　アナウンサーの人ひとが、まだつづけてなにか言いっているけど、急きゅうな話はなしにわたしはついていけない。

　警けい視し総そう監かんって、警けい視し庁ちょうで一いち番ばんえらい人ひとだっけ。

　そんな人ひとが撃うたれたなら、大だい事じ件けんだよね。

　白しら里さと弦げん警けい視し総そう監かん……白しら里さと……ちょっと待まって！

　寝ねぼけていた頭あたまが、急きゅうに冷ひえて、冴さえてくる。

「ケイ！　これって、もしかして！」

　わたしは、あわててケイを見みる。

「……そうだ。白しら里さと弦げん警けい視し総そう監かんは、白しら里さと響ひびきと奏かなで、あの兄きょう妹だいの父ちち親おやだ」
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　やっぱり！

　じゃあ、重じゅう要よう参さん考こう人にんで行方ゆくえをさがしてる息子むすこっていうのは……!?

「白しら里さと響ひびきで、まちがいない。未み成せい年ねんだから、重じゅう要よう参さん考こう人にんとしているが、警けい察さつは、父ちち親おやを撃うった犯はん人にんは白しら里さと響ひびきだと断だん定ていしているようだ」

「そ、そんなわけないよ！」

　響ひびきとは対たい立りつしたこともあるけど、彼かれはだれかを銃じゅうで撃うったりするような人ひとじゃない！

「……そうだな。ぼくも同どう意い見けんだ」

　ケイも、冷れい静せいな様よう子すでうなずく。

「で、でも、そうしたらどうして？」

　警けい察さつは、響ひびきを犯はん人にんだと決きめつけてるの？

　だって、響ひびきはプロの名めい探たん偵ていとして、警けい察さつにも協きょう力りょくしたりしてたじゃない。

　それなのに、急きゅうに響ひびきを犯はん人にんとして、追おいかけるなんて……。

「考かんがえられるのは、響ひびきが犯はん人にんだとする、明めい白はくな証しょう拠こがあった、ということだろう。それに、響ひびきの活かつ躍やくをうとましく思おもっている警けい察さつ関かん係けい者しゃもいたってことだろう」

「そんなの……！　それに、あの響ひびきが、なにも言いいわけせずに、ただ逃にげたっていうのも、おかしいよ。響ひびきなら、自じ分ぶんの推すい理りで、状じょう況きょうをひっくり返かえすことだって、できたでしょ!?」

　わたしが言いうと、ケイは考かんがえこむような顔かおになった。

「……たしかに、白しら里さと響ひびきの推すい理り力りょくなら、並なみ大たい抵ていのことなら、自じ分ぶんの力ちからで、どうにかできるはずだ。だが、それが今こん回かいはできなかった、ということだろう。つまり……」

　ケイはそう言いって、わたしのほうを、しっかりと見みる。

「──この事じ件けんには、なにか裏うらがある。そういうことだろう」

　裏うら？　それってどういう……。

　ケイが立たちあがる。

「どうするの？」

「……調しらべる。レッドが動うごくべき事じ件けんかどうかを」

　ケイはそう言いって、部へ屋やにもどっていく。

　事じ件けんの、裏うら。

　そこになにがあるのか、調しらべるのは、ケイにまかせるしかない。

　なら、わたしにできることは？

　わたしの頭あたまに、すぐに奏かなでの顔かおが思おもいうかぶ。

　いつも、元げん気きいっぱいの、かわいい後こう輩はい。

　あの子こが、今いまの状じょう況きょうに苦くるしんでないわけないよね！

　まずは奏かなでに会あわなくちゃ！







　　　　２　奏かなではどこに？




　わたしは、１人ひとりで学がっ校こうにむかう。

　ケイは、調ちょう査さがあるって、別べつ行こう動どうをとってる。

　わたしが家いえを出でるときも、ケイはパソコンにむかったまま生なま返へん事じをしてたから、今日きょうは学がっ校こうを休やすむつもりかもしれないけど。

　学がっ校こうが近ちかくなると、生せい徒との姿すがたが、だんだんと増ふえはじめる。

　奏かなで……いないかな？

　わたしは、キョロキョロと奏かなでの姿すがたをさがすけど、見みあたらない。

　あんな事じ件けんのあとだし、学がっ校こうにはきてないのかもしれない。

　ふつうに考かんがえたら、その可か能のう性せいのほうが高たかいのかも。

　直ちょく接せつ、奏かなでの家いえに行いったほうが、よかったかな。

　だけど、今いま、奏かなでの家いえが、大たい変へんなことになってることは、想そう像ぞうがつく。

　そこに、わたしが行いって、家いえにあげてもらえるとも思おもえないし。

　こっそり忍しのびこんでもいいけど、さすがに、それは最さい終しゅう手しゅ段だんにしたいんだよね。

　奏かなでがいるかどうかもわからないし、前まえに行いったとき見みたけど、奏かなでの家いえって、防ぼう犯はん設せつ備びがすごく整ととのってたし……。

　そう考かんがえながら、学がっ校こうの校こう門もんをくぐる。

　やっぱりいないなぁ……あれ？

「生せい徒と会かい長ちょう、おはようございます！」

「おはようございます」

　校こう門もんの近ちかくに、実み咲さきが立たってる。

　登とう校こうする生せい徒とが、少すこしおどろいた様よう子すで、生せい徒と会かい長ちょうの実み咲さきにあいさつしてる。

　実み咲さきが校こう門もんに立たって、あいさつしてるのなんて、はじめて見みたよ。

「実み咲さき！」

　わたしは声こえをかけて、実み咲さきにかけよる。

　実み咲さきはカバンを持もってないから、一いち度ど、教きょう室しつに行いってから、ここにきたみたい。

「アスカ！　おはよう。今日きょうは早はやいんだね」

　実み咲さきは、わたしの姿すがたを見みつけて、ちょっと、ほっとしたような顔かおをしてる。

「うん……ちょっと、気きになったから。それより、実み咲さきもどうしたの？」

「うん。わたしも気きになって……白しら里さとさんのこと」

　実み咲さきは声こえをひそめて、わたしに言いう。

「それで、さわぎになったりしないように、生せい徒と会かいで手て分わけして見みまわりしながら、注ちゅう意いしているの」

　そっか。

　実み咲さきも奏かなでのことを、心しん配ぱいしてくれてたんだ。

「それで、奏かなではもう、登とう校こうしてるの？」

　わたしは、気きになってることをきく。

「それがわからないんだ。わたしが校こう門もんにきたのは、少すこし前まえだから、その前まえに登とう校こうしてたかもしれないし。でも、校こう内ないは今いま、生せい徒と会かいのほかのメンバーが見みまわってるから、見みかけたら、すぐに知しらせてくれるはずだけど」

　実み咲さきたち生せい徒と会かいが、そこまでしてくれてることに、胸むねがじんとする。

「わかった！　わたしも奏かなでをさがしてみるね！」

「お願ねがい。白しら里さとさん、アスカのことしたっているから」

　実み咲さきが、真しん剣けんな目めでたのんでくる。

「うん！　まかせて」

　わたしは大おおきくうなずいて、校こう舎しゃにむかう。

　上うわばきに履はきかえると、すぐにむかったのは、１階かいにある、１年ねん生せいの奏かなでの教きょう室しつ。

　外そとから見みた感かんじだと、特とく別べつ、ざわついてはいないかな……。

　そのことに、ほっとしつつ、わたしは教きょう室しつの中なかをドアのあたりから、のぞいてみる。

　ぐるりと、教きょう室しつの中なかを見みまわしたけど、奏かなでの姿すがたはない。

「あ、アスカ先せん輩ぱいだっ！」

「きゃー！　朝あさから先せん輩ぱいを見みられるなんて、ラッキー！」

　……ん？

　なんだか、教きょう室しつがざわめきはじめてる。

　あんまり、ここには長ながくいないほうが、よさそうかも。

　そう思おもっていると、教きょう室しつの奥おくから、見み知しった顔かおの１年ねん生せいが近ちかづいてくる。

「佐さ緒お里りに、志し野の！」

　奏かなでの友とも達だちの２人ふたりだ。

　前まえに１年ねん生せいとの交こう流りゅう会かいのときに、奏かなでに紹しょう介かいしてもらって、なかよくなったんだよね。

「おはようございます、アスカ先せん輩ぱい」

　２人ふたりは、ほかのクラスメイトの視し線せんを気きにしつつ、わたしにあいさつする。

「おはよう！　２人ふたりともどうしたの？」

　わたしは、佐さ緒お里りと志し野のの様よう子すがおかしいのに気きづいて、たずねる。

「奏かなでの家いえのこと……ニュースになってるの見みて、気きになって」

「クラスのみんなも心しん配ぱいしてるんですけど、口くちに出ださないようにしてるんです。ウワサがたったら、奏かなでが学がっ校こうにきづらいだろうからって……」

　佐さ緒お里りと志し野のが、心しん配ぱいそうな顔かおで言いう。

　でも、ちょっと、ほっとしたかも。

　どうやら奏かなでは、クラスでも好すかれてるみたい、っていうのがわかったし。

「２人ふたりは、今日きょう奏かなでが、登とう校こうしてるかどうか知しらない？」

「教きょう室しつにはきてないです。ただ……」

　佐さ緒お里りは言いって、志し野のと顔かおを見みあわせる。

「なにか知しってるの？」

「学がっ校こうにくるとき、校こう門もんのところで、奏かなでのうしろ姿すがたを見みかけた気きがするんです。でも、声こえをかけようと思おもったら、あっという間まに走はしっていって、姿すがたが見みえなくなっちゃって……」

　佐さ緒お里りと志し野のは、しょんぼりした様よう子すで説せつ明めいする。

　奏かなでが本ほん気きで走はしったら、わたしでも追おいつくのは苦く労ろうするだろうし、見み失うしなうのはしょうがないよ。

「そっか。ありがと。生せい徒と会かいもわたしも、奏かなでのことさがしてるから、大だい丈じょう夫ぶだよ」

「はい。奏かなでのことお願ねがいします」

「お願ねがいします」

　２人ふたりは、そろって深ふかく頭あたまを下さげる。

「ちょ、ちょっと！　そんなことしなくていいってば。わたしだって心しん配ぱいしてるんだから、２人ふたりといっしょだよ。それじゃあ、そろそろ行いくね」

　わたしは、２人ふたりの肩かたをポンッとはげますようにたたいて、教きょう室しつをあとにする。

　さすがに、これ以い上じょういると、わたしのせいで、教きょう室しつがさわがしくなりそうだったし。

　教きょう室しつからはなれて、あらためて考かんがえる。

　奏かなでの居い場ば所しょは、わからないまま。

　だけど、佐さ緒お里りと志し野のが見みた、奏かなでのうしろ姿すがたは、きっと本ほん人にんだ。

　だって、あんなになかのいい友とも達だちが、見みまちがえるわけないよ。

　だとすると……。

　いまだに学がっ校こう内ないをさがしてる、生せい徒と会かいにも見みつかっていないんだよね。

　それでいて、１人ひとりでいられる場ば所しょ。

　どこかあったかなぁ……。

　とりあえず、さがしてみよう！

　まずは図と書しょ室しつ！

　わたしは、階かい段だんをかけあがって、２階かいにある図と書しょ室しつのドアをいきおいよく開ひらく。

「図と書しょ室しつでは静しずかにしてください」

　カウンターのむこう側がわにいる生せい徒とが、わたしのほうをジロリと見みる。

「ごめんなさ～い」

　わたしはあやまって、図と書しょ室しつの中なかを見みてまわる。

　……奏かなではいないか。

　図と書しょ室しつを出でて、次つぎは音おん楽がく室しつにむかう。

　ドアの窓まどから、そっと中なかをのぞくと、中なかでは、ピアノの練れん習しゅうをしている、男だん子し生せい徒とがいるだけ。

　ここでもないか……。なら、体たい育いく館かん！

　わたしは１階かいにおりて、校こう舎しゃと体たい育いく館かんをつなぐろう下かを、いそぐ。

　今いまだと、朝あさ練れんにつかってる時じ間かんだっけ。

　とても、１人ひとりになんてなれそうもないけど、いちおう体たい育いく館かんをのぞいてみる。

　やっぱりいない。バスケ部ぶが練れん習しゅうしてるだけ。

　グラウンドにも行いってみたけど、体たい育いく館かんと同おなじ。

　サッカー部ぶや野や球きゅう部ぶとかの運うん動どう部ぶが朝あさ練れんしているけど、奏かなでの姿すがたはない。

　もう……。

　どこ行いっちゃったのかなぁ、奏かなで。

　よく考かんがえると、学がっ校こうで１人ひとりになれる場ば所しょなんて、そうそうないんだよね。

　だれにも見みつからなくて、人ひとがやってこない場ば所しょかぁ。

　そんなところがあれば、生せい徒と会かいもさがしてるはず……あっ。




『──きてくれたんですね、レッド！』




　ふと、レッドとして、奏かなでと待まち合あわせしたときのことが、目めにうかぶ。

　レッドと話はなしがしたいって言いわれて、呼よびだされたんだよね。

　いつもとちがう奏かなでの一いち面めんを見みた、忘わすれられない、あのとき。

　場ば所しょは、だれにも邪じゃ魔まされないようにってことで……。

　そうだ、あそこだよ！

　あそこは、生せい徒とが入はいっちゃいけないことになってる。

　だから、生せい徒と会かいも思おもいつかないかも！

　わたしは、ろう下かで反はん転てんすると、屋おく上じょうにつづく階かい段だんにむかって、走はしりだす。

　通とおりがかった先せん生せいに、なにか怒おこられた気きがするけど、お説せっ教きょうは、あとにしてもらおう。

　お願ねがいだから、いてよね、奏かなで！







　　　　３　今いま、すべきことって？




　　　ガチャ

　屋おく上じょうに出でるドアのノブをまわして押おすと、すんなりとドアが開あく。

　本ほん当とうなら、カギがかかっているはずだから、だれかが開あけたってことになる。

　びゅっ、とふく強つよい風かぜに目めを細ほそめつつ、わたしは屋おく上じょうを見みまわす。

　────いたっ！

　屋おく上じょうの、フェンス近ちかく。

　トレードマークのツインテールの髪かみが、風かぜにゆれている。

「奏かなで」

　わたしは、ゆっくりと近ちかづいていって、うしろ姿すがたの奏かなでに声こえをかける。

　うしろから見みると、奏かなでの体からだは細ほそくて小ちいさくて、強つよい風かぜにあおられて、飛とばされないか心しん配ぱいになってくる。

「……やっぱり、アスカ先せん輩ぱいには、気きづかれちゃいましたね」

　奏かなでは、わたしに気きづいていたらしく、おどろいた様よう子すもなく、ふり返かえる。

　泣ないている……かと思おもったけど、ちがった。

　いつもどおりの、満まん面めんの笑えみ。

　だけど、よく見みるとわかる。

　その笑え顔がおが、いつもとちがうって。

　いつも見みてるから、わずかな無む理りでも伝つたわってきちゃう。

　わたしは、暗くらくならないように、気きをつけながら言いう。

「ニュース、見みたよ。奏かなでのことが心しん配ぱいで、１年ねん生せいの教きょう室しつをたずねていっちゃったよ」

「ご心しん配ぱいおかけして、すみません」

　奏かなでは、まじめな顔かおになって、頭あたまを下さげる。

「ううん、ぜんぜんいいよ。奏かなでの元げん気きな姿すがたが、こうして見みられたわけだし」

「はい、わたしは大だい丈じょう夫ぶです！　でも本ほん当とうは、今日きょうは学がっ校こうに行いかなくてもいいって、お母かあさんには言いわれたんですけど。でも、父ちちは面めん会かい謝しゃ絶ぜつで、家か族ぞくでも会あえませんし、家か政せい婦ふの佐さ々さ岡おかさんが、父ちちに必ひつ要ようなものは用よう意いしてくれるんです。病びょう院いんの待まち合あい室しつにいるだけだと、わたしには、することがなくって……」

　顔かおが、くしゅと、ゆがみそうになって、奏かなではあわてたようにフェンスのほうをむく。

「……じっとしてられなかった？」

　わたしは、奏かなでの背せ中なかに問といかける。

「そうですね……。でも、できることなんて、ないんですけど。せめて、兄あにが……お兄にいちゃんがそばにいてくれれば……」

　奏かなでの両りょう手てが、フェンスを強つよくにぎりしめる。

　本ほん当とうだよ。奏かなでがこんなに苦くるしんでるのに、響ひびきのやつはどうして、警けい察さつに追おいかけられてるの！

　でも……。

「奏かなでは、響ひびきのこと、信しんじてるんだね？」

　わたしは、奏かなでの横よこによりそう。

「もちろんです！　絶ぜっ対たいにお兄にいちゃんは、お父とうさんを撃うったりなんてしません！」

　ふりむいてさけんだ、その両りょう目めには、涙なみだがいっぱいにたまってる。

　わたしは、奏かなでの肩かたをそっと抱だきよせる。

　奏かなでのことだから、ずっと、泣なくのをがまんしてたんだと思おもう。

　ポロポロと、奏かなでの瞳ひとみから涙なみだがこぼれ落おちる。

「……だけど、それを証しょう明めいする方ほう法ほうが、わたしにはないんです。お兄にいちゃんも行方ゆくえ不ふ明めいのままですし」

　こんな奏かなで、はじめて見みる。

　いつも明あかるくて、元げん気きで、まわりにまで元げん気きをくれる後こう輩はい。

　その奏かなでが、自じ分ぶんが無む力りょくなことに、落おちこんでる。

　本ほん当とうなら、ここでなぐさめてあげるべきなのかも。

　なにもできないのは、しかたがないって。

　信しんじて待まとうって。だけど──

　それが本ほん当とうに正ただしいのかな？

　わたしは、奏かなでのことを知しってる。

　ただの元げん気きな、中ちゅう学がく１年ねん生せいじゃない。

　自じ分ぶんで深ふかく考かんがえる力ちからと、ありあまるほどの行こう動どう力りょくを持もってる。

　それに、もしもここに響ひびきがいたら、なんて言いうかな？

　ときどき、ムカッとするやつだし、絶ぜっ対たいに味み方かたなんかじゃないけど……わたしは響ひびきのこと、信しん頼らいはできるやつだと思おもってる。

　それが、探たん偵てい・白しら里さと響ひびき。

　ケイに負まけない頭ず脳のうもそうだけど、なにより敵てきに立たちむかっていく勇ゆう気きがあるのを、知しってる。

　そんな響ひびきがいたら、今いま、奏かなでになんて言いうだろう。

　おとなしく、家いえで待まってるように言いう？

　響ひびきなら、妹いもうとを心しん配ぱいして、一いち度どはそう言いうかもしれない。

　でも、奏かなでのことをだれより知しってる響ひびきが、それしか言いわないとは思おもえないよ。

「……元げん気きを出だして、なんて簡かん単たんには言いえない」

　わたしは、奏かなでに語かたりかける。

　奏かなでは、赤あかくはらした目めで、わたしを見みあげる。

「だって、今いまの奏かなでに必ひつ要ようなのは、なぐさめの言こと葉ばじゃないと思おもうから」
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「え？」

　奏かなでがおどろいたように、目めを見み開ひらく。

「こんなとき、ひび……じゃなくて、白しら里さと探たん偵ていなら、どうしてた？　落おちこんで、くよくよしてたとは思おもえないよ。それは、奏かなでが一いち番ばんよく知しってるんじゃない？　だれよりもあこがれの、お兄にいちゃんなんでしょ」

「そ、それは……！　だけど、わたしじゃ……」

　奏かなでは、自じ信しんなさそうにうつむく。

「白しら里さと探たん偵ていにならなくたっていい。奏かなでには、奏かなでにしかできないことがあるよ。わたしは、それを知しってる」

　わたしはまっすぐに、奏かなでのことを見みつめる。

　奏かなでは、とまどいつつも、わたしの目めを見みて、泣なき笑わらいの顔かおになる。

「…………やっぱり、アスカ先せん輩ぱいはすごいなぁ」

　奏かなでがぼそりと、つぶやいた気きがしたけど、風かぜの音おとでききとれない。

「奏かなで？」

　わたしは、声こえをかける。

「……そうですね。お兄にいちゃんなら、絶ぜっ対たいに前まえをむいてます。こんなところで、思し考こう停てい止しして、だれかがなぐさめてくれるのを、待まってなんていないです」

　奏かなでが、目めもとをぬぐって、心こころを決きめた表ひょう情じょうをする。

「ありがとうございます、アスカ先せん輩ぱい。わたし、やることができました！」

「うん！」

「じゃあ、行いってきます！」

　奏かなでは、わたしに頭あたまを下さげると、いきおいよく屋おく上じょうを飛とびだしていく。

　その背せ中なかを見み送おくって、わたしはキュッと、くちびるをかみしめる。

　……あれで、本ほん当とうに正ただしかったのかな？

　奏かなでに元げん気きになってもらうために、ああ言いったけど、なにをするかはちょっと心しん配ぱいだよ。

　奏かなでがむちゃするのは、よく知しってるし。

　それでも、やっぱり奏かなでには、不ふ安あんな気き持もちをかかえたまま、自じ分ぶんの手ての届とどかないところで事じ件けんが解かい決けつされるのをじっと待まってるなんて、似に合あわないと思おもっちゃったんだよね。

　亡なくなったおじいちゃんとおばあちゃんのコレクションをとりもどすために、力ちから業わざで怪かい盗とうレッドに会あいにきちゃう──それが、わたしの知しってる奏かなでだから。

　それに、やっぱり響ひびきは、父ちち親おやを撃うったりなんてしてない。

　わたしは、今いままで見みてきた響ひびきの姿すがたと、奏かなでの言こと葉ばを信しんじる！

　ケイを説せっ得とくしてでも、レッドとして動うごかなくちゃ！

　まずは、ケイに連れん絡らくだけど……あれ？

　ちょうどタイミングを見み計はからったかのように、電でん話わが入はいる。

　スマホを見みると、ケイからだ。

「ちょうどよかった、ケイに話はなしが……」

　だけど、わたしが言いい終おわる前まえに、ケイが、かたい声こえで言いった。

『おそらく、同おなじ用よう件けんだ。白しら里さと響ひびきの事じ件けん──レッドとして動うごくぞ』







　　　　４　白しら里さと響ひびきと、仕し組くまれたワナ
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　ビルの間あいだをぬうような細ほそい路ろ地じを、響ひびきは走はしっていた。

　ひと晩ばん、走はしりつづけたおかげで、汗あせみどろだ。

　トレードマークの白しろいジャケットも、ほこりや泥どろで、薄うす汚よごれてしまっている。

「はあはあ……大だい丈じょう夫ぶそうか……」

　響ひびきは、追おっ手ての警けい官かんの姿すがたがないのを確かく認にんして、息いきをつく。

　段だんボールやゴミ箱ばこのバケツが、おかれている横よこで、ビルの壁かべによりかかるようにして、体からだを休やすめる。

　警けい視し庁ちょうを出でてから、走はしって、逃にげつづけてきた。

　遠とおくに移い動どうするだけなら、電でん車しゃやタクシーをつかったほうが、簡かん単たんだ。

　だが、駅えきには防ぼう犯はんカメラがあって、行方ゆくえをつかまれる可か能のう性せいが高たかいし、タクシーは、もっと追つい跡せきしやすい。

　それならば、徒と歩ほで逃にげたほうが、自じ力りきで警けい察さつをまくことができる。

　さっき、ビルに設せっ置ちされた大おお型がたモニターのニュースで、警けい視し総そう監かんの事じ件けんが報ほうじられていた。

　自じ分ぶんが重じゅう要よう参さん考こう人にんになっていることも、そのとき知しった。

　想そう像ぞう以い上じょうに、警けい察さつの対たい応おうが早はやい。

　それに、「重じゅう要よう参さん考こう人にん」と言いってはいるものの、実じっ質しつ、響ひびきのことを「警けい視し総そう監かんを撃うった容よう疑ぎ者しゃ」として追おっている。

　そうなると、追おう警けい官かんや刑けい事じも、警けい察さつの威い信しんがかかってくる。

　簡かん単たんには逃にげられないと、考かんがえたほうがいいだろう。

　それに、響ひびきはただ逃にげるつもりもない。

「だとしても、一いち度ど、冷れい静せいに考かんがえる必ひつ要ようがあるな……」

　響ひびきは、ぽつりとつぶやく。

　どうして、こんなことになっているのか。

　あらためて、響ひびきは「あのとき」のことを、思おもいかえすことにした。







　昨さく夜やの８時じ前まえ。

　響ひびきは、父ちち親おやの警けい視し総そう監かん、白しら里さと弦げんに呼よばれて、警けい視し庁ちょう内ないのある会かい議ぎ室しつにむかっていた。

「父とうさんが急きゅうに呼よびだすなんて、めずらしいな」

　響ひびきは、スマホの父ちち親おやからのメッセージを、もう一いち度ど、確かく認にんする。

『今日きょうの夜よるの８時じに、警けい視し庁ちょうの第だい８会かい議ぎ室しつにきてくれ。話はなしがある。　弦げん』

　用よう件けんのみの、父ちち親おやらしいメッセージ。

　しかし、メッセージを送おくってきたのが、５時じ間かん前まえの午ご後ご３時じごろ。

　ここまで急きゅうに呼よびだすとは、めずらしい。

　響ひびきはいぶかしく思おもいつつも、足あしばやに警けい視し庁ちょう内ないを進すすむ。

　響ひびきの持もつ、ある特とく殊しゅな権けん限げんのため、高こう校こう生せいながら、警けい視し庁ちょう内ないの出で入いりは、自じ由ゆうだ。

　呼よびだされた会かい議ぎ室しつは、警けい視し庁ちょうのだいぶ奥おくにある。

　むかっているうちに、廊ろう下かには、だんだんと人ひと気けが少すくなくなり、今いまはもう、人ひととすれちがわなくなっていた。

「もうすぐ時じ間かんだ。いそがないと」

　響ひびきが、足あしを速はやめようと考かんがえたときだった。




　　　ダ───ン……！




　かわいた音おとが、ろう下かまでひびく。

　銃じゅう声せい!?

　音おとがしたのは、父ちち親おやがいるはずの会かい議ぎ室しつのほうから。

　響ひびきはろう下かを走はしって、会かい議ぎ室しつの前まえまで行いくと、ドアをいきおいよく開あける。

　もし部へ屋やの中なかに、拳けん銃じゅうを持もった相あい手てがいたとして、そのほうが一いっ瞬しゅんだけでも、すきをつくれると考かんがえたからだ。

　だが、予よ想そうに反はんして、反はん応のうはなにもない。

　響ひびきは、明あかりがついたままの、会かい議ぎ室しつの中なかを見みまわす。

　長なが机づくえとパイプイスがならべられた、30人にんていどが入はいれる部へ屋や。

　その窓まどぎわに、長なが机づくえにかくれるように、人ひとがうつぶせで、倒たおれているのが見みえた。

「……父とうさん!?」

　近ちかづいて、それが父ちち親おやの白しら里さと弦げんだとわかる。

　父ちち親おやが倒たおれた場ば所しょからは、真まっ赤かな血ちだまりができて、まだ広ひろがりつづけている。

　父ちち親おやは、うめき声ごえすらあげていない。

　響ひびきは、必ひっ死しで頭あたまを落おちつかせて、まずは父ちち親おやの腕うでにふれ、脈みゃくをとる。

「脈みゃくは弱よわいが、ある。生いきている……」

　ほっとしたのも一いっ瞬しゅんで、すぐさま救きゅう急きゅう車しゃを呼よぼうと、スマホを手てにする。

「ん？　これは……」

　父ちち親おやの足あしもとに、拳けん銃じゅうが落おちている。

　しかも、これは警けい官かんがつかう拳けん銃じゅうと同おなじものだ。

　まさか、これで？

　響ひびきは手て袋ぶくろをした手てで、拳けん銃じゅうをひろいあげる。

　いや、今いまはそれどころじゃない。

　すぐに救きゅう急きゅう車しゃを呼よび、それに警けい視し庁ちょう内ないで応おう急きゅう手て当あてのできる人にん間げんを──。

「今いま、発はっ砲ぽう音おんが！　いったいなにが！」

　そのとき、制せい服ふく姿すがたの若わかい警けい官かんが１人ひとり、ドアが開あいたままの会かい議ぎ室しつに、飛とびこんでくる。

　どうやら、さっきの銃じゅう声せいをきいて、やってきたらしい。

　警けい官かんは、倒たおれた警けい視し総そう監かんと、拳けん銃じゅうを持もったままの響ひびきを見みて、表ひょう情じょうを青あおざめさせる。

「こ、これは……警けい視し総そう監かん!?」

　警けい官かんがホルスターから、拳けん銃じゅうをぬいて、響ひびきにむける。

「おまえがやったのか！　動うごくな！」

　警けい官かんが怒ど鳴なる。

「ちがう！　説せつ明めいをさせてくれ！」

　響ひびきは、手てに持もっていた拳けん銃じゅうを床ゆかにおいて、両りょう手てを上あげて、敵てき意いがないことを示しめしながらさけぶ。

　だが、警けい官かんはきく耳みみを持もたずに、無む線せんで別べつの警けい官かんを呼よんでいる。

　誤ご解かいが生しょうじているとは思おもったものの、響ひびきはほかの警けい官かんがくれば、落おちついて事じ情じょうを話はなせるはずだと、まだ考かんがえていた。

　そこにもう１人ひとりの、別べつの警けい官かんが現あらわれる。

「警けい視し総そう監かん！　おまえが犯はん人にんか！」

　だが、怒ど鳴なり声ごえをあげて、響ひびきの話はなしをきこうともしない。

　じりじりと、響ひびきに近ちかづいてきて、全ぜん力りょくでつかまえようとしているのがわかる。

　そこまできて、響ひびきはようやく「異い変へん」を感かんじた。

　なにかが、おかしい。

　本ほん当とうなら、もっと早はやくに気きづくべきだった。

　父ちち親おやが撃うたれたという状じょう況きょうが、響ひびきから冷れい静せいさをうばっていたらしい。

　このままつかまれば、身み動うごきがとれないまま、警けい視し総そう監かんを──父ちち親おやを撃うった犯はん人にんとされてしまうのではないか。

　取とり返かえしが、つかなくなるんじゃないか。

　響ひびきの直ちょっ感かんが、そうつげていた。

　そして、響ひびきの直ちょっ感かんは、今いままで自じ分ぶんを裏うら切ぎったことはない。

　響ひびきは瞬しゅん時じに決けつ断だんすると、警けい官かんへの説せつ明めいをあきらめて、すきをついて、会かい議ぎ室しつを突とっ破ぱする。

「待まて!!」

「逃にがすな！」

　怒ど声せいがうしろからきこえたものの、止とまるわけにはいかない。

　そのまま、響ひびきは情じょう報ほうが伝つたわりきる前まえの警けい視し庁ちょうから、脱だっ出しゅつすることができた。







「あの場ばでの警けい官かんたちの判はん断だん、それにぼくを重じゅう要よう参さん考こう人にんとして、すぐに公こう式しき発はっ表ぴょうし、追おうまでの手てぎわのよさ。そこまで仕し組くまれていた、と考かんがえるべきだろうな」

　響ひびきは、少すこしずつ推すい理りを積つみあげていく。

「今いまにして思おもえば、父とうさんが警けい視し総そう監かん室しつではなく、なぜ警けい視し庁ちょうでも人ひと気けの少すくない会かい議ぎ室しつに、ぼくを呼よんだのか。警けい視し総そう監かん室しつで話はなせない内ない容ようだった可か能のう性せいが高たかい。そのことに、もっと早はやく気きづいていれば……」

　父ちち親おやの血ちまみれの姿すがたを思おもいだし、響ひびきはくちびるをかみしめる。

　さっき見みたニュースでは、父ちち親おやは意い識しき不ふ明めいの重じゅう体たい。

　集しゅう中ちゅう治ち療りょう室しつで治ち療りょう中ちゅうとのことだった。

　助たすかるかどうかは、わからない。

　だけど、今いまはそれを信しんじて、真しん犯はん人にんをつかまえるしかない。

　もし、ことが仕し組くまれていたのだとすれば、今いま、響ひびきがつかまれば、そのまま警けい視し総そう監かんを撃うった犯はん人にんとして、弁べん解かいの場ばもなく逮たい捕ほされる可か能のう性せいが高たかい。

　それだけは、さけなければならない。

　まだ推すい理りと呼よべないような、勘かんのようなものだが、それだけは確かく信しんめいたものを感かんじている。

　　　タン、タン、タン……

　そんなことを考かんがえていると、複ふく数すうの足あし音おとが、こちらに近ちかづいてくる。

「もう追おっ手てがきたのか」

　響ひびきはまわりを見みまわし、とっさに身みをかくす。

「目もく撃げき情じょう報ほうがあったのは、このあたりだな」

　年ねん配ぱいのスーツ姿すがたの男おとこが歩あるきながら話はなしている。

　雰ふん囲い気きから、私し服ふく刑けい事じだと、響ひびきにはひと目めでわかる。
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「いませんね。それにしても、散ちらかってますね。段だんボール箱ばこも山やまになっているし。こんなところに、本ほん当とうにいるんですか？」

　もう１人ひとりの、若わかい私し服ふく刑けい事じの男おとこが、けげんそうにきく。

「さあな。相あい手ては、あの白しら里さと響ひびきだ。目もく撃げき情じょう報ほうをこまかく当あたって、足あしをつかうのが一いち番ばんいい。簡かん単たんにつかまえられると思おもうな」

「そうですね。わかりました！」

　私し服ふく刑けい事じの２人ふたりは、路ろ地じから遠とおざかっていく。

　完かん全ぜんに気け配はいがなくなってから、響ひびきは動うごきだす。

　とっさに、段だんボール箱ばこのかげにかくれたが、なんとかやりすごせた。

　若わかい刑けい事じが、段だんボール箱ばこを話わ題だいにしたときは、ひやりとしたが……。

「……ここも危あぶないか。警けい察さつが優ゆう秀しゅうなのは喜よろこばしいはずだが、今いまだけはうらめしいな」

　響ひびきはらしくなく、グチをこぼす。

「今いまは逃にげることしかできない。父とうさん……無ぶ事じでいてくれ」

　響ひびきはかみしめるように言いって、路ろ地じを出でて、刑けい事じたちがむかったのと反はん対たい方ほう向こうに進すすみだした。







　　　　５　屋おく上じょうの秘ひ密みつ会かい議ぎ




　昼ひる休やすみ、わたしはまた、屋おく上じょうにやってきていた。

　実み咲さきたちには「運うん動どう部ぶの先せん輩ぱいに呼よばれた」とお弁べん当とうをいっしょに食たべるのを断ことわってきている。

　わたしにつづいて、ケイも屋おく上じょうに足あしを踏ふみいれる。

　屋おく上じょうのカギは、ちゃんと閉しめたし、カギ自じ体たいもわたしが、ちょっと借かりておいたから。

　今いま、ふつうの方ほう法ほうで、この屋おく上じょうにくるのはだれにも無む理り。

　だから、心こころおきなく、秘ひ密みつの話はなしもできるってわけ。

　わたしはあらためて、ケイのほうをむく。

　ケイは、フェンスに背せを預あずけるようにして、立たっていた。

「それでケイ！　さっそく話はなしなんだけど……って、ケイ、大だい丈じょう夫ぶ？」

　わたしは身みを乗のりだして、ケイにきこうとして、ふと気きづく。

　ケイの顔かおが青あお白じろく、つかれてるのが、はっきりわかる。

　徹てつ夜や明あけで、そのまま調ちょう査さして、３時じ間かんめから登とう校こうしてきたんだもんね。

「……問もん題だいない。少すこし集しゅう中ちゅうしすぎただけだ」

　ケイは、首くびを小ちいさく横よこにふる。

　今いまのケイは、まるで乗のり物ものに乗のったあとみたい。

　響ひびきのことを調しらべるのに、そこまで、ケイが集しゅう中ちゅうしなきゃいけなかったってこと？

　これからきく話はなしに、わたしはさらに緊きん張ちょうを高たかめる。

「わかったよ。それで、どうだったの？」

　わたしは、あらためてケイにたずねる。

「警けい視し庁ちょうのサーバーをふくめて、いろいろと探さぐってみたが、情じょう報ほうが、かなり混こん乱らんしている」

「こんらん？　でも警けい察さつって、響ひびきを犯はん人にんだってことで、すぐに追おいかけはじめてるじゃない」

　響ひびきが犯はん人にんあつかいされてるのって、事じ件けんがおきて、ほとんど直ちょく後ごからだよね。

　夜よるのうちに事じ件けんがあって、朝あさには大だい々だい的てきにニュースでやってたわけだし。

「そうだ。警けい察さつの動うごきに迷まよいはない。だが、正せい確かく性せいの高たかい情じょう報ほうが多おおくないんだ」

「なにそれ!?　それなのに、だれも疑ぎ問もんに思おもってないってこと？」

　警けい察さつの人ひとって、そんなになんでも信しんじちゃう人ひとたちだっけ？

「いや。刑けい事じや警けい官かんなど、現げん場ばの人にん間げんには、まちがいのない情じょう報ほうとして、響ひびきが犯はん人にんだという根こん拠きょが伝つたえられている。だが、それを調しらべてみると、正せい確かく性せいに欠かけるんだ」

　現げん場ばの刑けい事じや警けい官かんが、だまされてる可か能のう性せいがあるってこと？

「じゃあ、やっぱり響ひびきは犯はん人にんじゃない……？」

「その可か能のう性せいが高たかい」

　ケイの言こと葉ばに、わたしは、ほっと息いきをつく。

　信しんじてはいたけど、こうやってケイの調ちょう査さでわかると、やっぱり安あん心しんする。

「そして、白しら里さと響ひびきの事じ件けんを調しらべる中なかで、いくつかの不ふ審しんな痕こん跡せきを、データ上じょうで見みつけた」

「ふしん？」

　わたしは、首くびをかしげる。

「ああ。──タキオンが、この事件に、かかわっている可能性がある」

　タ、タキオン!!

「う、うそっ!?」

　なんで、タキオンが響ひびきを？

　あいつらが狙ねらうなら、わたしたちなんじゃ……。

　それに、警けい察さつの内ない部ぶでおきた事じ件けんに、タキオンがかかわってるって、いったいどうして……!?

　ケイは、わたしの疑ぎ問もんはわかっている、という表ひょう情じょうで、うなずく。

「タキオンの幹かん部ぶの１人ひとりに、ハッカーがいることは、アスカも知しっているな」

「うん。ＵＦパークでケイの邪じゃ魔ましたり、ＶＲのテーマパークで悪わるいプログラムをしかけてたやつだよね？」

　一いち度ど、ニックたちといっしょのところを、見みたことがある。

　ノートパソコンを持もった、アジア系けいの若わかい男おとこが、そうだったはず。

　信しんじられないことに、ハッキングの腕うではケイと互ご角かくみたいなんだよね。

「ああ。今こん回かいの調ちょう査さで、警けい視し庁ちょう関かん係けいのデータベースをさぐってみたが、そのとき不ふ審しんなデータ消しょう去きょのあとが見みられた。元もとデータは消けされていたのでわからないが、消けしたあとは残のこる。その消けし方かたが……やつそっくりだった」

　そんな！

「それじゃあ、警けい視し総そう監かんを撃うったのも、タキオン!?」

「そこまではわからない。だが、タキオンがかかわっているのは、まちがいない。それなら、おれたちは、動うごくべきだと思おもう。アスカは……」

「もちろん、やるよ！」

　わたしは、ケイが言いい終おわる前まえに、はっきりと答こたえる。

「響ひびきはわたしたちの味み方かたじゃない。でも、タキオンに無む実じつの罪つみで追おいつめられてるなら、助たすけるべきだよ！」

「……アスカなら、そう言いうと思おもった」

　ケイは、わずかに笑えみをうかべる。

「なら決きまりだ。今こん回かいのおれたちのターゲットは、『白しら里さと響ひびきが無む実じつだという証しょう拠こ』。それさえつかめば、あいつ──白しら里さと響ひびきなら自じ分ぶんで道みちを切きり拓ひらく」

　ケイは、確かく信しんを持もって言いう。

　なんだかんだ言いっても、ケイは響ひびきの能のう力りょくを信しん頼らいしてるんだよね。

　それは、わたしもいっしょだけどさ。

　なにより、敵てきとして、ときに協きょう力りょくして戦たたかってきた、わたしとケイだからわかることだよね。

　きっと響ひびきだって、あきらめてない。

　本ほん当とうにあきらめ悪わるいんだから、響ひびきって。

　絶ぜっ対たいに、真しん犯はん人にん相あい手てに、逆ぎゃく転てんの手てを狙ねらってるはずだよ。

　あと、奏かなでのこともあるしね。

　父ちち親おやが重じゅう体たいで、兄あにが犯はん人にんとして追おわれてるなんて、そんな悲かなしい思おもいをさせたくない！

　元げん気きをとりもどして走はしりだしてたけど、あれが空から元げん気きだったことは、わかってる。

　奏かなでが本ほん当とうに笑え顔がおになれるのは、この事じ件けんが解かい決けつしたとき。

　だからこそ、わたしは奏かなでの「先せん輩ぱい」としても、響ひびきを助たすけたい。

「やろう、ケイ！」

　わたしは、気き合あいを入いれなおす。

　それで、わたしはまずは、なにをすればいい？

「情じょう報ほう収しゅう集しゅうは、こっちでつづけている。その間あいだに、アスカには動うごいてもらいたいことがある」

「まかせて！」

　わたしは、大おおきくうなずく。

　そうして、夜よるに動うごきだすための準じゅん備びを、わたしとケイは、それぞれにはじめた。







　　　　６　意い外がいすぎる敵てき




　夜よるの10時じすぎ。

　通とおりに人ひと気けは少すくない。

　わたしは、レッドのユニフォームを着きて、ものかげからターゲットのビルを見みあげる。

　７階かい建だての、築ちく20年ねんのビルだっけ。

　会かい社しゃのオフィスが入はいってそうな、ふつうのビルって感かんじだけど。

　わたしは、ケイと打うち合あわせしたときの会かい話わを、思おもいだす。







「警けい視し庁ちょうのサーバーにあった、消しょう去きょした痕こん跡せきをたどった結けっ果か、あるビルが見みつかった」

　学がっ校こうが終おわったあと、自じ宅たくの部へ屋やで、あらためて作さく戦せん会かい議ぎを開ひらいたときのこと。

　ケイはパソコンを開ひらいたまま、こちらをちらりと見みる。

「そこにタキオンがいるの？」

　わたしは、ケイのほうに、にじりよる。

「いや。痕こん跡せきといっても、そのビルで途と切ぎれていて、それ以い上じょうは追おえなかった。ワナの可か能のう性せいもある。どうする？」

　ケイがきいてくる。

「もちろん、調しらべるに決きまってる！　ワナなら、それはそれで手てがかりになるでしょ」

　ワナでタキオンが出でてきたら、それで動うごきがつかめるってことだし。

「たしかにな……」

　ケイはうなずく。

　どうしてだか、複ふく雑ざつそうな顔かおをしてたけど。







　ともかく、今いまわたしは、ケイが痕こん跡せきをたどって見みつけたというビルの近ちかくにいる。

　外そとから見みると、ビルは全ぜん部ぶ明あかりが消きえている。

　人ひとがいなくなったのは、ケイが確かく認にんずみ。

　このビルの１室しつだけが目もく的てき地ちだし、ほかの部へ屋やをつかっている人ひとは、関かん係けいない確かく率りつが高たかいって、ケイは言いってた。

　だから、無む関かん係けいの人ひとを巻まきこまないように、ビルから人ひとの気け配はいが消きえるのを待まってたってわけ。

『ビルの中なかの様よう子すは、限げん定てい的てきにしかわからない。忍しのびこむ部へ屋やに関かんする情じょう報ほうも、まったくつかめてない。最さい大だい限げんに警けい戒かいしていけ』

「りょーかい！」

　わたしは、暗くら闇やみにまぎれて、身みをかがめて、一いっ気きにビルの裏うら口ぐちまで走はしりよる。

　監かん視しカメラがあるけど、ケイが別べつの映えい像ぞうに切きりかえてある。

　裏うら口ぐちのドアは、カードキーを通とおして開あける仕し組くみになってる。

　　　カチャリ

　ケイが、カードキーを通とおす機き械かいを操そう作さして、カギを開あける。

　わたしは小ちいさくドアを開あけて、中なかをのぞく。

　非ひ常じょう灯とうの明あかり以い外がいは、真まっ暗くら。

　人ひとがいる気け配はいもない。

　わたしは、するりとドアの中なかへ、体からだをすべりこませる。

　やっぱり、だれもいない。

　それを確かく認にんしてから、暗くら闇やみに目めをならして、歩あるきだす。

　ワナかもしれない以い上じょう、最さい大だい限げんの警けい戒かいをして動うごくべき。

　目もく的てきの場ば所しょは、ビルの３階がい。

　そこまで足あし音おとをたてずに、あがっていく。

「３階がいについたけど……」

　やっぱり、人ひと気けは感かんじない。

　３階がいに部へ屋やは３つ。そのうちの１つの部へ屋やに、痕こん跡せきはつながっていたらしい。

　わたしは、部へ屋やのドアの前まえに立たつ。

　やっぱり外そとから探さぐったかぎりだと、中なかに人ひとの気け配はいは感かんじない。

　本ほん当とうに、人ひとがいないのかな……。

　えーい、ここでなやんでても、しょうがない。

　とにかく、行いってみるしかないよね！

　わたしは、ドアノブに手てをかける。

　……え？

　カギがかかってない。

　わたしは警けい戒かいしつつ、ドアをゆっくりと開あける。

　部へ屋やの中なかは、ビルの中なかと同おなじく真まっ暗くら。

　……って、えっ!?

　わたしは、部へ屋やの中なかの様よう子すを見みて、目めを丸まるくする。

　どうなってるの、これ。

　部へ屋やの中なかは、もぬけのからだった。

　机つくえもイスも、なに１つ、ものがおいてない。

　もちろん、だれかがひそんでいるような場ば所しょもない。

　部へ屋やの中なかに、足あしを踏ふみいれてみる。

「これじゃあ、ワナってわけでもなさそうだけど……？」

　なにかがしかけてあれば、ひと目めでわかるぐらい、部へ屋やの中なかはさっぱりしてる。

『痕こん跡せきを完かん全ぜんに消けしているな。ワナをしかけるまでもなく、こちらの相あい手てをせずに、情じょう報ほうを一いっ切さいつかませないつもりか。あくまでターゲットは、白しら里さと響ひびき、ただ１人ひとりだということか……』

　ケイが、考かんがえこむような声こえで言いう。

　そこまでして、響ひびきを絶ぜっ対たいに追おいつめるつもりなんだ。

　わたしたち、怪かい盗とうレッドすら無む視しして。

　──あのタキオンが。

　そう考かんがえて、ゾクリと背せ筋すじに寒さむ気けが走はしる。

「とにかく、ここにいても、手てがかりはなさそうだね」

『ああ、撤てっ収しゅうして……いや、待まて』

　ケイが言いうのと、わたしが気きづいたのは同どう時じだった。

　だれか、やってくる!?

　足あし音おとはおさえているけど、わずかにする。

　わたしは、とっさにドアをしめて、ドアが開あく側がわに身みをひそめる。

　ここなら、ドアを開あけた瞬しゅん間かんは、入はいってくる人にん間げんからは死し角かくになる。

　　　カツ、カツ、カツ……

　耳みみをすまして、やっとききとれるぐらいの足あし音おとは、１人ひとり分ぶん。

　この部へ屋やに、まっすぐにむかってくる。

　こんな、なにもない部へ屋やにやってくるなんて、どう考かんがえてもあやしい。

　タキオンの一いち味み？　それとも協きょう力りょく者しゃとか？

　きっと手てがかりになるはず。

　──とりおさえるっ！

　わたしは息いきを殺ころして、ドアが開あくのを待まつ。

　目めは、暗くら闇やみにすっかりなれて、見みるのにこまらない。

　　　ガチャ

　ドアノブがまわって、ドアが押おし開ひらく。

　今いまっ!!

　人ひと影かげが、室しつ内ないに入はいってくるのを確かく認にんした瞬しゅん間かん、わたしは飛とびだす。

「────!?」

　人ひと影かげが、こちらに反はん応のうする。

　でも、おそいっ！

　間ま合あいをつめ、にぎりしめた拳こぶしを、はなとうとした瞬しゅん間かん──

「お、女おんなの子こ!?」

　人ひと影かげの顔かおが見みえて、ギリギリで拳こぶしを止とめる。
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　部へ屋やに入はいってきた人ひと影かげは、理り央お先せん輩ぱいや詩し織おり先せん輩ぱいたちと、そう変かわらない年としに見みえる女おんなの子こ。

　しかも、ショートボブの髪かみに、すらりとしたモデルのような体たい型けいをしてて、かなりかわいい。

「び、びっくりした……」

　女おんなの子こは、おどろいた表ひょう情じょうで、わたしを見みてる。

「あなた、何なに者ものなの？」

　わたしは声こわ音ねを変かえて、女おんなの子こをするどく見みつめる。

　警けい戒かいはとかない。

　ううん！　さっきより、さらに警けい戒かい感かんは増ましてる。だって……。

「……とっさに、わたしの動うごきに反はん応のうできるなんて……ね」

　わたしは、視し線せんを自じ分ぶんの腰こしあたりにむける。

　そう。

　そこには、女おんなの子こが、黒くろくて細ほそ長ながい機き械かいを押おし当あててる。

　──これって、スタンガンだよね。

　あの一いっ瞬しゅんで、とっさに相あい打うちを狙ねらえるなんて、ただ者ものじゃない。

「それはあなたが、拳こぶしを止とめてくれたからでしょ。そうじゃなきゃ、間まに合あわなかったわ。あたしの頭あたま、吹ふっ飛とんでたもの」

　女おんなの子こは、どこか親したしみのある口く調ちょうで、言いう。

　ちょっ、失しつ礼れいな！　そんな、人ひとをゴリラみたいに言いわないでよ！

　頭あたまが吹ふっ飛とんだりなんて、しないからね！

　不ふ満まんを感かんじつつも、口くちには出ださない。

　まだ、敵てきじゃないと、決きまったわけじゃない。

　今いまも、わたしは拳こぶしを、女おんなの子こはスタンガンを、おたがいに、かまえたままなんだから。

「そう警けい戒かいしないでほしいんだけどな──怪かい盗とうレッド」

「──!!」

　わたしは女おんなの子この言こと葉ばに、一いっ気きに緊きん張ちょうする。

　なんでこの子こ、わたしのことを知しって……!?

　女おんなの子このことを、あらためて観かん察さつする。

　だけど、見みた目めはふつうの女おんなの子こっていう以い上じょうのことは、わからない。

　やっぱり、タキオンの一いち味み？

　今いまも、ワナにはめようとしているとか……。

「だから、警けい戒かいしないでってば。あたしはあなたの敵てきじゃない。まあ、立たち場ば的てきに、味み方かたでもないけどね」

　女おんなの子こは、肩かたをすくめる。

　こんな状じょう況きょうだっていうのに、女おんなの子こには、緊きん張ちょうした様よう子すがない。

　リラックスしてるようにすら、見みえるんだよね。

　だから、こっちも警けい戒かいをしつづけるのが、むずかしい。

「あなた……何なに者もの？」

　わたしは、もう一いち度ど、女おんなの子こに問とう。

「そうだった。まずは自じ己こ紹しょう介かいをしないとね。一いっ方ぽう的てきにこっちが知しっているのは、不ふ公こう平へいだし」

　女おんなの子こはそう言いって、スタンガンをわたしからはなす。

「あたしは、探たん偵ていの深ふか沢ざわ七な音お。──白しら里さと響ひびきのライバルよ」

　ひ、響ひびきの探たん偵ていのライバル!?

　思おもわず、声こえをあげそうになるのを、なんとかこらえる。

　そんな話はなし、きいたことないんだけど！

　でも、響ひびきは有ゆう名めいだし、いてもおかしくない？

　って、混こん乱らんしてる場ば合あいじゃないよ！

　それより今いまは、きくことがある。

「そんな白しら里さと響ひびきのライバルが、どうしてここに？」

　わたしは、なんとか落おちつきをとりもどして、女おんなの子こ──七な音おにきく。

　七な音おは、その問といに、きょとんとした表ひょう情じょうをしたあと、

「決きまってるじゃない」

　七な音おはそう言いって、にっこりと笑わらった。

「──怪かい盗とうレッド、あなたの力ちからを借かりるためよ」







　　　　７　響ひびきのライバルからの〝提てい案あん〟




　わたしと七な音おは、ビルから出でて、外そとを歩あるいていた。

「ここは敵てき地ちだし、のんびりと話はなしができる場ば所しょでもないでしょ」

　七な音おに、そう提てい案あんされたから。

　一いっ瞬しゅん、ためらっていると、ケイが、

『そうか、深ふか沢ざわ七な音おか。なら、大だい丈じょう夫ぶだろう』

　と言いうから、乗のることにした。

　知しり合あいってわけではなさそうだけど、ケイのデータベースにあったのかな？

　さっき、七な音おが現あらわれてから、通つう信しんせずに、わたしにまかせてたのは、七な音おがくるってわかってたからなのかも。

　だったら、早はやく教おしえといてよ！……と思おもうけど、ケイだしなぁ。

　とりあえず、七な音おが「探たん偵てい」で、「響ひびきのライバル」っていうのは、信しんじていいってことかな？

　だからって、警けい戒かいをといたわけじゃないけど。

　そもそも、探たん偵ていってわたしたちの味み方かたじゃないし。

　七な音おが道どう路ろの先さきを歩あるいて、そのあとを、わたしがついていく。

　さすがにレッドのユニフォームのままだと目め立だつから、わたしは上うえから薄うす手でのロングコートをはおってる。

　もうあたりは暗くらいから、人ひとからはあやしまれないはず。

　それにしても、どこまで行いくつもりなんだろう？

　そろそろ、10分ぷんぐらい歩あるいたけど。

「ここよ」

　七な音おが立たち止どまって、目めの前まえの建たて物ものを指ゆびさす。

　……え？

　わたしは、思おもわず建たて物ものを見みあげる。

　20階かいはありそうな、高こう層そうマンション。

　七な音おは入いり口ぐちのドアを開あけ、すたすたと中なかに入はいっていく。

　立りっ派ぱなマンションだけあって、入いり口ぐちも自じ動どうロックになっていて、横よこにある機き械かいに、カギをかざして開あけるようになってる。

　七な音おは、あたりまえのようにカギをかざして、エントランスへつながる自じ動どうドアを開ひらく。

　なんでこんな子こが、こんな高こう級きゅうそうなマンションに入はいれるの!?

　おどろきつつも、顔かおに出ださないように気きをつけながら、七な音おにつづいて、エントランスに入はいる。

「あたしのお父とうさんの、セーフハウスの１つよ。安あん全ぜんだし、邪じゃ魔まは入はいらないから安あん心しんして」

　七な音おが、きいてないのに説せつ明めいする。

　というか、せーふはうすってなに？

『セーフハウスは、諜ちょう報ほう機き関かんなどがつかう、隠かくれ家がのことだ』

　ケイが解かい説せつしてくれる。

　でも、よけいに謎なぞが深ふかまったよ！

　そんな「隠かくれ家が」を持もっているなんて……七な音おの父ちち親おやって、何なに者ものなわけ!?

　あらためて、七な音おのことを観かん察さつする。

　エントランスの明あかりの下したで見みると、七な音おは思おもった以い上じょうに、年としが近ちかそう。

　デニムジーンズに、紺こん色いろのシャツと、服ふく装そうはシンプルなのに、モデルみたいにすらっとしているせいか、すごくおしゃれに見みえるんだよね。

　こんな子こが、「探たん偵てい」？　「響ひびきのライバル」？

　学がっ校こうにいても、ぜんぜん不ふ思し議ぎじゃない感かんじだよ。

　エレベーターで、15階かいまであがり、七な音おは迷まようことなくつきあたりの角かど部べ屋やの前まえに行いく。

　時じ間かんが夜よるの11時じをまわっているせいか、人ひととすれちがうこともない。

　七な音おは、マンションのドアのカギを開あける。

「中なかにどうぞ～」

　部へ屋やの中なかに、人ひとの気け配はいはない。

　今いまさらワナってことはないんだろうけど、どうも七な音おのペースで話はなしが進すすんでる気きがする。

　わたしは、警けい戒かいをとかないまま、七な音おの横よこを通とおって、部へ屋やに入はいる。

　月つき明あかりのおかげで、リビングの中なかにテーブルとソファがあって、きれいに整せい頓とんされているのもわかる。

　物ものが少すくないというか、必ひつ要ようなものしか、おいてないって感かんじかな。

　……あっ。

「明あかりはつけないで」

　わたしは、照しょう明めいのスイッチに手てをかけていた、七な音おを止とめる。

　七な音おはおどろいた顔かおをしたけど、すぐに納なっ得とくしたように、うなずく。

「それもそうね。まだ、明あかるい照しょう明めいの下したで、顔かおをつきあわせるような関かん係けいでもないか」

　七な音おは暗くらいままの部へ屋やを歩あるき、ソファに腰こしをおろす。

　わたしは、すぐに身み動うごきがとれるように、ソファにはすわらずに、リビングの入いり口ぐち近ちかくに、立たったままでいる。

　七な音おも、それにはなにも言いってこない。

　それどころか、いつの間まに持もってきたのか、ジュースのペットボトルを１本ぽん、投なげてよこす。

　ほんと、怪かい盗とうレッドを前まえにして、この余よ裕ゆうってなんなの？

　響ひびきだって、こんな態たい度どを、わたしの前まえで、見みせたことないと思おもうんだけど。

　同おなじ探たん偵ていでも、タイプがちがうってことなのかな？

　それとも、七な音おの性せい格かくとか？

『深ふか沢ざわ七な音おは、白しら里さと響ひびきの探たん偵ていの師し匠しょう・小お笠がさ原わら源げん馬まの、実じつの娘むすめだ』

　疑ぎ問もんに思おもっていると、ケイから情じょう報ほうが入はいる。

　響ひびきの師し匠しょうの、娘むすめ？

　っていうか、響ひびきに探たん偵ていの師し匠しょうがいたんだっ！

『白しら里さと響ひびきとは、小しょう学がく生せい時じ代だいから探たん偵ていとして、おたがいにライバル心しんを持もつ関かん係けいだったらしい。中ちゅう学がくにあがってから、深ふか沢ざわ七な音おは、ドイツに留りゅう学がくした。深ふか沢ざわ七な音おの名な前まえこそ出でていないが、あちらの国くにで、警けい察さつも手てを焼やく難なん事じ件けんを、いくつも解かい決けつしてきたようだ』

　それって……響ひびきとよく似にてる。

　あなどれない相あい手てって、ことだね。

「仲なか間まとの、情じょう報ほう交こう換かんは終おわった？」

　ジュースを飲のんでいた七な音おが、わたしの様よう子すを見みて、きいてくる。

　ギクッ。

　思おもわず、言こと葉ばにつまっていると、七な音おがつづける。

「……別べつに、ちょっとした推すい理りよ。怪かい盗とうレッドは１人ひとりじゃない。複ふく数すう人にんからなるグループだっていう可か能のう性せいには、響ひびきだって気きづいていたでしょ」

　たしかに、響ひびきも、ケイの存そん在ざいに気きづいていたっぽい。

　でも、さっき会あったばかりの七な音おに、なんでそれがわかるわけ？

　わたしは、七な音おをにらむ。

「……あたしは、小しょう学がく生せいのころに、怪かい盗とうレッドに直ちょく接せつ、会あったことがあるの。あなたは、そのときの怪かい盗とうレッドとは別べつの人ひとだ、って、記き憶おく力りょくがいいあたしの仲なか間まが言いうの。それに、怪かい盗とうレッドの過か去この犯はん行こうを洗あらってみればわかるけれど、潜せん入にゅうとハッキングを同どう時じに行おこなっていることが多おおい。２人ふたり以い上じょういるっていうのは、警けい察さつも把は握あくしてるはずよ」

　七な音おは、すらすらと説せつ明めいしていく。

　わたしは、あっけにとられつつも、少すこしずつ理り解かいする。

　たしかに、そこまでならケイからも説せつ明めいされたことがある。

　さすがに、前まえもってきいてなかったら、あせってたけど。

　七な音おが昔むかし会あったっていう、怪かい盗とうレッドは、たぶん、美み華か子こさんのことだよね。

　お父とうさんだったら、体たい型けいもまるでちがうから、記き憶おく力りょくに関かん係けいなく、ひと目めでわかるはずだし。

　でも、それだけなら、問もん題だいはない。

　こっちは、わたしの正しょう体たいさえ隠かくせればいいんだし。

「あと、あたしの個こ人じん的てきな推すい理りだと、あなたの仲なか間まには、少すくなくとも１人ひとり、おそろしく頭あたまの切きれる人ひとがいるだろうって思おもってるけどね」

　七な音おは、笑え顔がおでつけたす。

　…………うっ、やっぱり問もん題だいある！

　この子こ、まったくあなどれないよ！

　よけいな情じょう報ほうをわたさないように、気きをつけないと。

「……それで、そんなこと言いうために、わたしをここに連つれてきたの？」

　わたしは、会かい話わの流ながれを変かえるために、話はなしをふる。

「ちがうよ。言いったとおり、怪かい盗とうレッド、あなたに……あなたたちに協きょう力りょくを求もとめるためよ」

「協きょう力りょくって？」

　わたしは、わざととぼけてみせる。

　相あい手てのペースにばっかり、のらないんだから。

「あたしと仲なか間まは、響ひびきの無む罪ざいを証しょう明めいするために、捜そう査さをしているの。その途と中ちゅうで、あのビルの情じょう報ほうをつかんだってわけ。まあ、あのとおり、空からぶりだったんだけど」

　ケイが必ひっ死しに調しらべた情じょう報ほうを、七な音おたちもつかんでたんだ！

　それって、七な音おのところにも、ケイ並なみの調ちょう査さ力りょくを持もった人ひとがいるってことだよね!?

　わたしが、心こころの中なかでおどろいていると、七な音おがわたしの気き持もちを読よんだように、つづける。

「こっちは、もともと警けい察さつのサーバーにアクセスしやすい立たち場ばにあってね。だいぶ楽らくに情じょう報ほう収しゅう集しゅうができるの。あのビルでは収しゅう穫かくはなかったけど……そこでちょっと考かんがえたのよ。もし同おなじように、響ひびきのことを助たすける気きがある人にん間げんなら、あのビルの空あき部べ屋やにたどりつくんじゃないかって」

「そうしたら、わたしが姿すがたを見みせた、と」

「そういうこと」

　七な音おは、笑え顔がおでうなずく。

「ずっと、待まちぶせしてたわけ？」

「そんなには待まってないよ。さっきも言いったけど、こっちは警けい察さつのサーバーに入はいりやすいけど、ほかの人ひとはそうもいかないでしょ。だから、もっと時じ間かんがかかると思おもってたの。それが、わたしが空あき部べ屋やに潜せん入にゅうしてから、１時じ間かんもしないうちにくるんだもの。さすが怪かい盗とうレッドね」

　七な音おは、悪わる気ぎや、敵てき意いがぜんぜん感かんじられない表ひょう情じょうで、褒ほめてくる。

　むぅ……なんかこの子こ、すごく警けい戒かいしにくいタイプだよ。

「わたしが……怪かい盗とうレッドがくると、読よんでたの？」

「可か能のう性せいとしては、五ご分ぶ五ご分ぶぐらいだと思おもってた。響ひびきとの関かん係けいや、怪かい盗とうレッドの考かんがえ方かた、それに今こん回かいの事じ件けんの裏うら側がわにひそむ〝なにものか〟が、怪かい盗とうレッドを動うごかす可か能のう性せいを……。でも、どこまでかは、未み知ち数すうだったし」

　七な音おは、さらりと答こたえる。

　タキオンのことはつかんでなさそうだけど、でもなんとなくは、推すい測そくしてるみたい。

「それでだけど、レッド」

　七な音おは、さっきまでとうってかわって、真しん剣けんな顔かおつきになる。

「あのビルの空あき部べ屋やにやってきたってことは、あなたたちは、響ひびきのことを助たすける気きがあるってことよね？」

「……かもしれない」

　わたしは、はっきりとは答こたえない。

　だけど、かまわずに七な音おがつづけて言いう。

「響ひびきが、犯はん人にんなわけがない。必かならず別べつに、真しん犯はん人にんがいる。でも、そいつは今いまのところ、手てがかりをつかませない。あたしたちは、警けい察さつにコネクションがあって、あるていどは一いち部ぶの警けい察さつの人ひとと、やりとりができる。少すくなくとも、怪かい盗とうレッドよりは。だけど、それだけじゃ、この事じ件けんの真しん犯はん人にんを追おうには、足たりないと思おもってる」

　七な音おは言いい終おえると、わたしの反はん応のうを待まつように、こちらをちらりと見みる。

「……だから、わたしたちと協きょう力りょくしたい、か」

「そうよ」

　七な音おはうなずく。

　……どうするべきなのかな。

　警けい視し庁ちょうの中なかにある、事じ件けんの現げん場ばに忍しのびこむことも、考かんがえなくちゃいけないかもって、ケイは言いってた。すごく危き険けんだけど、七な音おたちの助たすけがあるなら……。

『協きょう力りょくしたほうがいい』

　わたしが迷まよっていると、ケイが言いう。

『たしかにおれたちが、単たん独どくで調しらべつづけることも可か能のうだ。だが手ておくれになる可か能のう性せいがある』

　手ておくれって？

『白しら里さと響ひびきの包ほう囲い網もうは刻こく々こくと狭せばまっている。もし、白しら里さと響ひびきがつかまれば、逆ぎゃく転てんはむずかしい。深ふか沢ざわ七な音おが協きょう力りょくを求もとめてきたのも、その危き機き感かんがあるためだろう』

　……そっか。

　響ひびきが警けい察さつにつかまったときには、犯はん人にんとして言いいわけできない状じょう況きょうにされているかもしれない。

　響ひびきは簡かん単たんにつかまるようなやつじゃないけど、それだって限げん度どがあるはずだし。

　──今いまの怪かい盗とうレッドの「任にん務む」は、「響ひびきを助たすけるための、証しょう拠こを盗ぬすみ出だすこと」だもんね。

　よし！　決きめた！

「わかった。あなたたちに、協きょう力りょくする」

「そう……よかった」

　七な音おが、ほっとしたような声こえを出だす。

　その様よう子すに、わたしは意い外がいに思おもって、七な音おのほうを見みる。

「お見み通とおしでしょうけど、こっちも行いき詰づまっていたところなの。打うつ手てがまったくないわけじゃないけど、時じ間かんは限かぎられてるからね……」

　ケイが読よんだとおり。やっぱり、七な音おの頭あたまの回かい転てんは速はやい。

「協きょう力りょくの証あかし、というわけじゃないけど」

　七な音おが立たちあがると、わたしのほうに近ちかづいてきて、右みぎ手てを差さし出だしてくる。

　わたしは、その手てをにぎった。
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「七な音おって呼よんで。短みじかい間あいだかもしれないけど、なかよくやりましょ」

　七な音おは、裏うら表おもてのなさそうな笑え顔がおで、言いってくる。

「よろしく」

　わたしは、わざとそっけなく返かえす。

　あんまりなかよくなりすぎても、敵てきになったとき、動うごきがにぶりそうだし。

　会かい話わしててもわかるけど、七な音おはあなどれないし、気きがぬける相あい手てでもない。

　もし敵てきにまわったら、と思おもうと、頭あたまがいたい。

　それでも──

　わたしは、心こころの中なかで小ちいさく笑わらう。

　今いまは、たよりになる味み方かただよね。

　絶ぜっ対たいに、響ひびきが無む実じつの証しょう拠こを、つかんでやるんだから！







　　　　８　白しら里さと響ひびきの隠かくれ家が
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　古ふるい木もく造ぞうの一いっ軒けん家や。

　響ひびきは、通とおりに人ひとがいないのを確かく認にんすると、玄げん関かんのカギを開あけて、一いっ軒けん家やの中なかに入はいる。

　ここは、響ひびきが持もつセーフハウスの１つ。

　築ちく50年ねんはたっているはずだが、小ちいさいながらも、きちんとしたつくりをしてる。

　ときどき手て入いれをしているから、傷いたみも少すくない。

　響ひびきが、師し匠しょうからゆずり受うけたものの、１つだ。

　家いえの中なかの部へ屋やを見みてまわり、ひととおり家いえの中なかの安あん全ぜんを確かく認にんしてから、響ひびきは和わ室しつにもどってくる。

　そのまま力ちからがぬけたように、がくっと畳たたみにすわりこむ。

　事じ件けんがおきてから、気きをぬいてすわりこむなんて、できなかった。

　だが、さすがにそろそろ体たい力りょく的てきにも、精せい神しん的てきにも、限げん界かいが近ちかかった。

　それで思おもいだしたのが、このセーフハウスだ。

　ここは響ひびきと、響ひびきの師し匠しょうとその関かん係けい者しゃの数すう人にんしか知しらない。

　すぐに警けい察さつに見みつかることは、ないはずだ。

　尾び行こうがないように、警けい察さつはしっかりとまいてきたから、そちらの心しん配ぱいもない。

「さすがに、つかれたな……」

　響ひびきは和わ室しつの畳たたみの上うえで、大だいの字じで横よこになる。

　体からだがずっしりと、重おもく感かんじる。

　自し然ぜんと、まぶたが落おちてくる。

「……ダメだ。寝ねる前まえにやることがある」

　響ひびきは無む理りやりおきあがると、頭あたまをかるく横よこにふる。

　まずは着き替がえだ。

　だいぶ薄うす汚よごれたのもあるが、自じ分ぶんのいつものかっこうは目め立だちすぎる。

　だが、そのぶん、着き替がえれば、警けい察さつの目めはいくらか、ごまかしやすくなるはずだ。

　響ひびきは和わ室しつにあったタンスから、着き替がえをとりだす。

　着き替がえを手て早ばやくすませて、台だい所どころであたたかいお茶ちゃを入いれて、和わ室しつにもどる。

　持もち歩あるいているチーズ味あじの行こう動どう食しょくを食たべて、お茶ちゃで流ながしこむ。

「ふぅ……」

　ひと息いきつくと、だいぶ落おちついた。

　体からだはまだ重おもたいが、それはしかたがない。

「まずは、状じょう況きょうの整せい理りだな」

　響ひびきはつぶやき、今いままでおきたことの、整せい理りをはじめる。

　父ちち親おやからの呼よび出だし。銃じゅう声せい。会かい議ぎ室しつで血ちまみれの父ちち親おやを発はっ見けん。

　警けい官かんがやってくる。響ひびきが犯はん人にんとされる……。

　響ひびきは目めを閉とじて、じっくりと思おもいかえす。

　何なん度どもくりかえし、おきたことをなぞってから、目めを開あけた。

「……やはり、何なに者ものかが、ぼくを狙ねらってワナにはめた。そう考かんがえるのが自し然ぜんか」

　響ひびきは、そう結けつ論ろんを出だす。

「だが、それだけとも思おもえない。父とうさんは、なぜ撃うたれた？　撃うたれなければならなかった？　そして、父とうさんはなぜ警けい視し総そう監かん室しつではなく、警けい視し庁ちょう内ないにある会かい議ぎ室しつを、わざわざぼくと会あう場ば所しょに選えらんだのか。なにを話はなそうとしていたのか」

　おそらく、ここにも意い味みがある。

　あの父ちち親おやが、意い味みのない行こう動どうをとるとは思おもえない。そういう性せい格かくの人ひとだ。

　捜そう査さ一いっ課か時じ代だいは、響ひびきの探たん偵ていの師し匠しょうと、コンビを組くんでいたこともあるという、切きれ者ものとして有ゆう名めいだったらしい。

「父とうさんに、直ちょく接せつきければ早はやいが……」

　もちろん、会あいにはいけない。

　警けい察さつが、待まちかまえているに決きまっている。

　それどころか、重じゅう体たいで、話はなしができる状じょう態たいかどうかも、わからない。

　会かい議ぎ室しつで見みた、血ちまみれの父ちち親おやの姿すがたが頭あたまにうかび、手てのひらを強つよくにぎりしめる。

「くそっ……」

　響ひびきは毒どくづくが、感かん情じょうに流ながされないように、ぐっとがまんする。

「……推すい理りをつづけよう。不ふ可か解かいなのは、警けい察さつの動うごきだしの早はやさ。すべて準じゅん備びしていた、とみるべきか。敵てきは……この事じ件けんの真しん犯はん人にんは、それだけのことができる力ちからがある」

　響ひびきは、そこまで考かんがえて、一いち度ど、推すい理りを止とめる。

「……情じょう報ほうが少すくなすぎる。逃とう亡ぼう中ちゅうなのだから、しかたがないが……。せめて、咲さ希きさんや静しず乃のさんに連れん絡らくをとれれば……。だが、ダメだ。連れん絡らくをとれば、２人ふたりを危き険けんにさらす可か能のう性せいがある」

　響ひびきは、自じ分ぶんを長なが年ねん支ささえてくれている、仲なか間またちのことを思おもいうかべる。

　だが、今いまは敵てきの正しょう体たいも規き模ぼもわからない。

　下手へたに連れん絡らくをとれば、２人ふたりが狙ねらわれないともかぎらない。

「なら……」

　響ひびきはふと思おもいつき、和わ室しつの小こ棚だなの引ひき出だしから、スマホをとりだす。

　いつもつかっているスマホは、途と中ちゅうで捨すててきた。

　持もっていても、スマホからの電でん波ぱをたどられて、警けい察さつが追つい跡せきしやすくなるだけ。

　それなら、捨すててしまったほうがいい。

　初しょ期き化かして、さらに地じ面めんにたたきつけてこわしておいたから、データは探さぐれないはずだ。

　それに対たいして、このスマホは、セーフハウスにおいてあったもので、響ひびきがつかったのは契けい約やくしたときぐらい。

　さすがに、警けい察さつもこのスマホのことは、つかんでいないはずだ。

　響ひびきは、スマホから記き憶おくしてある電でん話わ番ばん号ごうに、電でん話わをかける。

　コール音おんがなりだす。

　数すう回かいなってから、相あい手てが出でる。

『猿さる渡わたりだ』

　電でん話わのむこうから、ききなれた声こえがする。

「猿さる渡わたり警けい部ぶ、響ひびきです」

『ひびっ！　……白しら里さとくん……本ほん物ものか！　いったい、どうなってるんだ』

　猿さる渡わたり警けい部ぶは、大おお声ごえをあげそうになって、あわてて声こえをひそめる。

　猿さる渡わたり警けい部ぶは、響ひびきが小しょう学がく生せいのときから、いっしょに事じ件けんにかかわっている、一いち番ばん付つき合あいの長ながいベテラン刑けい事じだ。

　父ちち親おやと同おなじくらい、警けい察さつでもっとも、信しん頼らいできる相あい手てでもある。

「それを、くわしく話はなしている余よ裕ゆうはありません。ただ、ぼくは父ちちを撃うった犯はん人にんでは、ありません」

　響ひびきは、はっきりとつげる。

　これを信しんじてもらわなければ、はじまらない。もし信しんじてもらえなければ……。

『そんなことはわかっている！　どれだけの付つき合あいだと、思おもっているんだ』

　猿さる渡わたり警けい部ぶは、少すこし怒おこったように言いう。

　響ひびきの顔かおに、自し然ぜんと笑えみがうかぶ。

「ありがとうございます。いきなりで申もうしわけないですが、そちらの状じょう況きょうが知しりたいんです」

『そうか。だが、じつは話はなせることはそう多おおくない。私わたしは白しら里さとくんとかかわりがあるからと、捜そう査さを外はずされてしまってな。今いまは別べつの事じ件けんの書しょ類るい整せい理り中ちゅうだ。だからこそ、こうやって電でん話わをしていても、あやしまれずにすんでいるんだがね』

「そうだったんですか。ぼくのせいですみません。今いまの猿さる渡わたり警けい部ぶが、わかる範はん囲いでかまいません。なにか今こん回かいの事じ件けんの捜そう査さに、違い和わ感かんはありませんでしたか？」

　響ひびきがききたかったのは、警けい察さつ内ない部ぶの動うごきだ。

　必かならずしも、捜そう査さ本ほん部ぶにいなければわからない、ということはないはず。

　とくにベテランの猿さる渡わたり警けい部ぶなら、刑けい事じの間あいだでも顔かおが広ひろいから、情じょう報ほうも入はいってくるだろう。

　そう見みこんでのことだ。

『といってもな。こちらでわかるのは、すでに、白しら里さとくんも、気きづいていることだとは思おもうが』

「かまいません。警けい察さつ内ない部ぶから見みた情じょう報ほうという、裏うら付づけは重じゅう要ようです」

『そうか。まず異い常じょうなほど、白しら里さとくんが犯はん人にんだと決きめるのが早はやかった。状じょう況きょう証しょう拠こや、第だい一発はっ見けん者しゃの警けい官かんの証しょう言げんで、一いっ気きに方ほう針しんが固かたまったようだ。刑けい事じの中なかにも、その判はん断だんをいぶかるものも一いち部ぶいる。君きみとかかわりがある人にん間げんは、とくにだな。だが、我われ々われも警けい察さつとしての職しょく務むをはたさなければならない。白しら里さとくんが、重じゅう要よう参さん考こう人にんであることには変かわりなく、捜そう査さで手てをぬくことはないだろう』

「わかっています。警けい察さつの優ゆう秀しゅうさを、実じっ感かんしているところですよ。でも、やはり異い常じょうな決けっ定ていの早はやさは、警けい部ぶたちも感かんじていることなんですね」

　新あらたな情じょう報ほうではないが、別べつの角かく度どから、同おなじ情じょう報ほうが得えられるのは、ありがたい。

　その情じょう報ほうの正せい確かく性せいが増ました、と考かんがえられる。

「だとすると……」

『なにか、わかりそうなのか？』

「まだ確かく信しんできる段だん階かいではありません。ほかには？」

　響ひびきは、猿さる渡わたり警けい部ぶをうながす。

『ふむ……ああ、ふだんは、あまり表おもてに出でてこない、佐さ久く川がわという警けい視しが捜そう査さの指し揮きをとっている。出でてこないわりに捜そう査さ手しゅ腕わんは優ゆう秀しゅうなので、現げん場ばからの不ふ満まんの声こえは、ほとんどきこえないな』

　猿さる渡わたり警けい部ぶは、そう言いいながらも不ふ満まんそうだ。

　もしかしたら、佐さ久く川がわ警けい視しとは、あまり仲なかがよくないのかもしれない。

　だが──

「表おもてに出でてこない警けい視しですか……」

　響ひびきは考かんがえこむ。

　気きにはかかるが、すぐに結けつ論ろんを出だせそうにもない。

　一いち度どおいておくことにして、猿さる渡わたり警けい部ぶとの電でん話わに意い識しきをもどす。

『すまんな。直ちょく接せつ、手て助だすけしたいところだが……』

「監かん視しされている可か能のう性せいもあるので、それはやめたほうがいいでしょう」

『わかっている。口くち惜おしいがな』

　猿さる渡わたり警けい部ぶは、苦にがい口く調ちょうで言いう。

　そう思おもってもらえるだけでも、今いまの響ひびきにとっては、なによりうれしい。

「……そろそろ電でん話わを切きります。長なが話ばなしは、警けい部ぶをあやしむものが出でるでしょうから」

『ああ、わかった。私わたしがこんなことを言いうのも、おかしな話はなしだが、白しら里さとくん……つかまるんじゃないぞ』

「ええ。それではまた連れん絡らくします」

　響ひびきは電でん話わを切きる。

　ふぅ、と息いきをつき、スマホをテーブルの上うえにおく。

　新あたらしい情じょう報ほうは多おおくはないが、手てに入はいった。

　裏うら付づけのとれた、情じょう報ほうもある。

　ここから、さらに推すい理りを組くみ立たてていけば……。

「もう１つ、賭かけに出でておくべきか……琴こと音ねさんの危き険けんが……うまくいけば……」

　響ひびきは、ぽつぽつとつぶやきながら、どんどん深ふかい思し考こうに入はいりこんでいく。

　その目めには、探たん偵ていとしてのするどい光ひかりが、宿やどっていた。







　　　　９　けなげな妹いもうと




　七な音おと出で会あった、次つぎの日ひ。

「よし！　昼ひる休やすみだ！」

　眠ねむくなる世せ界かい史しの授じゅ業ぎょうが終おわって、わたしは席せきから立たちあがる。

「さっきまで、まぶたをとろんとさせてたのに、すぐこれなんだから……」

　実み咲さきが、あきれたように、ジト目めでわたしを見みる。

　ううぅ、だって……。

　世せ界かい史しって、年ねん号ごうきいてると、だんだん眠ねむくなってくるんだよぉ。

　……って、今日きょうの昼ひる休やすみは、予よ定ていがあるんだった！

　朝あさ、奏かなでの教きょう室しつに行いったけど、すれちがいだったのか会あえなかったから、昼ひる休やすみも行いってみようと思おもってたんだよね。

　やっぱり、たきつけた責せき任にんもあるから、気きになるし。

「アスカちゃん、どこか行いくの？」

　優ゆ月づきがお弁べん当とうの準じゅん備びをしながら、わたしのほうを不ふ思し議ぎそうに見みてる。

「うん。ちょっと奏かなでの教きょう室しつを、見みてこようかなって。お弁べん当とうは先さきに食たべてて」

　わたしは、優ゆ月づきに答こたえる。

「それなら、行いく必ひつ要ようなさそうだよ」

　へ？　なんで？

　きょとんとしたわたしに、実み咲さきがちょいちょいと、教きょう室しつのドアのほうを指ゆびさす。

「あっ！」

「きちゃいました、アスカ先せん輩ぱい！」

　教きょう室しつのドアの前まえに、ツインテールをふわりとゆらして、奏かなでが立たっていた。

　１年ねん生せいが２年ねん生せいの教きょう室しつにくるのは、けっこう緊きん張ちょうするはずだけど、いつものように、奏かなでには、そんな様よう子すはぜんぜんない。

　クラスメイトも「いつもの１年ねん生せいか」という目めで、すっかりなじんでる。

「奏かなで、今いま教きょう室しつに行いこうかと思おもってたところだったよ」

「なら、ちょうどよかったです！」

　奏かなでは、かるい足あしどりで、わたしの前まえまでやってくる。

　さすがにお弁べん当とうを食たべてる生せい徒ともいるから、走はしり回まわったり、飛とびついてきたりはしない。

　奏かなでは意い外がいとそういうところは、気きがまわるんだよね。

「朝あさ、いなかったよね？」

　わたしが朝あさたずねた時じ間かんは、始し業ぎょうベルがなる、けっこうギリギリ前まえだったから。

「ちょっと、遅ち刻こくしちゃいました」

　奏かなでが、舌したをぺろりと出だす。

「あ、体たい調ちょう不ふ良りょうとかじゃないですよ。寝ね坊ぼうです、寝ね坊ぼう」

「それは、堂どう々どうと言いうことじゃないと思おもうけどなぁ、白しら里さとさん」

「うわっ、実み咲さき会かい長ちょう!?　いや、ちょっと昨日きのう寝ねつけなくって、寝ね坊ぼうするつもりは、なかったんですってば！」

　実み咲さきにジロリと見みられて、奏かなでがあわてたように、言いいわけしてる。

　その様よう子すは、いつもどおりにも見みえるけど……。

　よく見みると、やっぱり無む理りしてるよね。

　元げん気きにふるまおうとしてるのが、わずかな表ひょう情じょうや声こえのちがいから、なんとなくわかる。

　実み咲さきも、それに気きづいているのか、いつもどおりに奏かなでに対たいして、接せっしている。

　こんなとき、変へんに気きをつかわれるほうが、つらかったり、つかれたりするものだと思おもう。

　いつもどおりが、うれしいときだってあるよね。

　もちろん、わたしはそれだけじゃなくて、奏かなでの裏うら側がわの顔かおも知しっているし、屋おく上じょうで泣ないた奏かなでのことも忘わすれてない。

　いつもどおりが、つらそうだったら、またいくらでも話はなしをきくつもりではいるけど……。

　今いまのところは、大だい丈じょう夫ぶそうかな。

　でも、気きになってることもあるんだよね。

　奏かなでが屋おく上じょうで話はなしたあと、なにか考かんがえがあるみたいだったから、てっきりレッドにたのんでくるのかと思おもったけど、今いままでそんな連れん絡らくは入はいってない。

　ケイにも念ねん押おしして、確かく認にんしたから、まちがいない。

　そうなると、奏かなでがどうするつもりなのか、かえって不ふ安あんになってくる。

　けっこうむちゃするから、心しん配ぱいなんだよね。

　行こう動どう力りょくが、信しんじられないぐらいあるんだから。

「どうかしましたか、アスカ先せん輩ぱい。なにかぼーっと、わたしのことを見みてたみたいですけど」

　奏かなでが、いつの間まにか目めの前まえにやってきて、わたしの顔かおをのぞきこんでる。

「な、なんでもないよ。元げん気きそうでよかった」

「はい！　元げん気きですよ！」

　奏かなでは、笑え顔がおでピースサインを、わたしにむけてしてみせる。

「元げん気きなら、寝ね坊ぼうしちゃダメだよ？」

「アスカは、さっきの授じゅ業ぎょうで眠ねむそうにしてたから、人ひとのこと言いえないでしょ」

　うぐっ。

　わたしの言こと葉ばに、すかさず実み咲さきから突つっこみが入はいって、言こと葉ばにつまる。

　奏かなでが、ケラケラと楽たのしそうに笑わらってる。

　……でも、この様よう子すだと、奏かなでのところに響ひびきの連れん絡らくがあったということはなさそうかな。

　いまだ警けい察さつに追おわれている状じょう態たいで、響ひびきのほうから奏かなでに連れん絡らくをとることはないだろう、ってケイは言いってたけど……そのとおりみたい。

　となると、やっぱりあの七な音おって子こと、協きょう力りょくして響ひびきを助たすけるしかない、か……。

　本ほん当とうは、奏かなでに七な音おのことをききたい気きもしたんだけど、アスカのわたしが、七な音おのことを知しってるのはおかしいし。

　奏かなでがむちゃを始はじめないうちに、響ひびきを助たすけなくちゃね。

　それがなにより、かわいい後こう輩はいのためにもなるんだから！

　よし！

　がんばって、響ひびきを助たすける証しょう拠こをつかまなくちゃ！







　　　　10　いざ、警けい視し庁ちょうヘ！




　道どう路ろにそって、細ほそ長ながくのびた、白しろい壁かべの高たかい建たて物もの。

　わたしは見みあげると、小ちいさく息いきをつく。

　これから、ここに入はいるんだと思おもうと、どうしても緊きん張ちょうする。

　高たかさは18階かい、地ち下か４階かいまであるって、ケイが言いっていた。

　その建たて物ものの名な前まえは──警けい視し庁ちょう。

　東とう京きょう都とを管かん轄かつとする、日に本ほんで最さい大だい規き模ぼの警けい察さつ組そ織しき。

　怪かい盗とうレッドにとっては、会あいたくない人ひとが、山やまほどいる場ば所しょでもあるんだよね。

　そんなところに、なぜきてるかっていえば……。

　わたしは、ちらりと横よこを見みる。

　そこには、七な音おの姿すがたがある。

　七な音おの今日きょうのかっこうは、下したはデニムのショートパンツ、トップスはシンプルな白しろのシャツの上うえに、赤あかと青あおのチェック柄がらの、丈たけの長ながい長なが袖そでシャツをはおってる。

　なにげない服ふく装そうなのに、すごく似に合あってるんだよね。

　絶ぜっ対たい、響ひびきのライバルの探たん偵ていだなんて、すれちがう人ひとも思おもわないよ。

「それにしても、最さい初しょは気きがつかなかったわ。すっかり化ばけてるんだもの」

　七な音おがわたしを見みて、肩かたをすくめる。

　人ひとをタヌキみたいに……と言いいたいところだけど、今こん回かいばかりは、わたしも納なっ得とくかも。

　今日きょうのわたしの姿すがたは、いつもとぜんぜんちがう。

　髪かみはボブにして、黒くろいふちの眼鏡めがねをかけて、さらに特とく殊しゅメイクで、顔かおの輪りん郭かくもちょっと変かえてある。

　もちろん、口くち紅べにやアイシャドーやファンデーションで、きっちりメイクもしてあるんだよ。

　それにくわえて、黒くろのパンツスーツ姿すがただから、見みた目めは大人おとなの女おんなの人ひとに見みえるはず！

　鏡かがみで確かく認にんしたけど、アスカだってことは、実み咲さきにだって、ばれない自じ信しんがあるよ。

　……あんまり話はなさなければ、だけど。

　話はなしすぎてボロが出でないように。それだけは、気きをつけないと。

　なんでそこまでしたかといえば、数すう時じ間かん前まえに七な音おから連れん絡らくがあったからなんだ。







　土ど曜よう日びで、すぐに動うごけることもないから、家いえでケイは調ちょう査さをつづけていて、わたしはヒマしてたんだよね。

　そうしたら……。

「……アスカ、深ふか沢ざわ七な音おから連れん絡らくがあった」

　パソコンにむかっていたケイが、わたしをちらりと見みる。

　七な音おとは、連れん絡らく先さきを交こう換かんしてあったから、連れん絡らくがあってもおかしくないけど……。

　なにかわかったのかな？

　そう思おもいつつ、ケイのうしろから、パソコンをのぞく。

　すると、七な音おからのメッセージが、開ひらいてあった。


『こんにちは、怪かい盗とうレッド。一昨日おととい会あったばかりだから、元げん気きにしてるわよね？




探たん偵ていが怪かい盗とうにメッセージを送おくるなんて、不ふ思し議ぎな気き分ぶんだけど、ちょっとおもしろいかも。

……と、本ほん題だいね。一昨日おとといも話はなしたけれど、事じ件けん現げん場ばを見みたくない？

じつは、こっちのコネをつかって、今日きょう、警けい視し庁ちょう内ない部ぶの、警けい視し総そう監かんが撃うたれた現げん場ばを見みられることになったの。それで急きゅうだけど、連れん絡らくをしたってわけ。

あなたたちにとっては、二に度どとないチャンスかも。

必かならずきてとは言いえないけど……興きょう味みがあるなら、早はやめに連れん絡らくしてね。

それじゃあ、またね。　　深ふか沢ざわ七な音お』



　七な音おの親したしみのある口く調ちょうが、頭あたまの中なかで再さい生せいされるような文ぶん章しょうで、思おもわずクスリと笑わらってしまう。

　どうもわたしは、彼かの女じょを敵てきだとは思おもえないみたい。

「どうしよう、ケイ？」

　警けい視し庁ちょうの中なかに入はいるなんて、どう考かんがえてもリスクが大おおきい。

　なんといっても、怪かい盗とうレッドの天てん敵てきの巣す穴あなに、飛とびこむみたいなものだし。

「……現げん場ばを見みてみたいとは、思おもっていた。深ふか沢ざわ七な音おが言いうとおり、このチャンスを逃のがせば、おれたちが現げん場ばを見みる機き会かいは、ないかもしれない。だが……」

　ケイは言いって、なやむ表ひょう情じょうでだまる。

　きっと、リスクのことを、考かんがえてるんだと思おもう。

　万まんが一いちにもばれちゃったら、それで怪かい盗とうレッドが終おわっちゃう可か能のう性せいもある。だけど……。

「わたし、行いってくるよ」

「アスカ？　だが……」

「もちろん、危き険けんなのはわかってる。だから、その危き険けんを少すこしでも小ちいさくする方ほう法ほうを、ケイが考かんがえてよ。わたしは、それを実じっ行こうしてみせる。それが怪かい盗とうレッドでしょ？」

　わたしは、ケイをまっすぐに見みつめる。

　ケイは、そんなわたしを見みて、わずかに口くちもとをゆるませる。

「ああ、そうだな。しっかり対たい策さくをしてみせる。あともう１つ」

「なに？」

「……今こん回かいの目もく的てきは、事じ件けん現げん場ばを見みることだけじゃない」

　へ？

「それってどういう……」

「さあ、はじめるぞ」

　わたしが疑ぎ問もんを口くちにするより早はやく、ケイはわたしをふり返かえると、キラリと目めを光ひからせた。







　そうして、ケイの手てによって、しっかりと変へん装そうされたのが、今いまのわたしの姿すがたというわけ。

　自じ分ぶんの姿すがたを見みたときは、

「え？　これわたし!?　別べつ人じんじゃん!!」

　って、思おもわずさけんじゃったよ。

　もともと、ケイは性せい別べつすら変かえられるぐらい、変へん装そうスキルがあるからね。

　わたしを変へん装そうさせるのも、わけないんだ。

　やってもらったのは、今こん回かいがはじめてだけど。

　たしかに、七な音おと明あかるい中なか、顔かおをあわせて、しかも警けい視し庁ちょうの中なかに入はいるのに、素す顔がおというわけにはいかないもんね。

　警けい視し庁ちょうの中なかの、防ぼう犯はんカメラとかにも記き録ろくが残のこるはずだし。

　だから、変へん装そうすることで、わたしの正しょう体たいがばれる可か能のう性せいは、すごく小ちいさくなったと思おもう。

　あとは、わたしがばれないようにふるまえば、なんとかなる！

　演えん劇げき部ぶできたえた演えん技ぎ力りょくを、こういうところで見みせないと。

「あ、きたよ」

　七な音おが言いって、視し線せんで警けい視し庁ちょうの入いり口ぐちのほうをしめす。

　そこには、スーツ姿すがたの中ちゅう年ねんの男おとこの人ひとが、七な音おに気きづいて近ちかづいてくる。

「あなたのことは、協きょう力りょく者しゃと伝つたえてあるから、あわせてね」

　七な音おに言いわれて、わたしはうなずく。

「七な音おくん、ひさしぶりだ。大たい変へんなことになったが、君きみが帰き国こくしていてくれてよかった」

「猿さる渡わたり警けい部ぶも、元げん気きそうでよかったです。帰き国こくしたら、いきなり響ひびきが殺さつ人じん未み遂すい容よう疑ぎ者しゃになってるなんて、思おもわなかったですよ」

　七な音おは、くちびるをとがらせる。

　どうやら、この猿さる渡わたり警けい部ぶという人ひとと七な音おは、ずいぶんと仲なかがいいみたい。

　そういえば、七な音おは響ひびきと小しょう学がく生せいのころから、探たん偵ていのライバルだって、ケイが言いってたっけ。

　ということは、そのころからの付つき合あいなのかも。

「七な音おくんの言いっていた連つれとは、君きみか」

　七な音おと話はなしていた猿さる渡わたり警けい部ぶが、わたしのほうをむく。

　猿さる渡わたり警けい部ぶは、使つかいこんでるのがわかるグレーのスーツを着きていて、体からだつきも柔じゅう道どうかなにかをやっているのか、しっかりしてる。

　見みた感かんじ40代だい後こう半はんぐらいだと思おもうから、ベテランの刑けい事じさんだよね、きっと。

「はい。陽ひ川かわです。今日きょうはよろしくお願ねがいします」

　わたしは声こわ色いろを低ひくめに変かえて、落おちついた大人おとなの口く調ちょうをイメージして、あいさつする。

　名な前まえは、あらかじめケイと決きめておいた、偽ぎ名めいだ。

「警けい部ぶの猿さる渡わたりだ。七な音おくんとどういった知しり合あいか、気きになるところだが……」

　猿さる渡わたり警けい部ぶは、ジロリと観かん察さつするように、わたしを見みる。

　警けい部ぶというだけあって、するどい目めの迫はく力りょくに、思おもわず後あとずさりしたくなる。

　それをがまんして、わたしはおしとやかに見みえるように、笑え顔がおを返かえす。

　最さい初しょから、あまりうたがわれるのも、こまるよ。

　どうしたら……。

　わたしが、猿さる渡わたり警けい部ぶへの対たい応おうを考かんがえていると、

「彼かの女じょは信しん用ようして大だい丈じょう夫ぶだよ。それより、現げん場ばに行いけそう？」

　七な音おが横よこから、フォローしてくれる。

「ああ、手てはずは整ととのえてある。そうだな。時じ間かんも限かぎられている。さっそく案あん内ないしよう」

　猿さる渡わたり警けい部ぶは、警けい視し庁ちょうの入いり口ぐちにむかって、歩あるきだす。

　話わ題だいが変かわったことで、わたしへの興きょう味みをいったん、おいておくことにしたらしい。

「あんまり悪わるく思おもわないで。警けい部ぶも人ひとをうたがうのが、仕し事ごとみたいなものだから」

　七な音おが小こ声ごえで言いって、片かた目めをつぶって、わたしに合あい図ずする。

　本ほん当とうに七な音おって、うらめないタイプだよ。

　わたしは、小ちいさくうなずき返かえすと、七な音おとそろって、猿さる渡わたり警けい部ぶのあとについていく。

　歩あるくときも、歩ほ幅はばを小ちいさくして、大おお股またで歩あるかないようにする。

　いきなり知しらない人にん間げんが現あらわれたら、うたがわれるのは、覚かく悟ごの上うえだしね。

　それより、ここからが勝しょう負ぶだ。

　気き合あいをいれていかないと！
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　　　　11　事じ件けん現げん場ばに潜せん入にゅう調ちょう査さ！




　警けい視し庁ちょうの中なかは、右みぎを見みても左ひだりを見みても、制せい服ふく姿すがたの警けい官かん、私し服ふくのスーツ姿すがたの刑けい事じなど、様さま々ざまな人ひとが働はたらいている。

　この全ぜん員いんが、わたしが怪かい盗とうレッドだとわかったら、追おいかけてくるんだよね……。

　あまりの光こう景けいに、帰かえりたい気き分ぶんになったけど、そうもいかない。

　猿さる渡わたり警けい部ぶが、機き械かいにカードを当あてて、ドアを開あける。

　どうやら、セキュリティカードがないと、通とおれないようになっているらしい。

「警けい部ぶ、そちらの方かたたちは？」

　入いり口ぐちに入はいったところで、制せい服ふくの警けい官かんに呼よび止とめられる。

　ドキッ！

　心しん臓ぞうがはねあがるが、猿さる渡わたり警けい部ぶは落おちついて制せい服ふく警けい官かんのほうをむく。

「捜そう査さ協きょう力りょく者しゃだ」

「そうでしたか、ご苦く労ろう様さまです」

　猿さる渡わたり警けい部ぶが答こたえると、すんなりと通とおしてくれる。

　やっぱり、警けい部ぶという肩かた書がきは大おおきいみたい。

　あと、捜そう査さ協きょう力りょく者しゃというのも、納なっ得とくさせやすいのかも。ウソはついてないしね。

「こっちだ」

　猿さる渡わたり警けい部ぶが、エレベーターがあるほうに、進すすんでいく。

　途と中ちゅうでもう２つほど、セキュリティのかかったドアを通とおって、エレベーターに乗のりこむ。

　エレベーターには、わたしたち以い外がいには、ちょうど乗のっている人ひとがいない。

　猿さる渡わたり警けい部ぶは、９階かいのボタンを押おすと、わたしと七な音おのほうをむく。

「現げん場ばはひととおり調しらべ終おわっているが、まだ立たち入いり禁きん止しになっているからな。目め立だたないようにしていくぞ」

　猿さる渡わたり警けい部ぶが、緊きん張ちょうした表ひょう情じょうで、注ちゅう意いする。

　わたしと七な音おは、顔かおを見みあわせてうなずく。

　この口くちぶりだと、もしかして猿さる渡わたり警けい部ぶも、だいぶ自じ分ぶんの身みのあやういことをしてるのかも。

　それもそっか。

　ふつうは警けい視し総そう監かんが撃うたれた現げん場ばに、部ぶ外がい者しゃが入はいれるわけないもんね。

　つまり、それだけ響ひびきのことを心しん配ぱいしてるってこと、なのかな。

　９階かいで、エレベーターをおりる。

　左さ右ゆうにろう下かがのびて、部へ屋やのドアが、いくつか見みえる。

　こうして見みると、今いままで忍しのびこんだことのある、ふつうの会かい社しゃのオフィスと、あんまり変かわらないよね。

　……スーツ姿すがたや制せい服ふく姿すがたの警けい官かんが、歩あるいているのをのぞけばだけど。

　猿さる渡わたり警けい部ぶは、ろう下かをずんずんと進すすんでいく。

　だんだんと人ひと気けがなくなっていき、つきあたりが見みえたところで、猿さる渡わたり警けい部ぶが立たち止どまって、ふり返かえる。

「ここからは、立たち入いり禁きん止しだ。人ひとに見みられるとまずいから、気きをつけてくれ」

　猿さる渡わたり警けい部ぶが、七な音おとわたしにむかって言いう。

「つまり、この先さきが現げん場ばってことか」

　七な音おが、真しん剣けんな顔かおつきになる。

「ああ。規き制せい線せんがあるからわかるだろうが、あのドアの会かい議ぎ室しつだ」

　猿さる渡わたり警けい部ぶは、つきあたり手て前まえにあるドアを、指ゆびさす。

　ドアの前まえに、黄き色いろいテープがはられた部へ屋やがある。

　あそこが、警けい視し総そう監かんが撃うたれた現げん場ばかぁ。

　わたしは、歩あるいてきたろう下かをふり返かえる。

　20メートルほど一いっ本ぽん道みちになっていて、途と中ちゅうに部へ屋やはあるけど、そこまでは見み通とおしがいい。

　これなら事じ件けんがあったときの、人ひとの出で入いりも、わかりやすいのかも。

　そんなことを考かんがえる。

　まあ、そういうのを考かんがえるのは、探たん偵ていの仕し事ごとだけどね。

　人ひとがいないのを確かく認にんして、猿さる渡わたり警けい部ぶが黄き色いろいテープをくぐる。

　七な音おとわたしも、あとにつづく。

　ドアを開あけて、中なかに入はいる。

　見みた感かんじ、ただの会かい議ぎ室しつに見みえるよ。

　長なが机づくえとパイプイスが、ずらりとならんでる。30人にん分ぶんぐらいかな。

　あとは、前まえのほうにスクリーンがあって、それとつなぐ機き械かいがある以い外がいは、飾かざり気けもなくて、さっぱりと片かたづいてる。

　え～と……どこで事じ件けんがあったのかな？

　わたしは、ざっと部へ屋やを見みまわしてみたけど、それらしい場ば所しょは見みあたらない。

「現げん場ばは鑑かん識しきが入はいったあと、片かたづけてある。よく見みればわかるだろうが、あのあたりだそうだ」

　猿さる渡わたり警けい部ぶが、窓まどぎわのあたりを指ゆびさす。

　長なが机づくえとパイプイスがおかれているけど、その下したのカーペットに、シミのようなあとがある。

　あれは……血ちの跡あと？

　そばでは七な音おがすでに、その場ば所しょにしゃがみこんで、カーペットのシミを調しらべてる。

　さすが探たん偵ていと名な乗のるだけあって、観かん察さつ眼がんがするどい。

　ニュースで警けい視し総そう監かんが撃うたれた、とはきいていたけど、あらためて、その証しょう明めいとなる跡あとを見みると、事じ件けんの重じゅう大だいさに実じっ感かんがわいてくる。

　警けい視し総そう監かんは、今いまも治ち療りょう中ちゅうらしいし……。

　奏かなでのお父とうさんでも、あるんだよね。絶ぜっ対たいに助たすかってほしいよ。

　わたしは、ギュッと拳こぶしをにぎってから、シミのある場ば所しょは後あと回まわしにして、部へ屋やをひと回まわりして見みてまわる。

　わたしの眼鏡めがねには、レッドのときと同おなじカメラがついていて、ケイにリアルタイムで映えい像ぞうが送おくられてる。

　見み落おとしが、ないようにしないと。

　さすがに、ケイとの通つう信しんで会かい話わはできないけど、ケイから一いっ方ぽう的てきに話はなしかけてくることは、いちおうできる。

　ケイからは、それも必ひつ要ような場ば合あいしかやらないとは、言いわれてるけどね。

「……やっぱり変ね」

　カーペットのシミのあたりに、しゃがみこんでいた七な音おが言いう。

「なにが？」

　わたしは、七な音おのところに近ちかよって、きく。

「警けい視し総そう監かんは、なんで響ひびきに警けい視し総そう監かん室しつで会あわなかったの？　この会かい議ぎ室しつは、建たて物もののはしの位い置ちにある。人ひとがきづらい場ば所しょよね」

　たしかに、ここまでくるときに、ろう下かをけっこう歩あるいたから、建たて物ものの奥おくなのはまちがいない。

「そんなところで、２人ふたりはなにを話はなそうとしてたの？　ううん。警けい視し総そう監かんが指し定ていしたのだとしたら、用よう件けんは警けい視し総そう監かんにあったと見みるべきね。人ひと目めを忍しのんで、響ひびきと話はなす必ひつ要ようがあった。だけど、それを阻そ止しされたともとれるわ」

　七な音おは、むずかしい顔かおで、カーペットを見みつめている。

　あれは、頭あたまの中なかがフル回かい転てんしてるときの顔かおだ。

　ケイで見み慣なれてるから、なんとなくわかる。

『アスカ、これから話はなすとおりに、深ふか沢ざわ七な音おにきいてみてくれ』

　そんなことを考かんがえていると、ケイから通つう信しんが入はいる。

　ケイに返へん事じはできないけど、わたしは心こころの中なかで「りょーかい」と言いっておく。

「──ウソの連れん絡らくで、呼よびだされた可か能のう性せいはある？」

　わたしの質しつ問もんに、七な音おが顔かおをあげる。

「それはないわね。警けい視し総そう監かんとあたしのお父とうさんとは、昔むかしはいっしょに捜そう査さしたらしいんだけど、相そう当とうな切きれ者ものなのよ。息子むすこの響ひびきのことは、言いうまでもないでしょ。その２人ふたりがウソの呼よび出だしに、違い和わ感かんを持もたないとは思おもえない。

　それに響ひびきはお父とうさんのことを尊そん敬けいしていて、関かん係けいもよかったから、ちょっとしたことでも、気きづいたはずよ」

　七な音おが、説せつ明めいをつけたす。

　それはわたしにも、わかる気きがする。

　わたしも、お父とうさんとのやりとりなら、ちょっとしたことでも、気きづく自じ信しんがあるし！

「なら、呼よび出だしは本ほん物ものってこと？」

「その可か能のう性せいが高たかい。そして、それを利り用ようして、警けい視し総そう監かんと響ひびきの両りょう方ほうを、邪じゃ魔まに思おもっていた真しん犯はん人にんが、ワナにかけた」

　親おや子このメッセージのやりとりに、気きづいたってこと？

　それって、言いうほど簡かん単たんなことじゃないよね。

　そんなことが、簡かん単たんにできるのって……。

　考かんがえていると、ケイから通つう信しんが入はいる。

　……って、それ、言いっちゃっていいの!?

　ケイがいいって言いうなら、言いってみるけどさ。

　わたしは、七な音おにむかって口くちを開ひらく。

「……なるほどね。じゃあ、こちらがつかんでいることを１つ、教おしえておくわ」

「えっ、なに？」

　七な音おが興きょう味み深ぶかそうに、わたしを見みる。

　猿さる渡わたり警けい部ぶも、さっきからわたしと七な音おの会かい話わを、だまってきいている。

　会かい話わに入はいるつもりが、ないのもあるみたいだけど、外そとの様よう子すを見み張はってくれているみたい。

　ケイが指し示じしたってことは、猿さる渡わたり警けい部ぶにもきこえていいってことだよね。

「警けい視し総そう監かんはわからないけど、響ひびきを狙ねらっている相あい手てなら、動うごきがあった。タキオンと呼よばれる犯はん罪ざい組そ織しきよ」

「タキオン？　……ちょっとまって。たしかその名な前まえどこかで……」

　七な音おは、タキオンという名な前まえに引ひっかかりをおぼえたらしく、頭あたまの横よこをコツコツと指ゆびでたたく。

「そうだ！　思おもいだした」

　七な音おが、声こえをあげる。

「ドイツで事じ件けんを解かい決けつしたとき、犯はん人にんがその名な前まえを出だしていたわ。犯はん罪ざいに必ひつ要ような道どう具ぐを、そろえてもらったとか」

　七な音おは、「うんうん、まちがいない」とうなずいている。

　そういえば、七な音おはドイツで警けい察さつに協きょう力りょくして、事じ件けんを解かい決けつしてたんだっけ。

　そして、タキオンはヨーロッパにも拠きょ点てんがあるのは、美み華か子こさんからきいたことがある。

　ドイツにも、タキオンの手てが伸のびてるって、ことかぁ……。

　あらためて、タキオンの組そ織しきが世せ界かい規き模ぼなんだと、思おもい知しらされる気き分ぶんだよ。

　だけど、今いまはそれを気きにしてばかりも、いられない。

「でも、どうしてそのタキオンが響ひびきを狙ねらっているの？」

　七な音おは、首くびをかしげる。

「たぶんだけど、何なん度どか、響ひびきがタキオンと敵てき対たいしたことがあるからだと思おもう。フラワーヴィレッジ城じょうでの事じ件けんとか」

　琴こと音ねさんや、花はな里さと家けのパーティーにきた人ひとたちを守まもるために、タキオンの武ぶ装そうした連れん中ちゅうと、かなり派は手でに戦たたかってたし。

　その前まえにも、誘ゆう拐かいされた琴こと音ねさんを助たすけだすために、ファルコンと戦たたかったりしたこともあった。

「そういうことか……。うん、少すこし見みえてきたかも」

　七な音おは、なにかつかんだような表ひょう情じょうをしてる。

　今いまのが、なにか手てがかりになったのかな？

　ケイは、それを計けい算さんして、タキオンのことを教おしえたってこと？

「すまないが、そろそろ時じ間かんだ」

　猿さる渡わたり警けい部ぶが、腕うで時ど計けいを見みながら言いう。

　わたしも時じ間かんを確かく認にんすると、15分ふんほどたってる。

　いちおう、ひととおり現げん場ばも見みられたし、大だい丈じょう夫ぶかな。

　といっても、事じ件けんがあったと感かんじさせるのは、カーペットのシミぐらいだけど。

　これで、手てがかりになったのか、わたしにはよくわからない。

　まあ、手てがかりにならなくても、もう１つの目もく的てきもあるから、問もん題だいないとは思おもうけど……。

　猿さる渡わたり警けい部ぶの指し示じに、七な音おも素す直なおに、会かい議ぎ室しつを出でる。

　猿さる渡わたり警けい部ぶはドアを閉しめると、わたしと七な音おの先さきを歩あるきだす。

　ろう下かに人ひとはいない。

　わたしたちは、人ひと目めにつかないように、会かい議ぎ室しつをはなれる。

　十じゅう分ぶんにはなれたところで、ほっと息いきをついた。

　──と。

　ろう下かの角かどを曲まがったところで、正しょう面めんから、高たかそうなスーツを着きた、銀ぎんぶち眼鏡めがねをかけた、30代だいぐらいの男おとこの人ひとがやってくる。

　背せは猿さる渡わたり警けい部ぶと同おなじぐらい。髪かみの毛けをきっちりとかためてあって、目めつきがするどくて、神しん経けい質しつそうな雰ふん囲い気きがある。

　……ここにいるんだし、とうぜん刑けい事じさんだよね。

　男おとこの人ひとは、猿さる渡わたり警けい部ぶと、それからわたしと七な音おを冷さめた目めで見みて、「おや？」という顔かおをする。

「これは猿さる渡わたり警けい部ぶ。こんなところで、なにをしているんですか？」

「佐さ久く川がわ警けい視し。捜そう査さ協きょう力りょく者しゃと、話はなしをしていたところです。用ようがすんだので、今いま、外そとまで送おくるところですよ」

　猿さる渡わたり警けい部ぶはそう言いって、わたしと七な音おと、佐さ久く川がわ警けい視しと呼よんだ男おとこの人ひとの間あいだに立たつ。

　少すこしでも目めかくしを、してくれるつもりらしい。

　それにしても……なにかこの人ひと、いやな感かんじがする。

　直ちょっ感かんみたいなものだし、決きめつけはよくないとは思おもうけど……。
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「そうですか。ですが、気きをつけてください。この警けい視し庁ちょうの中なかで、事じ件けんはおきたわけですから」

　佐さ久く川がわ警けい視しの言こと葉ばに、猿さる渡わたり警けい部ぶはピクリと反はん応のうするが、

「ええ、気きをつけます」

　冷れい静せいに言こと葉ばを返かえす。

　そのまま、佐さ久く川がわ警けい視しがろう下かを歩あるき去さっていくのを見み送おくってから、わたしたちはエレベーターに乗のりこむ。

　ふぅ……。

　なんだか、気きにかかる刑けい事じだったなぁ。

　なにがって言いわれると、言こと葉ばであらわせないんだけど。

　エレベーターには、ほかの警けい官かんも乗のっていたから、おしゃべりはせずに、だまったまま、１階かいまでおりる。

　そのまま、猿さる渡わたり警けい部ぶは警けい視し庁ちょうの外そとまで、ついてきてくれた。

「今日きょうはありがと、猿さる渡わたり警けい部ぶ」

　七な音おは、笑え顔がおで猿さる渡わたり警けい部ぶにお礼れいを言いう。

「かまわないさ。君きみのたのみだ」

「うん、あいつのことはまかせて。……あと、いい情じょう報ほうもくれて助たすかったよ」

　七な音おは、今こん度どはわたしのほうを見みる。

「こっちも、助たすかったわ」

　わたしは、七な音おにお礼れいを言いう。

　七な音おがいなかったら、警けい視し庁ちょうの中なかの現げん場ばを見みる、なんてことできなかったはずだし。

「さっきはきけなかったが、君きみはいったい……あの組そ織しきのことは、白しら里さとくんから、決けっして表おもてに出ださないように、言いわれていたものだったはずだが」

　猿さる渡わたり警けい部ぶが、わたしのことをジロリと見みる。

　どうやら、猿さる渡わたり警けい部ぶはタキオンについて、もっといろんなことを知しってるみたい。

　事じ件けんの捜そう査さをしてるんだし、とうぜんか。

　タキオンに関かん係けいある犯はん罪ざい者しゃだって、つかまえてきたはずだしね。

「猿さる渡わたり警けい部ぶ！」

　七な音おがさえぎるように言いう。

「おっと失しつ礼れい……身み元もとについては、きかない約やく束そくだったな。どうも仕し事ごと柄がら、気きになってしまってな。七な音おくんが連つれているのだから、信しん用ようはしているんだが」

　七な音おと猿さる渡わたり警けい部ぶは、わたしについて、きかない約やく束そくをしておいてくれたらしい。

　助たすかるけど、七な音おに借かりをつくったみたいで、手て放ばなしでよろこべないかも。

　猿さる渡わたり警けい部ぶは、仕し事ごとがあるから、と警けい視し庁ちょうの中なかへもどっていく。

　残のこったわたしと七な音おは、警けい視し庁ちょうからはなれて、ゆっくりと歩あるきだす。

「それじゃあ、また連れん絡らくするわ。いろいろわかったし、事じ件けん解かい決けつの糸いと口ぐちになりそう」

　七な音おは、手てごたえがあったのか、声こえがはずんでる。

「忠ちゅう告こくしておくけど、タキオンは巨きょ大だいな組そ織しきだから、手てを出だすなら、くれぐれも気きをつけて」

「わかってるって」

　七な音おは言いって、横おう断だん歩ほ道どうで手てをふって別わかれる。

　そこから、わたしは七な音おとは別べつ方ほう向こうの駅えきにむかって、歩あるきだす。

「ケイ、どう？」

　５分ふんほど歩あるいたところで、わたしはケイに話はなしかける。

『効果はあった。さっそく、動うごきがある』

　ケイからの返へん事じ。

　わたしも、さっきから背はい後ごに、こっちを見みる気け配はいを、感かんじてるんだよね。

　今こん回かいの七な音おからのさそいを、ケイが受うけることにした、もう１つの理り由ゆう。

　それがこれ。




『事じ件けん現げん場ばにあやしげな人にん間げんが行いけば、犯はん人にんが動うごきだす可か能のう性せいがある。うまくいけば、犯はん人にん一いち味みを釣つり出だせる。現げん場ばの調ちょう査さも必ひつ要ようだが、そちらのほうが、こちらにとっては収しゅう穫かくがある』




　あのときケイが言いったとおり、犯はん人にん一いち味みを釣つりあげられたみたいね。

『こちらも動うごくぞ』

「りょーかい！」

　わたしは返へん事じをして、ついてくる気け配はいを意い識しきしながら、街まち中なかを歩あるきだした。







　　　　12　意い外がいな救すくい主ぬし




　日ひが暮くれた街まち中なかを、響ひびきは歩あるいていた。

　セーフハウスは、すでに数すう時じ間かん前まえに、出でている。

　すっかり休やすませてもらったし、あれ以い上じょう長ながくいれば、警けい察さつに居い場ば所しょをつきとめられる確かく率りつがあがる。

　もし、大おお人にん数ずうで警けい官かんに家いえをかこまれれば、逃にげ場ばがない。

　そうなる前まえに、動うごきだすことにした。

　そろそろ夜よるの10時じすぎ。

　事じ件けんからは、３日かがたっている。

「なにか食たべるか」

　家いえを出でてから、まだなにも食たべていない。

　食たべられるときに、食たべておくべきだろう。

　歩あるいていると、コンビニを見みつける。

　ちょうどいいか。

　響ひびきは帽ぼう子しを深ふかくかぶって、店てん内ないに入はいる。

　ほかの客きゃくは、仕し事ごと帰がえりらしいスーツ姿すがたの男おとこが１人ひとりと、ラフな服ふく装そうをした男だん女じょが２人ふたりの計けい３人にん。

　見みたところ、警けい官かんや刑けい事じということは、なさそうだ。

　響ひびきは、おにぎりとサンドイッチを多おおめに、あとはお茶ちゃのペットボトルもカゴに入いれて、レジにむかう。

「いらっしゃいませ……え？」

　20歳さいぐらいの男おとこの店てん員いんが、響ひびきを見みて、一いっ瞬しゅん動うごきを止とめる。

　ん？

　響ひびきは身みがまえかけたが、店てん員いんは、すぐに商しょう品ひんの会かい計けいをはじめる。

　気きづかれたか？

　だが、報ほう道どうでは、自じ分ぶんの写しゃ真しんは出でていないはず。

　店てん員いんは、そのあとは、ふつうに対たい応おうしている。

　響ひびきはお金かねをはらい、会かい計けいをすませると、すぐにコンビニを出でる。

「ありがとうございました」

　店みせの外そとから、横よこ目めで店てん員いんの様よう子すをうかがう。

　店てん員いんは、レジで接せっ客きゃくをつづけている。

　あの様よう子すなら、大だい丈じょう夫ぶか……？

　響ひびきは小こ走ばしりに、その場ばからはなれる。

　顔かおを出だして報ほう道どうされていないから、と変へん装そうをしなかったのは失しっ敗ぱいだったか。

　すでに、このあたりも警けい察さつが響ひびきの顔かお写じゃ真しんを持もって、聞ききこみをしていたのかもしれない。

　そんなあたりまえの可か能のう性せいを、見みのがすとは……。

　自じ分ぶんで思おもっていた以い上じょうに、あせっているのかもしれない。

　響ひびきは自じ分ぶんの失しっ敗ぱいに、舌した打うちする。

「そこの君きみ、ちょっと止とまって」

　声こえのしたほうに視し線せんをむけると、制せい服ふく姿すがたの警けい官かんが、２人ふたり立たっている。

　いつの間まにか、警けい官かんが近ちかづいてきていた。

　だが、２人ふたりの警けい官かんは、こっちを警けい戒かいしている様よう子すはない。

　どうやら、巡じゅん回かい中ちゅうの警けい官かんに、たまたま見みとがめられたらしい。

　──運うんがない。

　響ひびきは足あしを止とめて、なにげないそぶりで、ふり返かえる。

　この暗くらさなら、顔かおまでは見みえないはず。

　子こどもが夜よるに外そとを出で歩あるいていることを注ちゅう意いされ、すぐに帰かえされるはずだ。

　そう考かんがえていると、警けい官かんの無む線せん機きに連れん絡らくが入はいる。

「はい。この周しゅう辺へんに、重じゅう要よう参さん考こう人にんの白しら里さと響ひびきが！」

　警けい官かんが、おどろいた声こえをあげる。

　やはり、さっきのコンビニ店てん員いんに、気きづかれていたらしい。

「わかりました、捜そう索さくにあたります！」

　無む線せんで話はなし終おわった警けい官かんが、もう１人ひとりの警けい官かんと話はなしをしている。

　話はなし終おえると、２人ふたりの警けい官かんが、こちらをあやしむように見みている。

「君きみ、こっちの明あかるいほうに、きてくれるか」

　まずい……。

　警けい官かんなら響ひびきの顔かお写じゃ真しんを見みているか、持もっている可か能のう性せいが高たかい。

　明あかるい場ば所しょに行いけば、すぐにばれる。

　ごまかすのは無む理りか……なら！

　響ひびきはとっさに、コンビニのビニール袋ぶくろを、警けい官かんにむかって投なげつける。

「うわっ！」

　おどろいた警けい官かんが、のけぞったすきに、反はん対たい方ほう向こうに全ぜん力りょくで走はしりだす。

　警けい官かんにはもうしわけないが、今いまはつかまるわけにはいかない。

「待まて！」

　暗くらくなった街まち中なかに、警けい官かんの声こえが響ひびく。

　響ひびきは、細ほそい路ろ地じをつかって、警けい官かんたちを引ひきはなす。

　セーフハウスで体からだを休やすめられたのが、大おおきい。

　だいぶ、体たい力りょくが回かい復ふくしている。

「はあはあ……」

　警けい官かんたちの姿すがたが見みえなくなったところで、やっと足あしを止とめて、息いきをととのえる。

　あれで、まけていればいいが……。

　響ひびきは、まわりを見みまわす。

　細ほそい路ろ地じのようだが、どのあたりかが、わからない。

　闇やみ雲くもに走はしったため、すっかり道みちに迷まよってしまった。

　今いま、この一いっ帯たいは警けい戒かいされ、警けい官かんがどんどん増ふえていくはず。

　この路ろ地じにも、いずれ警けい官かんがさがしにくるだろう。

　道みちがわからないまま動うごくのは、危き険けんすぎる。

「なるべくなら、警けい官かんとも、直ちょく接せつは争あらそいたくないしな」

　彼かれらは、職しょく務むをまっとうしているだけだ。

　さっきは、緊きん急きゅうだったから、ビニール袋ぶくろを投なげつけてしまったが……。

　とにかく、今いまはこの一いっ帯たいの警けい察さつの警けい戒かいを、どうやって突とっ破ぱするかだ。

　せっかく変かえた服ふく装そうも、覚おぼえられてしまったかもしれない。

　いずれ、ここも追おいつめられる。

　どうするべきか……。

　響ひびきが考かんがえていると、

「お困こまりのようね、探たん偵ていさん」

　不ふ意いに、女おんなの子この声こえが、背はい後ごからきこえる。

　なに!?

　あわててふり返かえると、さっきまでだれもいなかった場ば所しょに、大人おとなの男おとこと、10歳さいぐらいの女おんなの子こが立たっている。

　しかも、女おんなの子こは、この路ろ地じに似につかわしくない真まっ赤かなドレスに、目めもとには仮か面めんをつけているのが、暗くら闇やみでもわかる。

「だれだ！」

　響ひびきは、身みがまえる。

　さっきまで、たしかに人ひとはいなかった。

　それに現あらわれるときの、気け配はいもしなかった。

　あの男おとこか……。

　女おんなの子こはともかく、男おとこから感かんじるのは、かなりの武ぶ術じゅつのつかい手てだということ。

　それに、響ひびきに「探たん偵てい」とよびかけたということは、響ひびきのことを知しっていると考かんがえていい。

　それでいて、とてもじゃないが、警けい察さつ関かん係けい者しゃには見みえない。

　だとすれば、何なに者ものなのか。

　響ひびきは警けい戒かいしつつ、暗くらい中なか、男おとこと女おんなの子こを観かん察さつするように見みる。

　暗くらすぎて、顔かおは見みえない。

「そんなに注ちゅう目もくされると、てれちゃうわね」

　女おんなの子こは、おどけたように話はなすが、響ひびきは警けい戒かいをゆるめない。

「もう……じょうだんも通つうじないのね。自じ己こ紹しょう介かいは後あと回まわしにするとして……そうね。信しん用ようを得えるために教おしえておこうかしら。わたくしたちは、白しら里さと奏かなでのたのみできたのよ」

「奏かなでの!?　おまえらはいったい……」

　響ひびきは、混こん乱らんしそうな頭あたまを、必ひっ死しで動うごかす。

　どうして、ここで奏かなでの名な前まえが出でてくる!?

　奏かなでと、この２人ふたりのつながりは？

　いや、そもそも言いっていることが、本ほん当とうかどうかわからない。

　今いまの自じ分ぶんの状じょう態たいからも、ゆさぶりをかけるのに、奏かなでの名な前まえは効こう果かがある。

　だが、奏かなでの名な前まえが出でて、放ほう置ちできるわけがない。

「こわい目めをしないで。今いまは敵てきじゃないわ」

　女おんなの子こは、「今いまは」という言こと葉ばを強きょう調ちょうして、言いう。

「……信しんじられると思おもうか」

「なら、ここから身み動うごきがとれないまま、いずれ警けい官かん相あい手てに大だい乱らん闘とうでもして、取とり押おさえられるというの？」

　女おんなの子こは、見みすかしたような表ひょう情じょうをする。

「くっ……」

　幼おさなく見みえるが、今いまの響ひびきの状じょう況きょうを、きっちり理り解かいしているらしい。

　そうなると、かけ引ひきは、圧あっ倒とう的てきに不ふ利りだ。

「わたくしなら、あなたをこの場ばから安あん全ぜんに逃にがして、さらに落おちつける場ば所しょを提てい供きょうしてあげられるわよ」

　女おんなの子こは、余よ裕ゆうたっぷりに、こっちの反はん応のうをうかがっている。

　完かん全ぜんに、相あい手てのペースだな。

　響ひびきは、だいぶ冷ひえてきた頭あたまで考かんがえる。

　この２人ふたりが、自じ分ぶんをワナにはめた者ものたちである可か能のう性せいは、低ひくいと、響ひびきは見みている。

　響ひびきが今いま、立たてている推すい理りの犯はん人にん像ぞうとは、その行こう動どうが結むすびつかないのだ。

　とはいえ、あやしいことに変かわりはない。

　しかし、奏かなでの名な前まえが出でている以い上じょう、その真しん偽ぎをたしかめないわけにはいかない。

　結けっ局きょく、選せん択たく肢しはないか……。

「……わかった。さそいに乗のる。だが、奏かなでのことも、きかせてもらうぞ」

　響ひびきは、２人ふたりをにらみつける。

「それは約やく束そくしかねるけど、ついてきてくれるなら、考かんがえておくわ」

　女おんなの子こは、楽たのしげに笑えみをうかべる。

「それじゃあ、さっそく案あん内ないしてあげる」

　はずむように歩あるく女おんなの子こと、そのうしろを音おともなく、ついていく男おとこ。

　響ひびきはその謎なぞの２人ふたりのあとに、ついていった。







　　　　13　尾び行こう者しゃの正しょう体たいは!?




　わたしは、尾び行こうをまかないように気きをつけつつ、人ひと混ごみの中なかを歩あるく。

　ついてきている相あい手ては、かなり尾び行こうしなれてる感かんじがする。

　それでも、わたしにとっては、一いち度ど、気け配はいをおぼえちゃえば、ふり返かえらなくても見み失うしなうことはないけどね。

　さてと。

　だいぶ長ながいこと尾び行こうさせてあげたし、そろそろ動うごこうかな。

　わたしは、歩あるく速そく度どをあげて、人ひとと人ひとの間あいだをぬうように進すすみだす。

　ついてきてる相あい手ても、足あしを速はやめて距きょ離りをつめてきてる。

　そのタイミングで、わたしは歩あるく人ひとたちを壁かべにしながら、相あい手ての視し界かいから消きえる。

　わたしは、人ひと混ごみを壁かべにして、反はん転てんする。

　感かんじとっていた気け配はいをたよりに、尾び行こうしていた相あい手てを、人ひと混ごみの中なかから見みつける。

　尾び行こうしてたのは、あのスーツ姿すがたの、20代だい半なかばぐらいの男おとこの人ひとだね。

　わたしを見み失うしなって、とまどった様よう子すで、まわりを見みまわしてる。

　それなら！

　わたしは、人ひとの流ながれにそって、男おとこの人ひとに、真ま正しょう面めんから近ちかづいていく。

　尾び行こうしてきた人ひとは、わたしを見みて、不ふ意いをつかれた様よう子すで、立たち止どまる。

　…………今いまっ！

　その横よこを、わたしは通とおりぬけると同どう時じに、自し然ぜんな動うごきで左ひだり手てをのばす。

　１秒びょうにも満みたない時じ間かんですれちがうと、わたしはそのまま、早はや足あしではなれる。

　尾び行こうの男おとこの人ひとが、こっちをふり返かえるより早はやく、全ぜん力りょくの早はや足あしで人ひと混ごみをぬってきりぬける。

　大おお通どおりをぬけて、人ひとが少すくない通とおりに出でたところで、歩あるく速そく度どをゆるめる。

　うしろに、尾び行こうの気け配はいはない。

　ふぅ……どうやら、まけたみたいね。

　わたしはひと息いきつくと、歩ほ道どうのはしによる。

「それじゃあ、確かく認にんっと」

　わたしは、ポケットから、黒くろい小ちいさな手て帳ちょうをとりだす。

　もちろん、わたしのものじゃない。

　さっき、尾び行こうの男おとこの人ひととすれちがったときに、スーツの上うわ着ぎの内うちポケットにあったものを、すっておいたんだよね。

　あまりつかうことはないけど、スリの技ぎ術じゅつは、以い前ぜん、美み華か子こさんに特とっ訓くんされて覚おぼえてあるんだ。

　ふだんつかわなくても、技ぎ術じゅつは身みを守まもることに、つながるからって。

「まさか、こんなところで、役やくに立たつとは思おもわなかったけど」

　あらためて、すった手て帳ちょうを確かく認にんする。

　とりあえず、手て帳ちょうを開ひらいて、中なかを見みてみる。

　上じょう下げに開ひらくようになっていて、上うえにさっきの尾び行こうしてた男おとこの人ひとの顔かお写じゃ真しんや名な前まえとかが載のってる。下した半はん分ぶんは、「POLICE」と書かかれた大おおきな金きん色いろのバッジがついている。

　やっぱり警けい察さつ手て帳ちょうか……。

　半はん分ぶん予よ想そうはしていたけど、警けい察さつに尾び行こうされてたって知しると、落おちつかない気き分ぶんになるよ。

　そういえば、前まえから気きになってたけど、手て帳ちょうの金きん色いろのバッジや警けい察さつの制せい服ふくとかについてる、この模も様ようって、花はななのかな？

『旭きょく日じつ章しょうだ。「東とう天てんに昇のぼる、かげりのない、朝あさ日ひの清きよらかな光ひかり」を意い味みする。つまり太たい陽ようをモチーフにした、紋もん章しょうだ』

　ケイが、教おしえてくれる。

　太たい陽ようなんだ。桜さくらっぽく見みえたから、花はななのかと思おもったよ。

　って、のんびりしてる場ば合あいじゃなくて。

　わたしは、ケイとつながっているカメラに、名な前まえとかが載のっている部ぶ分ぶんが見みえるように、位い置ちを調ちょう整せいする。

　わたしが見みても、わかんないし。

　わかるのは、警けい部ぶ補ほさんだったんだ、ってことぐらいかな。

『記き録ろくした。もう返かえしていい』

　ケイが言いう。

　この刑けい事じが、響ひびきの事じ件けんとつながってるといいんだけど。

　ただ、わたしをあやしんで、尾び行こうしてただけの、熱ねっ心しんな刑けい事じかもしれないし。

　……だとすると、その人ひとから警けい察さつ手て帳ちょうをすったわたしが、悪わる者ものすぎだよね……。

　ちゃんと、これから返かえすんだけど。

　また本ほん人にんのスーツの内うちポケットにもどす、という方ほう法ほうもあるけど、今いまの変へん装そうした顔かおはばれているから、さすがにむずかしい。

　だから、別べつの方ほう法ほうをケイが考かんがえてくれてるんだ。

　わたしは、ケイのナビで通とおりを歩あるいていく。

　そろそろ、目もく的てきの場ば所しょが見みえるはずだけど……あった！

　白しろい壁かべに、黒くろのラインが引ひかれた、特とく徴ちょう的てきな建たて物もの──交こう番ばんだ。

「すみませ～ん」

　わたしは、ガラガラと交こう番ばんのドアを開あけて、声こえをかける。

「はい、なんですか」

　イスにすわって仕し事ごとをしていた、制せい服ふく姿すがたの若わかい男おとこの警けい官かんが、立たちあがる。

「これ、ひろったんですけど……」

　わたしはそう言いって、さっきすった警けい察さつ手て帳ちょうをとりだす。

「これは……！」

　若わかい警けい官かんは、すぐに警けい察さつ手て帳ちょうと気きづいたらしく、おどろいたように顔かお色いろを変かえる。

「この手て帳ちょうを、どこでひろいましたか？」

「さっき、あっちの通とおりで、ですけど……」

　わたしは、声こわ音ねと口く調ちょうを変かえて、説せつ明めいする。

　名な前まえや住じゅう所しょをきかれたけど、全ぜん部ぶウソを書かいておく。

　そのあたりは、ちゃんとケイと前まえもって決きめてあったから、すらすらと答こたえられる。

　見みた目めは変へん装そうしてるから、わたしがアスカだって、ばれる可か能のう性せいはないしね。

「ありがとうございました」

　10分ぷんほどで手てつづきが終おわって、若わかい警けい官かんがドアを開あけて、送おくりだしてくれる。

　わたしが、協きょう力りょく的てきだったから、すっかり信しん用ようしてくれたみたい。

　まさか、すった本ほん人にんが届とどけにきたとは、想そう像ぞうもしてないだろうし。

　これで、警けい察さつ手て帳ちょうも、無ぶ事じに本ほん人にんにもどるよね。

　大たい切せつな警けい察さつ手て帳ちょうを落おとしたってことで、だいぶ怒おこられるかもしれないけど。

　わたしは交こう番ばんを出でると、人ひとの流ながれにそって、駅えきにむかって歩あるいていく。

　このかっこうのまま、家いえに帰かえるのは危あぶないから、途と中ちゅうで変へん装そうをとかなくちゃね。

　その場ば所しょも、ケイが用よう意いしてくれてる。

「この変へん装そうにもつかれたから、早はやくときたいよ」

　わたしは、ぼそりとグチをこぼす。

　なれないメイクで、なんだか顔かおが変へんな感かんじがするし、髪かみの毛けをまとめて、その上うえにウィッグをつけてるから、すごく頭あたまが暑あつい。

　スーツも、肩かたがこりそうだし。

　ケイは、変へん装そうだからって、ふだんしないかっこうをして、よく平へい気きだよね。

　コツとかって、あるのかな。

　あるんだったら、今こん度ど、きいておこう。

　なんだか、また変へん装そうしなくちゃいけない気きがするし。

　あとは、ケイが調しらべてくれてる、警けい察さつ手て帳ちょうの情じょう報ほうから、響ひびきの事じ件けんについて、少すこしでも手てがかりがつかめるといいんだけど。

　今いまは、少すこしでも情じょう報ほうがほしい。

　七な音おのほうでも、なにかつかめるかもしれないよね。

　早はやく正しょう体たいを見みせなさいよ、真しん犯はん人にん！







　　　　14　ケイの変へん装そう技ぎ術じゅつ




　尾び行こうがないことを念ねん入いりに確かく認にんしてから、変へん装そうをといて、家いえに帰かえる。

　警けい視し庁ちょうの中なかに入はいるなんて、ふだんのレッドの仕し事ごと以い上じょうに、どっとつかれた気き分ぶんだよ。

　部へ屋やにいるケイにむかって「ただいまー」と声こえをかけて、わたしはシャワーをあびる。

「ふぅ……さっぱりしたぁ」

　タオルで髪かみをかわかしつつ、わたしは部へ屋やにもどる。

　やっぱり、わたしはふだんどおりの姿すがたのほうが、気き楽らくでいいなぁ。

　もちろん、レッドの姿すがたも、気きに入いってるけどね。

「ケイ、その後ごの調ちょう査さはどう？」

　わたしは、２段だんベッドの下したのベッドに腰こしかけて、ケイに話はなしかける。

「いろいろと、調しらべがついたところだ」

　ケイはそう言いって、パソコンの画が面めんを、わたしにむける。

「さっきの警けい察さつ手て帳ちょうの名な前まえや役やく職しょくから調しらべたところ、あの警けい視しの……佐さ久く川がわ警けい視しの、直ちょく属ぞくの部ぶ下かだった」

　さくがわ？

「たしか、佐さ久く川がわ警けい視しって、あの帰かえりぎわに会あった人ひとだよね？」

「ああ、そうだ」

　ケイがうなずく。

「なんだか、あの人ひと、顔かおを見みたとき、いやな感かんじしたんだよね。同おなじ刑けい事じでも、猿さる渡わたり警けい部ぶには、ぜんぜんそんなことなかったんだけど」

　最さい初しょは、刑けい事じだから無む意い識しきに警けい戒かいしたのかな、とも思おもったんだけど……それだけじゃない気きがする。

「アスカの動どう物ぶつ並なみの勘かんか……あてにはなるが、証しょう拠こにはならないな」

　ちょっと、今いま、さらっと動どう物ぶつ並なみとか言いった!?

　人ひとをなんだと、思おもってるのよぉ！

「それはともかく、佐さ久く川がわ警けい視しがあやしいというのには、同どう意い見けんだ」

　ケイは、わたしがジロリとにらむのもかまわずに、話はなしをつづける。

「佐さ久く川がわ警けい視しは、警けい視し総そう監かん銃じゅう撃げき事じ件けんの捜そう査さを指し揮きしている」

　あの人ひとが……。

　つまり響ひびきを犯はん人にんだって、決きめつけた人ひとでもあるってことだよね。

「そんな人にん間げんが、あのタイミングで、銃じゅう撃げきの現げん場ば近ちかくで出でくわし、捜そう査さ協きょう力りょく者しゃだというアスカに、尾び行こうをつけた。一いっ見けんして熱ねっ心しんに捜そう査さしているとも言いえるが、おかしな点てんもある」

「おかしなところ？」

　捜そう査さで尾び行こうするのは、ありえることなんじゃないの？

「刑けい事じは、２人ふたり一組くみで動うごくのが原げん則そくだ。尾び行こうも同おなじ。１人ひとりだと見み失うしなう可か能のう性せいが高たかい。しかし、尾び行こう者しゃは１人ひとりだった」

「うん、それはまちがいないよ。ふつうの人ひとにつけられたら、気け配はいでわかるし」

　でも言いわれてみれば、そうだよね。

　１人ひとりだと、見み失うしないやすい。

　一方ほう向こうからだけしか見みられてないから、楽らくに視し線せんをさえぎらせることもできたし。

「こちらも周しゅう辺へんの防ぼう犯はんカメラで、尾び行こう者しゃがほかにいないことは確かく認にんしている。となると、あの尾び行こうは佐さ久く川がわ警けい視しの独どく断だん、しかも自じ分ぶんの直ちょく属ぞくの部ぶ下かだけをつかった、という可か能のう性せいが高たかい」

「え～と、それのなにが問もん題だいなの？」

　わたしは、きょとんとして首くびをかしげる。

「アスカのことをあやしいとにらんだのなら、ほかの刑けい事じもつかって、２人ふたり一組くみで尾び行こうさせればいい。だが、自じ分ぶんの直ちょく属ぞくの部ぶ下かだけつかって、こっそりと尾び行こうさせた……」

「それは……変へんかも」

「ああ。すでにこの情じょう報ほうは、深ふか沢ざわ七な音おにも伝つたえてある。あちらには、どうやら、独どく自じの調ちょう査さ方ほう法ほうがあるらしいから、なにか期き待たいできるかもしれない」

「そうなんだ。……って、ケイがそこまで言いうなんて、めずらしいね」

　わたしは、ケイの言こと葉ばにおどろく。

　ケイがほかの人ひとに、調ちょう査さをまかせるなんて。

　圭けい一いち郎ろうおじさん相あい手てぐらいだよね、そういうのって。

「白しら里さと響ひびきの関かん係けい者しゃに、警けい察さつのサーバーに自じ由ゆうに出で入いりできる捜そう査さ協きょう力りょく者しゃがいるらしい。今こん回かいは、深ふか沢ざわ七な音おと行こう動どうをともにしている」

「へえ～、そうなんだ！」

　響ひびきって、１人ひとりきりで探たん偵ていをやっているんだと思おもってたから、ちょっと意い外がいかも。

　そういえば、七な音おも「警けい察さつのサーバーに楽らくに入はいれる協きょう力りょく者しゃがいる」みたいなこと言いってたっけ。

　七な音おだって、響ひびきの仲なか間まみたいなものだし……うう、響ひびきと七な音おが手てを組くんだら、すごくやっかいな相あい手てになりそうだよ。

「それじゃあ、準じゅん備びするぞ、アスカ」

「……へ？　準じゅん備びって、なんの？」

　わたしは、目めをぱちくりさせる。

「このあと深ふか沢ざわ七な音おと、情じょう報ほう交こう換かんをすることになっている」

　え、そうなの!?

　さっき、会あったばっかりじゃん。

　まだ、別わかれてから４時じ間かんぐらいしかたってないよ！

「その時じ間かんがあれば、おたがいに、新あらたな情じょう報ほうをそろえられる。白しら里さと響ひびきの残のこり時じ間かんを考かんがえても、今日きょう中じゅうにもう一いち度ど、会あっておくべきだ」

　それはそっか。

　明日あすまた……なんて言いってるうちに、響ひびきがつかまっちゃったら、しょうがないもんね。

「アスカ、変へん装そうさせるから、そこにすわれ」

「え？　また変へん装そうするの？」

　もう出でかける予よ定ていはないと思おもって、今いまシャワーあびたばかりなんだけど……。

「この間あいだのように、暗くら闇やみの中なかでは、情じょう報ほう交こう換かんもちゃんとできないだろう。変へん装そうしておけば、直ちょく接せつ顔かおを合あわせても問もん題だいは少すくない」

「そ、そっか……」

　わたしがクッションにすわると、ケイが大おおきなケースを持もってくる。

　ここに、メイク道どう具ぐや変へん装そう道どう具ぐが入はいってるんだよね。

　さっきも一いち度ど、変へん装そうさせてもらったから、わかってる。

　ケイがケースを開ひらいて、わたしの目めの前まえにすわる。

「なんだか、ケイに変へん装そうさせてもらうのって、じっとしてなきゃいけないから、ムズムズするんだよね。ケイにじっと見みられるし……」

「がまんしろ」

　ケイは、わたしの顔かおの骨こっ格かくをごまかす細さい工くをはじめながら、言いう。

「は～い……」

　わたしは、動うごくことができないから、小ちいさく返へん事じをする。

　あきらめておとなしく、待まつことにする。

　今こん度どは、どんな変へん装そうなのかなぁ。

　できあがりは、ケイまかせだし。

　ちょっと楽たのしみだよ。
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　　　　15　夜よ中なかの作さく戦せん会かい議ぎ




　夜よるの９時じ。

　わたしは、以い前ぜん、七な音おにつれられて訪おとずれた、マンションの前まえにやってきていた。

　尾び行こうもないし、まわりにあやしい気け配はいもない。

　よし！

　わたしは、マンションの敷しき地ちに入はいる。

　エントランス前まえのインターホンで、七な音おの部へ屋や番ばん号ごうを押おして、呼よびだす。

「はい」

　七な音おの声こえがする。

「きたよ。シャーロック・ホームズ」

　わたしは、決きめてあった合あい言こと葉ばを言いう。

　いちおう、防ぼう犯はんカメラが設せっ置ちされてるだけのはずだけど、「怪かい盗とうレッド」なんて名な乗のって、だれかにきかれないとも、かぎらないしね。

　シャーロック・ホームズっていう合あい言こと葉ばは、探たん偵ていの七な音おらしいけど。

　どうせなら、アルセーヌ・ルパンにしてくれればいいのに。

　七な音おは、一いっ瞬しゅんとまどった顔かおをしたけど、すぐに納なっ得とくした様よう子すで、エントランスにつながるドアを開あけてくれる。

　変へん装そうしてきたから、わたしだってことが、すぐにはわからなかったみたい。

　昼ひる間まとは、別べつの変へん装そうをしてるから。

　あの変へん装そうは、警けい察さつにさがされてるかもしれないしね。

　今いまのわたしは、肩かたまでの髪かみに、明あかるめのメイクをしてある。

　服ふく装そうも、上うえは明あかるい緑みどり色いろのブラウスに、白しろいカーディガンをはおっていて、下したはブルーの長ながめのスカート。

　大だい学がく生せいぐらいに見みえるようにした、ってケイは言いってたっけ。

　昼ひる間まよりは、学がく生せいっぽい雰ふん囲い気きになってると思おもう。

　口くちもとはマスクで、かくしてある。

　この季き節せつにマスクしてる人ひとは少すくないけど、風邪かぜひいてるぐらいに思おもわれるだけだよね。

　エントランスからエレベーターに乗のって、15階かいでおりる。

　前まえに訪おとずれた七な音おの部へ屋やの前まえまで行いき、インターホンをならす。

　すぐにドアが開あいた。

「待まってたよー」

　七な音おは、明あかるい笑え顔がおでむかえてくれる。

　友とも達だちを、むかえてくれるみたいな調ちょう子しだよ。

　たしかに、探たん偵ていと怪かい盗とうじゃなかったら、友とも達だちになってたと思おもうけど。

　そんなことを思おもいつつ、リビングにむかう。

　その手て前まえで、

「明あかりは、つけたままでいい？」

　と、七な音おがふりかえって、きいてくる。

「そのために、変へん装そうしてきたの。暗くらい中なかだと、情じょう報ほう交こう換かんにも不ふ便べんでしょ」

「それでかぁ。見み覚おぼえのない顔かおだから、最さい初しょ、だれかと思おもったよ。昼ひる間まの変へん装そうともちがうし。さすが怪かい盗とうレッドだね。変へん装そうの腕うでも相そう当とうなものだし、響ひびきがレッドをつかまえられなくて苦く労ろうしてるのも、わかるよ」

　七な音おは、他人ひとごとのように、感かん心しんしてうなずいてる。

　七な音おだって探たん偵ていだから、今いまの協きょう力りょく関かん係けいが終おわったら、レッドをつかまえる！　って言いうのかと思おもってたけど……あんまり、興きょう味みがなさそう？

　敵てきと思おもわれてないなら、助たすかるけどね。

　七な音おは、ソファにすわり、わたしも、テーブルをはさんだ、むかい側がわのソファにすわる。

　七な音おは、テーブルの上うえにタブレット端たん末まつをおく。

「さっそくだけど、佐さ久く川がわについて、こっちで調しらべておいたわ」

　画が面めんをのぞくと、佐さ久く川がわの顔かお写じゃ真しんと、経けい歴れきなどのデータが、ずらりと書かかれている。

　こ、これ……昼ひる間まに別わかれたあと、数すう時じ間かんで調しらべたの？

　ケイが信しん用ようしてた意い味みが、今いまわかったよ。

「有ゆう名めい国こく立りつ大だい学がく法ほう学がく部ぶ卒そつで、キャリアとして警けい視し庁ちょうに配はい属ぞく。いくつかの部ぶ署しょの長ちょうを歴れき任にんしてたけど、今こん回かいの事じ件けんで、急きゅうに事じ件けん捜そう査さの指し揮きをとることになった。これまでに事じ件けん捜そう査さの陣じん頭とう指し揮きをとったという情じょう報ほうはなし。そんなところね」

　七な音おはすらすらと、タブレットの画が面めんを見みずに答こたえる。

　どうやら、頭あたまに入はいっているらしい。

　……っと、おどろいてる場ば合あいじゃなかった。

「警けい視し総そう監かんの銃じゅう撃げき事じ件けんって、大だい事じ件けんでしょ。それを事じ件けん捜そう査さの経けい験けんがない警けい視しが、指し揮きをとるって、ありえるの？」

　わたしは、ケイの通つう信しんをききつつ、七な音おにきく。

　今こん回かいも、七な音おとの会かい話わは、ケイにフォローしてもらうことになってるんだ。

　さすがに、わたしだけで七な音おと、捜そう査さについての議ぎ論ろんをできる自じ信しんはないし。

「ふつうならありえない。だから、すごくあやしい。でも、あやしいというだけだと、手てがかりがないのといっしょでしょ」

「それはそうだよね……」

　そこはケイも調しらべてるけど、まだあやしいとしか、わかってないみたいなんだよね。

「……それでなんだけど、１つ手てがかりを見みつけたわ」

「え!?」

　わたしはびっくりして、思おもわず声こえをあげる。

　ケイにも、まだ見みつけられていないことを、見みつけたの!?

「佐さ久く川がわが中ちゅう学がく生せいのときに、自じ分ぶんのクラスに、イギリスから留りゅう学がく生せいがきていてね」

　えっ？　なんの話はなし!?

「その留りゅう学がく生せいは、今いまは本ほん国ごくにもどっているんだけど、その人ひとがつい数すう日じつ前まえ、自じ分ぶんの日に本ほん留りゅう学がく時じ代だいのなつかしい写しゃ真しんを、ＳＮＳにアップしてたの。……それがこれ」

　七な音おが、タブレット端たん末まつを操そう作さして、画が面めんを変かえる。

　そこには、数すう人にんの男だん子しが集あつまった写しゃ真しんが、１枚まいうつしだされている。

　わたしは写しゃ真しんを、まじまじと見みつめる。

「この写しゃ真しん……右みぎから２番ばん目めの男おとこの子こが、佐さ久く川がわ？　ただ、なにか違い和わ感かんが……」

　なにか見み落おとしがある気きがするんだけど、どこがというのが、すぐにわからない。

　首くびをひねっていると、七な音おが笑えみをうかべる。

「ええ。違い和わ感かんに気きづくのは、さすがね。首くび筋すじのところをよく見みて」

　七な音おが、タブレットの写しゃ真しんを操そう作さして、一いち部ぶ分ぶんを拡かく大だいする。

　それで、わたしも気きづいた。

　中ちゅう学がく生せいの佐さ久く川がわの右みぎの首くび筋すじに、小ちいさな火傷やけどのようなあとがあるよ！

　気きをつけて見みないと、気きがつかないていどのものだし、このぐらいの傷きずなら、周しゅう囲いの友とも達だちだって気きがついていなかったかも。

　あれ？　でも、ちょっと待まって。

「警けい視し庁ちょうで見みた佐さ久く川がわには、こんな火傷やけどのあとはなかったけど」

　わたしは、思おもいかえしてみるけど、佐さ久く川がわの首くびに火傷やけどのあとを、見みた記き憶おくがない。

　注ちゅう意いして見みたわけではないけど、見みえない位い置ちでも、なかったはずなんだよね……。

「そうね。あたしも見みてない」

　七な音おはうなずく。

「成せい長ちょうによって傷きずあとが消きえてしまった可か能のう性せいもあるし、整せい形けいをしたのかもしれない。ただ、不ふ思し議ぎなことに、ね。この写しゃ真しん以い外がい、佐さ久く川がわが写うつっている写しゃ真しんが、ほとんど見みつからないの。……まるで存そん在ざいが消きえてしまったみたいに」

「へ？」

　わたしは、七な音おの言こと葉ばに、思おもわず間まのぬけた声こえを出だす。

　写しゃ真しんがないって……。

「卒そつ業ぎょうアルバムは、いちおう見みつけたんだけどね……」

　七な音おは、タブレット端たん末まつをまた操そう作さして、卒そつ業ぎょうアルバムらしき写しゃ真しんをうつしだす。

　制せい服ふく姿すがたの生せい徒とが、集しゅう合ごうして撮とっている写しゃ真しんだ。

　わたしも、小しょう学がっ校こうの卒そつ業ぎょうのとき撮とったから、おぼえてるよ。

　そこに佐さ久く川がわの姿すがたがあるけど、角かく度ど的てきに火傷やけどがあるだろう場ば所しょが、ちょうど写うつってない。

「正しょう面めんからの写しゃ真しんだと、火傷やけどのあとは写うつらないの。高こう校こうの卒そつ業ぎょうアルバムも同おなじ」

「でも、個こ人じん的てきに撮とった写しゃ真しんなら？」

　個こ人じんで撮とった、思おもい出での写しゃ真しんなら、残のこっているかも。

　ＳＮＳにアップされてたのも、そういう写しゃ真しんでしょ。

「佐さ久く川がわの年ねん齢れい的てきに、ＳＮＳで昔むかしの写しゃ真しんをあげている人ひとが、少すくないの。となると、個こ人じんで保ほ管かんしているプリントアウトが見みたいけど、警けい察さつでもない人にん間げんが『学がく生せい時じ代だいの写しゃ真しんを見みせてくれ』って言いっても、警けい戒かいされるだけでしょう」

　たしかに、知しらない人ひとから、いきなり『中ちゅう学がく生せいや高こう校こう生せいのときの友とも達だちの写しゃ真しんを見みせてほしい』って言いわれても、見みせないよね。

「それに、探さぐっていることを佐さ久く川がわに気きづかれやすくもなるし、今いまはそればかりに、時じ間かんもかけていられないし」

　七な音おとしても、これ以い上じょうの調ちょう査さは行いきづまってる、ってことかな。

　だけど、これって……。

「…………つまり、七な音おが言いいたいのは、今いまの佐さ久く川がわと、この中ちゅう学がく生せい時じ代だいの佐さ久く川がわは、別べつ人じんかもしれないってこと？」

　わたしは、きく。

「──その可か能のう性せいは、あると思おもってる。このイギリスの留りゅう学がく生せいの写しゃ真しんも、今いまは消けされてしまっているの。本ほん人にんが消けしたわけではなくて、『不ふ適てき切せつな写しゃ真しん』として運うん営えい会がい社しゃに消けされたみたい。おかしいでしょ、ただの男だん子し中ちゅう学がく生せいが、楽たのしそうにしてるだけの写しゃ真しんなのに」

「なるほど……何なに者ものかが、あわてて消けした可か能のう性せいが、あるってことね……」

　運うん営えい会がい社しゃが消けした、となると、それを動うごかせるだけの存そん在ざいってことだよね。

　それって……？

「……そういうこと。レッドから、タキオンの話はなしをきいていたし、こんなことができるのは、もしかしたら、って思おもって。……で、ここからが本ほん題だい。レッド、佐さ久く川がわの家いえを調しらべられる？」

　七な音おが、身みを乗のりだして言いう。

　その目めが、きらっと光ひかってる。

「それって、わたしに佐さ久く川がわの家いえに、忍しのびこめってこと？」

「そう。強ごう引いんな方ほう法ほうではあるけど、それぐらいやらないと、響ひびきを助たすける手てがかりがつかめそうにない。それに、潜せん入にゅうは、そっちの得とく意い分ぶん野やでしょ」

「ま、まあ、そうだけど……」

　わたしは、あいまいに言こと葉ばをにごす。

　忍しのびこむのは、怪かい盗とうの得とく意い分ぶん野やではあるけどさ。

　レッドとして、動うごいていいのかな？

　う～ん……わたしには、判はん断だんができないよ。

　わたしの悩なやみを察さっしたケイから、通つう信しんが入はいる。

『……深ふか沢ざわ七な音おの言いうことも、一いち理りある。まわりを調しらべているだけでは、らちが明あかない。どこかで切きりこむ必ひつ要ようがある。今いまなら、佐さ久く川がわの警けい戒かいも、まだそれほど高たかくはないはずだ』

　切きりこむ、か……。

　武ぶ術じゅつの戦たたかいだって、そうだもんね。

　射しゃ程てい距きょ離りの外そと、安あん全ぜんなところにいたって、決けっ着ちゃくはつかない。

　どこかで、一いっ歩ぽ踏ふみこむ必ひつ要ようがある。

　それに、佐さ久く川がわは、こっちが火傷やけどのことに気きづいたって、まだわかってないはずだし……なにより、動うごかずにチャンスを逃のがすなんてこと、したくない。

　……うん、提てい案あんに乗のろう！

「わかった。忍しのびこんでみる。でも、そっちにも協きょう力りょくしてもらうからね」

　わたしは、七な音おをしっかり見みて、答こたえを返かえす。

「もちろん！　バックアップはするわ」

　七な音おが、ほっとしたように、大おおきくうなずく。

　よろこんでるのを、隠かくそうともしてない。

　探たん偵ていとして、そんなに表ひょう情じょうに出だしちゃっていいのかな、と思おもうけど、かけ引ひきをしてこない様よう子すには、好こう感かんが持もてるんだよね。

　……七な音おの場ば合あい、それも計けい算さんずくかもしれないところが、ちょっとこわいけど。

「さっそくだけど、佐さ久く川がわの家いえの情じょう報ほうが、ここにまとめてあって……」

　七な音おが、タブレット端たん末まつを指ゆびで動うごかすと、家いえの写しゃ真しんなどが表ひょう示じされる。

　最さい初しょからわたしたちが引ひき受うけるって読よんでたんだね？

　わたしは、ジト目めで七な音おを見みる。

「あはは……準じゅん備びは万ばん全ぜんにしてたほうが、スムーズに話はなしができるでしょ」

　七な音おは、笑わらってごまかす。

　まあいいけど。

　結けっ局きょくは、協きょう力りょくするって、決きめたわけだしね。

　あとは、佐さ久く川がわ警けい視しが、事じ件けんとどのぐらい、かかわりがあるのか、だよね。

　あやしいのは、まちがいない。

　これで事じ件けんの真しん相そうに近ちかづけて、響ひびきを助たすける材ざい料りょうが、見みつかればいいんだけど。

　響ひびきが逃とう亡ぼうしてから、３日かがたつ。

　警けい察さつにつかまったっていう報ほう道どうもないし、ケイも情じょう報ほうはつかんでないみたい。

　七な音おのほうにも、連れん絡らくはないみたいだけど……今いま、どうしているんだか。

　時じ間かんがたつほどに、逃にげつづけるのはむずかしくなるはず。

　響ひびきのことだから、きっと大だい丈じょう夫ぶだろうけど……ぶじでいてほしいよ！







　　　　16　白しら里さと響ひびきの依い頼らい
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　ほこりと、金きん属ぞくのまじったにおいが、鼻はなをつく。

　響ひびきは、謎なぞの女おんなの子こと男おとこに連つれられて、倉そう庫こらしき場ば所しょまでやってきていた。

　女おんなの子この言こと葉ばどおり、あの警けい官かんに呼よびとめられた場ば所しょから、無ぶ事じにだいぶ遠とおい場ば所しょまで連つれてこられた。

　だいたいの場ば所しょはわかるものの、途と中ちゅうで地ち下か道どうなどを通とおっているから、正せい確かくなところは、わからない。

　ただ、裏うら道みちをつかうことに、かなりなれているのはたしかだろう。

　そうでもなければ、人ひと目めをさける地ち下か道どうに、くわしくなんてならない。

　それにしても、あの女おんなの子こだ。

　今いまも目めもとを仮か面めんでかくしているが、歩あるいている途と中ちゅう、冷れい静せいになれば、すぐに気きづくことだった。

「──どういうつもりだ、宝ほう条じょう有あり栖す」

　響ひびきは、女おんなの子こにむかって言いう。

　女おんなの子こは、動どうじた様よう子すもなく、響ひびきのほうを見みる。

「あら、ばれてしまったのね」

　とくに気きにした様よう子すもなく、女おんなの子こ──宝ほう条じょう有あり栖すは、仮か面めんをとる。

　まちがいない。９歳さいの天てん才さい画が家か、宝ほう条じょう有あり栖すだ。

　響ひびきは一いち度ど、有あり栖すが「誘ゆう拐かいされた」と事じ件けんになったとき、顔かおをあわせている。

「おひさしぶり、と言いったほうがいいかしら。誘ゆう拐かい事じ件けんのとき、保ほ護ごしてもらって以い来らいだものね」

　有あり栖すは、上じょう品ひんなしぐさで微笑ほほえんでみせる。

　その意い味みありげな笑えみに、響ひびきはピンとくる。

　誘ゆう拐かいされた館やかたから、自じ力りきで逃にげてきたときいたときには、てっきり、レッドが助たすけだしたのだろう、と思おもっていたが……。

「……そういうことか。あの誘ゆう拐かい事じ件けんも、自じ作さく自じ演えんだな」

　つまり、あの場ばで、有あり栖すに、レッドもはめられた。

　レッドと響ひびき、まとめて手て玉だまにとってみせたというわけか。

「これだけの情じょう報ほうで、そこに気きづくなんて、さすが名めい探たん偵てい。やつらに警けい戒かいされるわけだわ」

　有あり栖すは、肩かたをすくめる。

「やつら？」

　響ひびきは、まゆをひそめる。

「あなたの父ちち親おやを撃うち、あなたを容よう疑ぎ者しゃにしたてた者ものたちのことよ」

　響ひびきは一いっ瞬しゅん、目めを閉とじて考かんがえてから、有あり栖すを見みすえて答こたえる。

「……タキオンか」

「へえ」

　有あり栖すは、目めを見み開ひらいて響ひびきを見みる。

「そこまで、たどりついてるの。ちょっと今いま、おどろきすぎて寒さむ気けがしたわ。どうしてそう思おもったの？」

「今こん回かいの事じ件けん、警けい視し総そう監かんを狙ねらい、ぼくをワナにはめた。その一いち連れんの動うごきは、警けい察さつ内ない部ぶに犯はん人にんか、もしくは協きょう力りょく者しゃがいないとむずかしい。しかも、それなりの地ち位いにある人にん間げんが、複ふく数すう人にんいるはずだ。日に本ほんの警けい察さつに対たいして、そんなことを仕し掛かけることが可か能のうな犯はん罪ざい組そ織しき──そう考かんがえれば、タキオンの可か能のう性せいが一いち番ばん高たかい」

　セーフハウスで推すい理りしていたときに、すでに出でていた結けつ論ろんだ。

　だからこそ、下手へたに動うごくこともできなかったのだが。

　ぬるい反はん撃げきの一いっ手ては、響ひびき以い外がいも危き険けんにさらすことになる。

「警けい察さつに追おわれながらも、思し考こう停てい止しせずに、情じょう報ほう収しゅう集しゅうすら行おこなって、推すい理りをする。とんでもないわね」

「それは君きみも同おなじだと思おもうが、宝ほう条じょうさん。今いまの話はなしに、なんの疑ぎ問もんもいだかずについてこられるとは、とても、９歳さいの少しょう女じょだとは思おもえない」

「まあ、それを買かわれて、今いまの組そ織しきにいるのだもの」

　有あり栖すは、とうぜんのように答こたえる。

　やはり、見みた目めにだまされるべきじゃない。

　今いま目めの前まえにいるのは、９歳さいの保ほ護ごすべき女おんなの子こではない。

　対たい等とうな交こう渉しょうができる相あい手てだ。

「組そ織しきか……。あらためてきく。その組そ織しきとはなんだ？　君きみたちと奏かなでは、どういう関かん係けいだ」

　響ひびきは言いいつつ、するどい目めで有あり栖すをにらむ。

　有あり栖すのとなりにひかえていた男おとこが、かばうように反はん応のうしかけたが、その前まえに有あり栖すが止とめる。

「いいわ、サクス。問もん題だいないから」

　サクスと呼よばれた男おとこは、だまって有あり栖すのうしろの位い置ちにもどる。

　護ご衛えいだろうか。

　身みのこなしから察さっするに、相そう当とうに腕うでが立たつ。

　今いまの消しょう耗もうした自じ分ぶんで、この男おとこに勝かてるかどうか……。

「あるていどのことなら、いいわ、教おしえてあげる。組そ織しきの名な前まえはラドロ。そして、あなたの妹いもうとの奏かなでからは、あなたを手て助だすけするように、お願ねがいされてるわ」

「ラドロ？」

　どこかで、きいた記き憶おくがあるが、どこかが思おもいだせない。

　最さい近きんの話はなしでは、なかったと思おもうが……。

　だが、今いまの問もん題だいはそこじゃない！

「どうして、そのラドロの君きみたちが、奏かなでとのつながりを持もっている!?　それに、たのまれたから願ねがいごとをきくような組そ織しきとも思おもえないが」

　響ひびきは、思おもわず声こえをあららげる。

「妹いもうとさんのこととなると、冷れい静せいではいられないみたいね、白しら里さと響ひびきも」

　有あり栖すは、ゆかいそうに笑わらう。

「でも、たしかにそうよ。だれの言いうことでも、きくわけじゃない。あなたの妹いもうとさんは特とく別べつなの。気きになるなら、本ほん人にんに、直ちょく接せつきいてみればいいんじゃない？」

「教おしえるつもりはない、ということか」

「そうね。でも、いきなり問とい詰つめることは、おススメしないわ。奏かなでがびっくりして、姿すがたを消けしてしまうかも。あなたなら、とうぜんその可か能のう性せいも、考かんがえてはいるでしょうけれどね」

「くっ……」

　図ず星ぼしを指さされて、響ひびきは舌した打うちする。
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　響ひびきが、ラドロと奏かなでの関かん係けいに気きづいていると知しれば、奏かなでは迷めい惑わくをかけないために、姿すがたを消けすかもしれない。

　探たん偵ていの自じ分ぶん、警けい視し総そう監かんの父ちち親おや、警けい備び会がい社しゃ社しゃ長ちょうの母はは親おや。

　そういった家か族ぞくに、迷めい惑わくをかけたくないと、奏かなでならまず考かんがえる。

　だから、直ちょく接せつは、奏かなでにきくことは、できない。

　そのためにも、有あり栖すからきき出だしたかったのだが、この様よう子すだと無む理りだろう。

　有あり栖すが、このことについて、かけ引ひきや交こう渉しょうをする気きもないのは、話はなしぶりでわかる。

「そんなことよりも、今いまはあなた自じ身しんのことじゃないの？　警けい察さつにつかまれば、奏かなでともなかなか会あえないでしょう。まして、こみいった話はなしなんてできない」

　有あり栖すは、小ちいさな人ひと差さし指ゆびで、響ひびきのことを指ゆびさす。

「わかっている」

「そっちのほうは、手て助だすけするわよ。奏かなでのたのみだし。なにがお望のぞみ？」

　有あり栖すは、優ゆう雅がなしぐさで、笑えみをたたえている。

　ここで食くい下さがっても、得えられるものはないか……。

　響ひびきは頭あたまを冷ひやして、いったん奏かなでのことは、おいておくことにする。

　まずは、自じ分ぶんのことをどうにかしなければ、奏かなでにも会あえないことはたしかだ。

　それに、この２人ふたりの協きょう力りょくを得えられるなら、やれることが広ひろがる。

　なにをすべきか。

　響ひびきは目めを閉とじる。

　思し考こうが、急きゅう速そくに動うごきだして、フル回かい転てんをはじめる。

　つながらなかった点てんをつなげる方ほう法ほうが、いくつもうかんでは消きえる。

　逆ぎゃく転てんの一いっ手て。

　まずは、それをうつための、最さい後ごのピースがほしい。

　響ひびきは、顔かおをあげる。

「たのみたいことがある」

「なにかしら？」

　笑えみをたたえたままの有あり栖すに、響ひびきは静しずかに言いった。

「ある場ば所しょに、忍しのびこんでほしい」







　　　　17　あやしい人ひと影かげ




　日ひが落おちて、暗くらくなった住じゅう宅たく街がいで、わたしは身みをひそめている。

　レッドのユニフォームに身みをつつみ、いつでも動うごきだせるように、あたりの気け配はいをうかがうことも、忘わすれない。

　50メートルほど先さきには、佐さ久く川がわの自じ宅たくがある。

　白しろい壁かべに青あおい屋や根ねの、大おおきな２階かい建だての一いっ軒けん家やで、庭にわもある。

　広ひろさもまわりの一いっ軒けん家やの、１・５倍ばいぐらいありそう。

　佐さ久く川がわは独どく身しんらしいから、ここに１人ひとりで住すんでるんだよね。

　でも１人ひとりぐらしには、ちょっと広ひろすぎる気きがする。

　わたしは、視し線せんを家いえの駐ちゅう車しゃ場じょうにむける。

　よし！

　車くるまは止とまってないから、佐さ久く川がわは、まだここにもどってない。

『佐さ久く川がわを監かん視ししている深ふか沢ざわ七な音おから、佐さ久く川がわは、まだ警けい視し庁ちょうを出でていないと、連れん絡らくがあった』

　ケイから通つう信しんが入はいる。

　今こん回かい、七な音おとその仲なか間まの人ひとたちには、佐さ久く川がわの監かん視しをたのんである。

　ケイにもできるけど、警けい視し庁ちょう内ないを自じ由ゆうにうろつける猿さる渡わたり警けい部ぶや、警けい視し庁ちょうのサーバーに入はいりこめる仲なか間まがいる、七な音おたちのほうがより確かく実じつだろうって、七な音おと話はなしあって決きめたんだ。

　ケイが、人ひとと仕し事ごとを分ぶん担たんするのはめずらしいけど、それだけ七な音おや、その仲なか間またちの実じつ力りょくを買かってるってことなのかも。

　そのぶん、ケイにはわたしのナビに集しゅう中ちゅうしてもらえる。

『あらためて言いっておく。佐さ久く川がわの家いえは、正しょう面めん玄げん関かんと庭にわと勝かっ手て口ぐちに、防ぼう犯はんカメラがついている』

　やっぱり、警けい察さつ官かんの家いえだけあって、ふつうの家いえより防ぼう犯はん意い識しきが高たかいよね。

　まあ、それぐらいなら、どうとでもなるけど。

「どこから行いく？」

　わたしは、ケイにきく。

『勝かっ手て口ぐちだ。暗くらくてわかりにくいとはいえ、ここは住じゅう宅たく街がいだ。正しょう面めん玄げん関かんは、だれかに気きづかれるかもしれない』

　なるほど。

　まだ夜よるの10時じすぎだから、帰き宅たくする人ひととか、通とおりかかるかもしれないもんね。

『左さ右ゆうの通とおりからは、しばらく人ひとはこない。行いけるか？』

「大だい丈じょう夫ぶ。……行いくよ！」

　わたしは、ものかげから足あし音おとを殺ころして、一いっ気きに佐さ久く川がわの家いえの塀へいを、乗のり越こえる。

　そのまま、塀へいの内うち側がわに着ちゃく地ちして、あたりをうかがう。

　となりの家いえから、わずかに人ひとの話はなす声こえがきこえてくるけど、目めの前まえの佐さ久く川がわの家いえからは、音おとはしない。

　わたしは、身みを低ひくくして、勝かっ手て口ぐちまでかけぬける。

　勝かっ手て口ぐちのほうにも、塀へいをはさんで家いえがあるんだけど、ちょっとはなれていて、見みられる心しん配ぱいはない。

　問もん題だいは、勝かっ手て口ぐちにある防ぼう犯はんカメラだけど……。

『今いま、防ぼう犯はんカメラの映えい像ぞうを切きりかえた』

　ケイから連れん絡らくが入はいる。

「りょーかい。カギ開あけて入はいるよ」

　　　カチャリ

　わたしは、勝かっ手て口ぐちのカギを、カギ開あけツールをつかって開あける。

　このぐらいのカギなら、10秒びょうもかからないよ。

　勝かっ手て口ぐちのドアノブをまわして、そーっとドアを開あける。

　室しつ内ないは真まっ暗くら。

　人ひとの気け配はいは……ない。

　暗くら闇やみに目めをならして、奥おくにむかう。

　広ひろいリビングまできて、調しらべはじめようとしたところで、わたしは手てを止とめる。

「…………!?」

　奥おくの部へ屋やのドアのむこうから、さっきは感かんじとれなかった、人ひとの気け配はいがする。

　どういうこと!?

　七な音おたちから、佐さ久く川がわが帰き宅たくするっていう連れん絡らくは、きてないはずだよね。

　それに、佐さ久く川がわなら車くるまで帰かえってくるはずだし。

　なら、いったいだれが……!?

　息いきをのんで、様よう子すをうかがう。そのとき、

　　　キィ……

　小ちいさな音おとがして、奥おくの部へ屋やのドアが開あいた。

　そこから、人ひと影かげが姿すがたを見みせる。

「……あら。だれかきたと思おもったら、やっぱり、あなただったのね」

　暗くらい中なかでもわかる、明あきらかに小ちいさな体からだ、お人にん形ぎょうみたいな髪かみと顔かお立だち、真まっ赤かなドレス。

　この場ばちがいなドレスって、まさか……！

「あ、有あり栖すちゃん!?　なんでここに？」

　わたしは、思おもわず声こえをあげる。

「こんなところで会あうなんて、ぐうぜんね、怪かい盗とうレッド」

　有あり栖すちゃんは、なんでもないことのように答こたえる。

「ぐうぜんで会あうような、場ば所しょじゃないと思おもうんだけど」

　わたしは、あきれ顔がおで、有あり栖すちゃんを見みる。

　いくらなんでも、ここで会あうのがぐうぜんとか、ありえないのはわたしにもわかるからね。

　いつものとおり、有あり栖すちゃんのうしろには、サクスが立たっている。

　サクスがついているなら、この家いえに入はいりこむぐらい、簡かん単たんか。

　それに気け配はいを消けすことに関かんしては、わたしより上うえだし。

「ラドロの一いち員いんのあなたたちが、どうしてこの家いえにいるの？」

　わたしは、真しん剣けんな顔かおになって、有あり栖すちゃんにたずねる。

　どうやら、ラドロとタキオンは仲なかが悪わるいみたいだけど、だからって安あん心しんできる相あい手てじゃない。

　とはいえ、有あり栖すちゃんのことは、敵てきとは思おもいにくいんだけど……。

「そんな、こまったような顔かおで見みないでよ。たのまれたの、この家いえを調しらべるようにって。あなたたちも、同おなじ目もく的てきでしょう？」

　有あり栖すちゃんは、あきれたような表ひょう情じょうで、教おしえてくれる。

「たのまれたって、ラドロから？」

「さあ、それはどうかしら」

　有あり栖すちゃんは、肩かたをすくめてとぼける。

　あいかわらず、すっごくしたたかで、とても９歳さいには見みえないよ。

「それよりぼんやりしていると、ここの家いえの主あるじが帰かえってきてしまうわよ。ここで敵てき対たいしようなんて思おもっていないから、一いち時じ休きゅう戦せん。いいでしょう？」

　そ、それは……。

　こっちの邪じゃ魔まをする気きもないらしいし、なにより目もく的てきがいっしょなら、一いち時じ休きゅう戦せんでいい……のかな？

『それでいい。それに、２人ふたりが動うごきだしたことは、いい知しらせでもある』

　えっ、なんで？

　ケイの言こと葉ばの意い味みは、さっぱりだけど、とりあえず調ちょう査さを開かい始しすることにする。

　ひとつうなずいて、ＯＫの意い思しを伝つたえると、わたしは、有あり栖すちゃんたちと別わかれて、部へ屋やを順じゅん番ばんに見みていくことにした。

　リビングには、ソファにテーブル、壁かべぎわに棚たながあって、本ほんや小こ物ものがいくつかおいてある。

　でも、物ものの数かずが多おおくないから、棚たなはスカスカに見みえるけど。

　寝しん室しつに移い動どうすると、大おおきいベッド１つと、クローゼットがある。

　スーツが多おおめというぐらいで、とくに目めぼしいものは、ないかな。

　次つぎは書しょ斎さい。

　一いち番ばん、なにかありそうなところだけど……。

　見みまわすと、立りっ派ぱな机つくえとイスがあり、両りょうサイドの壁かべぎわには本ほん棚だながある。

　本ほん棚だなには、リビングより本ほんがたくさんある。

　警けい察さつとか事じ件けん捜そう査さとかについての本ほんが、多おおいみたい。

「犯はん罪ざい心しん理り学がく」「検けん視し」「司し法ほう」「科か学がく捜そう査さ」という単たん語ごが、本ほんのタイトルにならんでる。

　どれもむずかしそうだけど、その中なかでも「六ろっ法ぽう全ぜん書しょ」と書かかれた、ひときわ分ぶ厚あつい本ほんに目めがとまる。

　国こく語ご辞じ書しょより、分ぶ厚あついんじゃ……。

　そう思おもいつつ手てにとってみたけど、片かた手てで持もつと、ずっしりと重おもい。３～４キロはありそう。

　かるい筋きんトレが、できちゃいそうだよ。

　しかも、開ひらいたページは、すぐに閉とじたくなるような、むずかしい言こと葉ばがならんでいるし。

　意い味みなんて、もちろんさっぱりわからない。

　これって、なんの本ほんなの？

『六ろっ法ぽう全ぜん書しょは、日に本ほんの六ろっ法ぽう──憲けん法ぽう、民みん法ぽう、商しょう法ほう、刑けい法ほう、民みん事じ訴そ訟しょう法ほう、刑けい事じ訴そ訟しょう法ほうについて書かかれた本ほんだ』

　ケイが説せつ明めいしてくれたけど、説せつ明めいされても、意い味みがわからないよ。

『ようするに、日に本ほんのおもな法ほうについて、書かかれた本ほんだ』

　なるほど？

　うん！

　わたしには、縁えんがないものだっていうことは、わかったよ。

　六ろっ法ぽう全ぜん書しょを、本ほん棚だなにもどす。

　いちおうほかの本ほんも調しらべてみたけど、隠かくされているものや、あやしいしかけとかは、なさそう。

　書しょ斎さいを出でて、トイレやお風ふ呂ろ場ばなども確かく認にんしてから、リビングにもどる。

　ちょうど有あり栖すちゃんたちが、リビングを調しらべ終おわったところだったみたい。

「なにか手てがかりは、あった？」

　わたしはきく。

「手てがかりらしいものは、見みつからなかったわ。ただ、気きになったことはあったけれど」

　有あり栖すちゃんが答こたえる。

「うん、わたしもだよ」

　部へ屋やを見みてまわって、違い和わ感かんがあったんだよね。

　ふつうならありえない……と思おもうことが。

　ケイに前まえもってきいた話はなしだと、この家いえに佐さ久く川がわは、５年ねん住すんでるらしいんだよね。だけど……。

「……この家いえって、生せい活かつ感かんがまったくないよね」

「あら。ちゃんと気きづいたのね。ちょっと意い外がいだわ」

　有あり栖すちゃんが、本ほん気きでおどろいた顔かおをしてる。

　……有あり栖すちゃんの中なかの、わたしのイメージって……。

　気きになるけど、落おちこみそうだから、きくのはやめとこう。

「家いえの中なかは手て入いれされているし、ほこりがつもってたり、汚よごれてるわけじゃない。でも、５年ねんも住すんでいれば、ドアの開あけ閉しめもくりかえすでしょ。きれいにするようにしてても、ドアノブにあとが残のこったりするはずだよ」

　うちのドアノブも、お父とうさんやわたしの、手てのあとが残のこってるし。

　そういうのって、よっぽど清せい潔けつ好ずきな人ひとでもないと、どうしたって残のこっちゃうものだと思おもうんだよね。

「照しょう明めいのスイッチとか、クローゼットの取とっ手てみたいな、よくつかう場ば所しょにも、汚よごれは見みあたらなかったし。よっぽどのきれい好ずきなら、そういうこともあるかもしれないけれど……」

　それでいて、この家いえって、きれいにはしてあるけど、ところどころほこりが残のこってたり、掃そう除じが甘あまいところがある。

　きれい好ずきな人ひとが掃そう除じしてるようには、見みえないんだよね。

「……となると、出だせる結けつ論ろんは１つ、でしょ」

「そうね。ここに住すんでる人にん間げんはいない。少すくなくとも、長ながく生せい活かつしてる、ということはないといったところかしら」

　有あり栖すちゃんも、わたしと同おなじ結けつ論ろんだったみたい。

　ちょっと、ほっとする。

　でも、それって、どういうことなんだろう？

　佐さ久く川がわは、この家いえに住すんでない？

　じゃあ、どこに住すんでるのかってことだけど……。

　そんなことを考かんがえていると、

『アスカ、深ふか沢ざわ七な音おから連れん絡らくが入はいった。佐さ久く川がわが、車くるまで警けい視し庁ちょうを出でた。帰き宅たくするようだ』

　佐さ久く川がわが帰かえってくる！

　佐さ久く川がわが犯はん人にんだっていう、手てがかりはえられなかったけど、とりあえずここは、外そとに出でるしかない。

「佐さ久く川がわが、警けい視し庁ちょうを出でたそうだよ。ここに帰かえってくるみたい」

「あら。調しらべが早はやいのね。助たすかるわ。……サクス」

　有あり栖すちゃんは、うしろでひかえていたサクスに、声こえをかける。

　すると、サクスは有あり栖すちゃんを、片かた腕うでで抱だっこする。

　なれた動うごきだったけど、いつもああして移い動どうしてるのかな。

　とにかく、今いまはいそいで、外そとに出でないと。

　佐さ久く川がわと、はちあわせになったりしたら、笑わらえないし。

　わたしが入はいってきた勝かっ手て口ぐちから、わたし、有あり栖すちゃんをかかえたサクスとつづいて、外そとに出でる。

　もちろん、防ぼう犯はんカメラは、ケイが映えい像ぞうをすりかえてくれてる。

　家いえの敷しき地ちからはなれて、家いえが見みえる場ば所しょで、３人にんで身みをひそめる。

　それからすぐに、黒くろ塗ぬりの車くるまが走はしってきて、佐さ久く川がわの家いえの前まえで止とまる。

　あの車くるまかな？

　運うん転てん席せきは、暗くらくてよく見みえないけど……。

　そう思おもって見みていると、黒くろ塗ぬりの車くるまは、駐ちゅう車しゃ場じょうに入はいっていく。

　どうやら、あれが佐さ久く川がわの車くるまみたいね。

　車くるまから１人ひとりの男おとこがおりてきた。

　高たかそうなスーツに、かっちりと乱みだれのない髪かみ型がた。冷つめたそうな目め。

　わたしが警けい視し庁ちょうで会あった、佐さ久く川がわでまちがいない。

　佐さ久く川がわは、そのまま家いえのドアを開あけて、中なかに入はいっていく。

　家いえの中なかの、明あかりがつく。

「どうするの？　このまま、ここで待まちつづけるなんて、いやよ」

　有あり栖すちゃんが、不ふ満まんげに口くちをとがらす。

　たしかに、このまま明日あすの朝あさまで、出でてこないかもしれないよね。

　それをずっと監かん視ししてても、しょうがないのはたしかだけど……。

「わたしは、もう少すこし待まってみるつもり。有あり栖すちゃんたちは……」

「その心しん配ぱいは、いらなかったみたいね」

　有あり栖すちゃんが、にやりと笑わらう。

　わたしが、あわてて佐さ久く川がわの家いえを見みると、勝かっ手て口ぐちのほうから、佐さ久く川がわが出でてくる。

　家いえの明あかりは、ついたまま。

　どこかに出でかけるの？

　まだ、帰かえってきてから、10分ぷんぐらいしかたってないよ。

　それに佐さ久く川がわは、スーツから着き替がえてない。

　しかも、まるで人ひと目めをさけるみたいに、勝かっ手て口ぐちから出でてきてるし……。

　……って、あれ？

　佐さ久く川がわは自じ分ぶんの車くるまの横よこを通とおりぬけ、道どう路ろに出でる。

　左さ右ゆうを確かく認にんしてから、通とおりを歩あるきだす。

　どこに行いくつもり？
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　わたしと有あり栖すちゃんたちは、佐さ久く川がわのあとをつける。

　暗くらいから、そうそう気きづかれないと思おもうけど、十じゅう分ぶんに距きょ離りはあけておく。

　すると、通とおりを出でたところに、青あおい乗じょう用よう車しゃが止とまっているのが見みえる。

　佐さ久く川がわは、その青あおい乗じょう用よう車しゃを見みると、まっすぐにむかっていき、後こう部ぶ座ざ席せきのドアを開あけて、乗のりこんだ。

　ど、どうなってるの、これ？　明あきらかに、あやしいよ。

　青あおい乗じょう用よう車しゃが、走はしり出だす。

「こっちには、気きづかなかったみたいね」

　わたしは、はなれていく青あおい乗じょう用よう車しゃを、見みつめる。

　さすがに、車くるまを、走はしって追おいかけるのはきびしい。

『アスカ。車くるまはこっちで追つい跡せきしている。移い動どうするぞ』

　ケイから、連れん絡らくが入はいる。

　車くるまの速そく度どには追おいつけないけど、行いき先さきがわかってるなら、そうおくれずにたどりつけるはず。

「それで、どうするの？」

　有あり栖すちゃんが、声こえをかけてくる。

「え？」

「追つい跡せきはしてるんでしょう──ケイが」

　ドキッ！

　有あり栖すちゃんに、いきなりケイの名な前まえを出だされて、心しん臓ぞうがはねあがる。

　そ、そっか……。有あり栖すちゃんは、ケイのこと知しってるんだよね。

　レッドのときに、ほかの人ひとから、ケイの名な前まえを出だされたことなんて、今いままでなかったから、おどろいちゃったよ。

「そうだよ。車くるまはケイが追つい跡せき中ちゅう。あとを追おうけど、ついてくる？」

「そうね……。まだ、たのまれごとをやりとげたとは、言いえないし。ごいっしょするわ」

　有あり栖すちゃんは、ちょっと考かんがえたあと、答こたえる。

　その有あり栖すちゃんたちに、たのみごとをした相あい手てっていうのも、気きになるんだけど……。

　きいても教おしえてくれなそうだし、今いまはしかたないか。

　それより今いまは、佐さ久く川がわを追おいかけなきゃね。

「それじゃあ、行いくよ」

　わたしは、家いえの塀へいに足あしをかけると、塀へいの上うえに跳とびあがる。

　　　タンッ！

　そこから音おともなく塀へいをけって、一いっ気きに屋や根ねの上うえに着ちゃく地ちする。

　よその家いえの屋や根ねに勝かっ手てにおじゃましちゃって、もうしわけないけど。

　そう思おもっていると、有あり栖すちゃんをかかえたサクスが、かるい身みのこなしで屋や根ねまでやってくる。

　ま、これぐらいは、ついてくるよね。

　わたしは安あん心しんして、ケイのナビどおりに、屋や根ねを全ぜん速そく力りょくでとびうつって、移い動どうを開かい始し。

　ビュン、という風かざ切きり音おんが、耳みみに響ひびく。

　佐さ久く川がわは、きっとなにかをかくしてる。

　それを見みつければ……！

　ギュッとわたしは、拳こぶしをにぎって気き合あいを入いれなおした。







　　　　18　廃はいビルにひそむ刺し客かく




　ケイのナビでたどりついたのは、佐さ久く川がわの家いえから10キロほどはなれた場ば所しょにある、さびれた場ば所しょだった。

　ビルや倉そう庫こみたいなところが多おおくて、人ひと気けがぜんぜんない。

　その１つに、古ふるそうな５階かい建だてのビルが、建たっている。

　暗くらいけど、壁かべや窓まどガラスがよごれているのは、なんとなくわかる。

　ケイの話はなしだと、あそこに佐さ久く川がわの車くるまが入はいっていったらしい。

　しかも、途と中ちゅうで車くるまを、２度ども乗のりかえて、今いまは白しろい乗じょう用よう車しゃに変かわってるっていう話はなし。

　こんな場ば所しょにきたこともそうだけど、尾び行こう対たい策さくをしてるっていうところが、ますますあやしい。

『佐さ久く川がわの乗のった車くるまが、ビルに入はいってからまだ12分ふんだ。ビルから出でていった様よう子すはない。行いけるか？』

　もちろん！

　ビルに忍しのびこむんでしょ。証しょう拠こをつかめるかもだしね！

　わたしは、うしろにいる有あり栖すちゃんとサクスを、ふり返かえる。

「有あり栖すちゃんたちは、どうする？」

「ごいっしょしてもいいの？　追つい跡せきできたのは、ケイのおかげでしょう」

　有あり栖すちゃんは、うかがうように、わたしを見みる。

「かまわないよ。ケイもわたしにまかせるって、言いってるし」

「……お人ひと好よしね」

　有あり栖すちゃんが、少すこしおどろいたような顔かおでわたしの顔かおを見みた。

「ケイが言いっていたわね……話はなしてみたら考かんがえが変かわると。たしかに、ただのイノシシではないみたいね」

　有あり栖すちゃんが、小こ声ごえでなにかつぶやいてる。

「なに？　どうかした？」

「なんでもないわ。なら、お言こと葉ばに甘あまえて、ついていくわ」

　じゃあ、決きまり！

　さっそくわたしは、ビルの様よう子すをうかがいつつ、入いり口ぐちのドアにむかう。

　わたしと、有あり栖すちゃんをかかえたサクスは、足あし音おとを立たてずに、ドアの前まえまでやってくる。

　ガラス戸どになってるドアから、中なかの様よう子すをのぞいてみたけど、暗くらいし人ひとがいる様よう子すはなさそう。

　ドアは、セキュリティがない、ふつうのカギ穴あなのついたドアになってる。

　これなら、開あけるのは簡かん単たんだよ。

　カチャリ、と音おとを立たててカギが開あいてすぐ、ドアを押おし開あける。

　暗くらいけど、目めがなれてるから、まったく見みえないってことはない。

　１階かいは、少すこし進すすむと、広ひろいフロアになってる。

　だれもいないし、２階かいにあがって……え!?

　　　ヒュン

　わずかな風かぜを切きる音おとに、わたしはとっさに、体からだをうしろに引ひく。

　鼻はな先さきをするどいなにかが、通とおっていく。

　　　ガチンッ！

　そのまま、柱はしらのコンクリートに当あたって、なにかがはじかれる。

　……あれって、ナイフ!?

　ナイフが飛とんできたほうを見みると、さっきまでだれもいなかった場ば所しょに、人ひと影かげが立たっている。

　いつのまに!?　気け配はいは感かんじなかったのに！

　わたしは、すばやく、かまえをとる。

　それと同どう時じに雲くもが動うごいて、月つき明あかりで室しつ内ないがてらされる。

　女おんなの人ひと……？

　まず目めに飛とびこんできたのは、長ながくあざやかな金きん髪ぱつ。

　そして、白はく人じんを思おもわせる顔かお立だちと肌はだの色いろ、モデルのようなスタイルに、黒くろのボディースーツ。

　人にん形ぎょうのように感かん情じょうのない顔かおで、じっとこちらを見みてる。

　この女おんなの人ひとには、見み覚おぼえがある！

　ニックが、レッドに対たいして宣せん戦せん布ふ告こくをした、あのとき。

　新しん幹かん部ぶの１人ひとりとしてそこにいた、女じょ性せいだ。

　ここに、タキオンの新しん幹かん部ぶがいるっていうことは……！

　　　ヒュッ！

　女おんな幹かん部ぶの手てが動うごいたかと思おもったら、目めの前まえにナイフが飛とんできてる。

「くっ……！」

　わたしは首くびをひねって、ギリギリでかわす。

　この女おんな幹かん部ぶ、予よ備び動どう作さがほとんどない。

　ふつう、投なげナイフはふりかぶった瞬しゅん間かん、投なげる方ほう向こうがわかるけど、それがほとんど見みえない。

　ふりかぶったと思おもったら、ナイフが飛とんできてるよ！

　　　ヒュン！　ヒュッ！

　つづけざまに、ナイフが飛とんでくるのを、バックステップでなんとかかわす。

「やっぱり、タキオンとつながりがあったのね！」

　女おんな幹かん部ぶにむけてさけぶけど、相あい手てはなにも言いってこない。

　だまったまま、攻こう撃げきをつづけてくる。このままじゃ……！

　近ちかくによれないどころか、ナイフをよけるために下さがりっぱなしで、とても反はん撃げきできない。

　　　パチッパチッパチッ……

　え？　なに……？

　はじけるような音おとが……しかも、煙けむりくさい？

　……まさか!?

　暗くら闇やみの中なか、白しろい煙けむりが、２階かいからただよってくるのが見みえる。

　このビルに、火ひをはなったの!?

『おそらく、このビルに残のこした手てがかりを、消けすつもりだ』

　じゃあ、目めの前まえの女おんな幹かん部ぶは、その時じ間かん稼かせぎってわけ！　そうはさせないっ！

　わたしは体たい勢せいを低ひくくして、一いっ気きに女おんな幹かん部ぶとの間ま合あいをつめに、走はしる。

　　　ヒュン！

　くっ！　やっぱりナイフが見み切きれない。

　しかも、煙けむりのせいで、よけいに見みえにくくなってる。

　このままじゃ、ビルが火ひでつつまれちゃう。

　あきらめずにもう一いち度ど、間ま合あいをつめようと、すきをうかがっていると、

　　　シュッ！

　今こん度どは、ちがう風かざ切きり音おんがきこえる。

　わたしは身みがまえたけど、狙ねらいがちがう。

「──！」

　女おんな幹かん部ぶが、うしろにとびすさるのが見みえた。

「苦く戦せんしてるようね、レッド。ちょっと、加か勢せいしてあげるわ」

　有あり栖すちゃんの声こえだけがきこえる。

　　　シュッ！

　また風かざ切きり音おんがして、女おんな幹かん部ぶがサイドステップでよける。

　月つき明あかりにキラリと、するどい針はりが光ひかる。

　サクスが、麻ま酔すい針ばりを投なげてるんだ！

　この暗くらさの中なか、サクスは気け配はいをたって、移い動どうしながら麻ま酔すい針ばりを投なげているらしい。

　わたしだって、サクスにはすっごい苦く労ろうさせられたんだから、そう簡かん単たんに対たい応おうはできないはず！　今いまがチャンス！

　わたしは煙けむりを切きりさくように、女おんな幹かん部ぶとの間ま合あいを一いっ気きにつめる。

　投なげナイフが飛とぶけど、女おんな幹かん部ぶが麻ま酔すい針ばりを警けい戒かいしているせいか、さっきより動うごきが見みえる。

　最さい小しょう限げんの動うごきで、投なげナイフをかわして、拳こぶしがとどく距きょ離りまで、やってくる。

　わずかに、女おんな幹かん部ぶの目めが見み開ひらかれる。
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「これでっ！」

　わたしは、速そく度ど重じゅう視しの発はっ勁けいを放はなつ。

　　　タンッ！

　女おんな幹かん部ぶは、金きん髪ぱつをなびかせて、バク転てんをして発はっ勁けいをかわす。

　追つい撃げきしようと、踏ふみこんだわたしに、女おんな幹かん部ぶの蹴けりが飛とんでくる。

「くぅ！」

　わたしは、右みぎ手てでガードすると、そのまま衝しょう撃げきを逃にがすために、横よこにとぶ。

　投なげナイフをつかうから、力ちからはないのかと思おもったら、そんなことぜんぜんない。

　力ちからもあるし、体たい術じゅつもそうとうな腕うでだよ。……でも、とうぜんか。

　あのファルコンや藤とう堂どう伊い織おりと同おなじ、タキオンの幹かん部ぶなんだから。

「……なかなか、おもしろかった」

　女おんな幹かん部ぶが、はじめてぼそりと話はなす。

　その両りょう手てには、ナイフが４本ほんずつ指ゆびの間あいだにはさまってる。まさか！

　わたしは、とっさに大おおきく左ひだりにとぶ。

　　　ビュンッ！

　８本ぽんのナイフが、わたしがさっきまでいた場ば所しょに、突つき刺ささる。

　あぶなかったぁ……。

　いそいで体たい勢せいを立たて直なおして、顔かおをあげる。

　一いっ瞬しゅん前まえまでいたはずの、女おんな幹かん部ぶの姿すがたがなくなってる。気け配はいも感かんじない。

　……逃にげられた、みたい。

「あれがタキオンの新しん幹かん部ぶね。いやになるぐらい、強つよいじゃない」

　ハンカチで、口くちもとをおおった有あり栖すちゃんが、サクスといっしょに近ちかづいてくる。

「さっきは、ありがと、有あり栖すちゃん。助たすけが入はいらなかったら、あぶなかったよ」

　わたしは、お礼れいを言いう。

「い、今いまは一いち時じ休きゅう戦せん中ちゅうでしょ。あなたがたおれたら、次つぎはわたくしたちが、狙ねらわれるもの」

　有あり栖すちゃんはそう言いって、横よこをむく。

　その顔かおが、ちょっと赤あかいような……？

　月つき明あかりだから、はっきりとはわからないけどね。

「それよりも、この状じょう況きょうよ。すでに、上うえの階かいは、炎ほのおにつつまれているでしょうね」

　有あり栖すちゃんはそう言いって、上うえを見みあげる。

　そうかも。煙けむりの量りょうからいっても、かなり燃もえていそうだし。

「ケイ。タキオンと佐さ久く川がわに、つながりがあるってことだけはわかったけど。これは手てがかりにならない？」

　佐さ久く川がわといっしょにいるところを見みたわけではないけど、同おなじビルにいたわけだし。

『……いや。それは意い味みがない』

　なんで!?

『佐さ久く川がわがタキオンとかかわりがあったとして、警けい視し総そう監かんの白しら里さと弦げんを撃うった犯はん人にんとはならない。おれたちが盗ぬすむべき、証しょう拠こじゃない。それに、佐さ久く川がわからすれば、すでに疑うたがわれているのだから、佐さ久く川がわがタキオンの人にん間げんと、かかわりがあることを、おれたちに知しられただけでは痛いた手ではない』

　そ、そんな……。

　ここまでわたしたちがきたことも、ムダだったの……!?







　　　　19　炎ほのおの中なかで




『いや、ムダじゃない』

　インカムから、ケイの声こえがはっきりときこえて、わたしは顔かおをあげる。

『白しら里さと響ひびきの、逆ぎゃく転てんの一いっ手てを、補ほ佐さする』

　響ひびきの、逆ぎゃく転てん……!?

『その手てをうてるのは、一いち度どだけ。しかも、白しら里さと響ひびき１人ひとりでは、無む理りだ。どうしても、仲なか間まを巻まきこむかたちになる。だとすれば、白しら里さと響ひびきがなによりもほしいのは、自じ分ぶんの推すい理りを裏うらづけるものだ。確かく信しんがほしいんだ。それがなければ、やつは動うごけない』

　逆ぎゃく転てんの一いっ手て。

　────うん。響ひびきなら、絶ぜっ対たい狙ねらってる。

　そして、そのために絶ぜっ対たいに必ひつ要ような、手てがかり。

　それをつかめばいいのなら……！

「──わたし、上うえの階かいを見みてくる。火ひをはなったってことは、手てがかりが残のこってるかも、しれないから！」

「焼やけ死しぬつもり!?」

　有あり栖すちゃんが、おどろいた顔かおをしてる。

「そんなわけないよ。でも、時じ間かんがおしいから、もう行いくね。有あり栖すちゃんたちは逃にげてて」

　わたしは、言いい捨すてて、そのまま階かい段だんをかけあがる。

「げほっ！　けほっ！」

　２階かいは想そう像ぞう以い上じょうに、煙けむりがこい。

　あちこちが燃もえあがって、ガソリンのにおいもする。

　これを完かん全ぜんに消しょう火かするのは、むずかしそう……なおさら、いそがなくっちゃ！

　わたしは、マスクの上うえから、ハンカチを重かさねて、口くちもとをおおう。

『退たい路ろがなくなる寸すん前ぜんで、脱だっ出しゅつの指し示じをする』

「うん！」

　わたしのむちゃを、ケイは止とめてこない。

　ケイなら、そう言いってくれると思おもってたよ。だから、迷まよわず煙けむりの中なかに飛とびこめたんだし。

　わたしは、２階かいを見みまわしてみる。

　あちこちおかれた、燃もえあがる木もく材ざいのほかは、テーブルやイス、とけかけたロッカーと、もともとあまり物ものが多おおくない上うえに、火ひがついて燃もえている。

『木もく材ざいのあるところに、証しょう拠こになりそうなものをまとめて、ガソリンをかけて火ひをつけたようだな。あちらは無む理りだ。燃もえ残のこっているテーブルやイスを中ちゅう心しんに、消しょう火かしろ』

　わかったよ！

　わたしは、ケイ特とく製せいの防ぼう火か素そ材ざいの布ぬのを、すばやくウエストポーチからとりだす。

　それを、テーブルやイスにかけて、空くう気きが入はいらないようにする。

　すると、だんだん火ひのいきおいが弱よわくなり、やがて消きえた。

　お父とうさんと山やまごもりしたときに、教おしえてもらった方ほう法ほうだ。

　山やまで火ひの始し末まつをおこたると、山やま火か事じで大たい変へんなことになるからって。

　だけど、せっかく消しょう火かしたテーブルもイスも、表ひょう面めんが黒くろく炭たん化かしてしまってる。

　ひっくりかえしてみたけど、なにもない。

　ダメか……。

　同おなじ階かいに、長ながくとどまっている時じ間かんもない。

　煙けむりもだんだんと、増ふえてきてるし、炎ほのおも大おおきくなってる。

　わたしは、つづけて３階がい、４階かい、５階かいと見みてまわるけど、どこも似にたように、捨すてられたテーブルやイス、ロッカー、木もく材ざいにガソリンをかけたものが、燃もえている。

　手てがかりが残のこっているかもしれないものを、手て早ばやく消しょう火かしてまわったけど、どれも手てがかりは見みあたらない。

　それに……今いまいるこの５階かいも、火ひのいきおいが、だいぶ強つよくなってきた。

　顔かおが、体からだが熱あつい。煙けむりのせいで、息いきもしづらい。

　下したの階かいにもどって調しらべる余よ裕ゆうは、もうないよ。

　そろそろ限げん界かいかな……。そうあきらめかけたとき。

『アスカ！　あそこにあるテーブルに近ちかづいてくれ』

　ケイから、通つう信しんが入はいる。

　テーブルって、あれのこと？　わたしは、焼やけたテーブルに目めをむける。

　消しょう火かしたら、ほとんどこげているけど、テーブルの角かどだけ、少すこし元もとのまま残のこってたんだよね。

　でも、さっき調しらべたけど、なにも見みつからなかったよ。

　わたしはテーブルに近ちかづくと、ケイに見みえるように、カメラをテーブルにむける。

『やはり……！　テーブルのはしに、わずかに付ふ着ちゃくしている欠片かけらがある。とれるか？』

　煙けむりが目めにしみて、涙なみだぐみながら、なんとかテーブルを見みる。

　炭すみになっていないテーブルの角かどに目めをこらす。

　……あっ、ほんとだ！　なにかついてる。

　米こめ粒つぶより小ちいさいぐらいの、肌はだ色いろの欠片かけらのようなものが、テーブルにくっついている。

　小ちいさすぎる上うえに、この煙けむりの中なかで見みのがしていたらしい。でも、これって……？

　なんの手てがかりかは、わからなかったけど、考かんがえてる時じ間かんはない。

　わたしは、手て早ばやく欠片かけらをピンセットでとって、ビニール袋ぶくろに入いれる。
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『アスカ、脱だっ出しゅつだ』

「りょーかい！」

　火ひのいきおいは、さっきまでより、明あきらかに増ましてる。

『階かい段だんをつかって、おりる時じ間かんはない。窓まどからだ』

　ケイの指し示じにしたがって、わたしは５階かいの窓まどに近ちかづき、ガラスにむかって、いきおいよくロッカーを投なげつけた。

　くだけたガラスを蹴けって、割われた部ぶ分ぶんをふやしてから、一いっ気きに床ゆかをけって跳とびあがる。

　　　タンッ！

　跳とんだのは、５階かいの窓まど。

　くるりと、空くう中ちゅうで回かい転てんすると、ビルの壁かべをけって、減げん速そく。

　壁かべをけったいきおいを利り用ようして、もう一いち度ど空くう中ちゅうで回かい転てんしてから、地じ面めんに着ちゃく地ちする。

　わたしは、ふり返かえってビルを見みあげる。

　ビルのあちこちの窓まどから、炎ほのおがふきだしてる。

　だれかが通つう報ほうしたのか、消しょう防ぼう車しゃの音おとが遠とおくからきこえる。

　わたしは、ケイのナビにしたがって、人ひと気けの少すくない路ろ地じにむかう。

　ここまでくれば、大だい丈じょう夫ぶかな。

「ふぅ……あぶなかったぁ」

　わたしが、ほっと息いきをついていると、

「むちゃくちゃね、あなた。逃にげおくれたかと思おもったわ」

　有あり栖すちゃんとサクスが、姿すがたを見みせる。

　やっぱり、ついてきてたんだ。

「そう？　これぐらいは大だい丈じょう夫ぶだよ。ケイのナビがあるし」

　わたしが答こたえると、有あり栖すちゃんはあきれたように、肩かたをすくめる。

「それで、なにか見みつかったのかしら？」

「うん。これをケイが……」

　わたしは、５階かいのテーブルからとった欠片かけらが入はいった、ビニール袋ぶくろをとりだす。

　さっきはよく見みてるヒマもなかったけど、これってもしかして……。

『顔かおなどにつける、変へん装そう用ようの道どう具ぐだな。アスカも骨こっ格かくを変かえるときに、つかっただろう』

　ケイが教おしえてくれる。

　あ、あれかあ。顔かおが重おもたくなるやつ。でも、なんでそんなものが、ここに？

『それは、白しら里さと響ひびきにまかせる。重じゅう要ような推すい理りの裏うらづけになるはずだ。それに佐さ久く川がわは、この手てがかりを、消けし炭ずみにできたと思おもっている。あとは白しら里さと響ひびき次し第だいだ』

　やったっ！

「……あっ。でも、響ひびきの居い場ば所しょがわからないよ」

　どうやって、響ひびきにこの欠片かけらを、とどけたらいいんだろう？

「それなら、わたくしたちが、とどけてあげるわよ」

「へ？」

　わたしは、有あり栖すちゃんの言いっている意い味みがわからず、間まのぬけた声こえを出だす。

「だって、佐さ久く川がわの家いえを調しらべるように言いったのも、響ひびきだもの」

「えええええっ!?　じゃあ、有あり栖すちゃんたちに、たのみごとしたっていうのは……」

「白しら里さと響ひびきね。わたくしたちが、今いま、かくまっているの」

　有あり栖すちゃんは、あたりまえのことのように答こたえる。

「それ、早はやく教おしえてくれても、よかったじゃん！」

「それじゃあ、おもしろくないでしょ。それにケイのほうは気きづいていたと、思おもうけど」

　ええっ、ほんと!?

『ああ。ここでラドロが現あらわれる理り由ゆうは、それぐらいしかない』

　ああもう！　２人ふたりとも、秘ひ密みつ主しゅ義ぎなんだから！

　でも、これで、響ひびきを助たすけられるんだよね。

　わたしは、変へん装そう用ようの肌はだ色いろの欠片かけらが入はいったビニール袋ぶくろを、有あり栖すちゃんにわたす。

「あとは、名めい探たん偵ていのお手て並なみ拝はい見けんという、ところかしら」

　有あり栖すちゃんが、うれしそうに笑わらう。

「楽たのしそうだね、有あり栖すちゃん」

「ふふっ……なんでも楽たのしまないと、もったいないじゃない」

　有あり栖すちゃんは、その場ばでドレスをふわりとさせながら、かろやかにスキップする。

　こんな状じょう態たいでも、楽たのしめるって……。

　わたしは、そこまで明あかるい気き分ぶんになれない。

　響ひびきを後あと押おしする手てがかりをつかんだっていっても、そこから本ほん当とうに響ひびきが、逆ぎゃく転てんの一いっ手てを成せい功こうさせられるのか、わからないし。

　もしも失しっ敗ぱいしたら……。

　不ふ安あんはあるけど、ここからは響ひびきが動うごくしかない。

　大だい丈じょう夫ぶだよね、響ひびき。信しんじてるから……きっちり逆ぎゃく転てんの一いっ手て、決きめてみせてよね！







　　　　20　響ひびきの「一いっ手て」




　またくることになるなんて、思おもわなかったよ。

　わたしは、ひそかに、ため息いきをつく。

　有あり栖すちゃんが「証しょう拠こ」を持もち帰かえってから、２日か後ご──午ご後ご４時じ。

　わたしは、また警けい視し庁ちょうの前まえに、やってきていた。

　今いまのわたしは、ショートカットの大人おとなのお姉ねえさんの変へん装そうをしてる。

　服ふく装そうもスーツ姿すがたで、ばっちり決きめてる。

　もちろん、前まえにここにきたときとは、ぜんぜんちがう変へん装そうになってるからね。

　じっと見みられても、この間あいだと同おなじ人ひとだとは、気きがつかれないはずだよ。

　しかも今こん回かいは、「女じょ性せい刑けい事じ」っていう設せっ定ていの変へん装そうになってる。

　ケイがつくった、偽にせ物ものの警けい察さつ手て帳ちょうまで、スーツの内うちポケットに入はいってる。

　わたしは怪かい盗とうなのに、まさか「刑けい事じ」に化ばけることになるなんて、思おもわなかったよ……。

　でも、それ以い上じょうに……！

　わたしは、自じ分ぶんの横よこを、ちらりと見みる。

　そこには、七な音おと猿さる渡わたり警けい部ぶ。

　そして、もう１人。

　深ふかい緑みどり色いろのロングコートをはおって、帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶった男おとこ。

　なぜ、今日きょうわたしが、ふたたび警けい視し庁ちょうに入はいろうとしているかというと……昨日きのうのうちに、七な音おから連れん絡らくがあったから。

『響ひびきから連れん絡らくがあったの。これから動うごくから、手て伝つだってほしいって』

　有あり栖すちゃんにとどけてもらった手てがかり、ちゃんと響ひびきの後あと押おしになったんだ！

　よかった！

『それでね。響ひびきが言いうには、怪かい盗とうレッドにも、逆ぎゃく転てんの一いっ手てを手て伝つだってほしいんだって……』

　逆ぎゃく転てんの一いっ手てを、わたしたちが!?　手て伝つだうって、いったい……!?

　そりゃたしかに、どうなるのか気きにはなっていたけど……。

　ちらりとケイを見みると、

「タキオンが動うごくはずだ。それを見みこんで、おれたちにも付つき合あわせようってことだろう」

　って。

　そう言いわれちゃったら、行いくしかないよね！

　それがたとえ、怪かい盗とうレッドの天てん敵てきがいっぱいの、警けい視し庁ちょうに入はいることだとしても、さ！

　まだ、協きょう力りょく関かん係けいは終おわったわけじゃないしね！

「……では、行いきましょう」

　緑みどり色いろのロングコートの男おとこが、冷れい静せいな声こわ音ねで言いう。

　重おも々おもしくうなずいた猿さる渡わたり警けい部ぶが、セキュリティを解かい除じょして、七な音お、ロングコートの男おとこ、わたしを通とおすというのは、前まえと同おなじ方ほう法ほう。

　今こん回かいは、受うけ付つけにちょうど人ひとがきていて、呼よび止とめられずにエレベーターに乗のれたのは、ラッキーだったけど。

　制せい服ふくを着きた警けい官かんと、エレベーターの中なかでいっしょになった。

　けど、こちらに気きづく様よう子すはない。

　エレベーターが上のぼっていくのを感かんじながら、ドキドキが聞きこえちゃいそうで。

　制せい服ふくの警けい官かんが、４階かいでおりていくと、ほっと息いきをつく。

　ここでばれたら、元もとも子こもないもんね！

　９階かいに着ついたエレベーターからおりると、猿さる渡わたり警けい部ぶを先せん頭とうにして、まっすぐにむかっていく。

　行いき先さきは、事じ件けん現げん場ばの会かい議ぎ室しつ。

　わたしは、３人にんからは少すこし距きょ離りをとって、そっとついていく。

　あくまで、逆ぎゃく転てんの一いっ手てをうつのは、響ひびきとその仲なか間ま。

　わたしには、響ひびきがどうするつもりかわからないから、不ふ安あんのほうが大おおきいよ。

　前まえを行いく猿さる渡わたり警けい部ぶが、会かい議ぎ室しつのドアを開あけ、うなずきあった３人にんが中なかに入はいる。

　わたしは会かい議ぎ室しつには入はいらず、ドアのすきまから、中なかをのぞくだけ。

　部へ屋やの中ちゅう央おうには、このために呼よびだした相あい手て──佐さ久く川がわが立たっている。

「こんな場ば所しょに私わたしを呼よびだすとは。どういう用よう件けんかな、猿さる渡わたり警けい部ぶ。いそがしいんだが」

　佐さ久く川がわが、猿さる渡わたり警けい部ぶに迷めい惑わくそうに言いう。

「少すこし、話はなしをきいてもらいたいことが、ありましてね」

「なるほど。それは、君きみが連つれている人ひとに関かん係けいするのかな。……なあ、白里響くん」

　佐さ久く川がわが、緑みどり色いろのコートを着きた男おとこ──響ひびきに視し線せんをむけ、そしてサッと右みぎ手てをあげる。

　とたんに、ろう下かの途と中ちゅうにあった部へ屋やから、スーツ姿すがたの刑けい事じや、制せい服ふく姿すがたの警けい官かんが、ぞろぞろと出でてきて、会かい議ぎ室しつにむかってくる。

　数かずは30人にんぐらいかな。

　…………これも、予よ想そう通どおりだけど。

　わたしは、まるで最さい初しょから、その集しゅう団だんにいたかのようなそぶりで、いっしょに会かい議ぎ室しつの中なかに入はいる。

　刑けい事じや警けい官かんが、響ひびきたちを取とりかこんだ。

　わたしも、その中なかの１人ひとり。

「佐さ久く川がわ警けい視し！　これは、どういうことですか！」

　猿さる渡わたり警けい部ぶが、声こえをあららげる。

「どうもこうもない。重じゅう要よう参さん考こう人にんが、むこうからやってきたんだ。ご同どう行こうをお願ねがいすべきだろう」

　佐さ久く川がわは、余よ裕ゆうたっぷりに笑えみをうかべる。

「かんちがいでは？　ここにいるのは……」

　猿さる渡わたり警けい部ぶが、響ひびきをかばおうとする。

　だが、言いい終おえる前まえに、響ひびきが猿さる渡わたり警けい部ぶを手てで制せいする。

「ありがとうございます、猿さる渡わたり警けい部ぶ。ですが、ここまできて隠かくす必ひつ要ようはありません」

　響ひびきはそう言いって、ロングコートを脱ぬぎ捨すてる。

　響ひびきのトレードマークの、真まっ白しろなジャケットが目めに飛とびこんでくる。

　帽ぼう子しをとって、ジャケットの胸むねポケットから、眼鏡めがねを出だして、ゆっくりとかける。

　──いつもの響ひびきだ。
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　取とりかこむ刑けい事じや警けい官かんたちの間あいだでも、ざわめきがおきる。

　響ひびきの姿すがたに、おどろくってことは、佐さ久く川がわに、くわしいことはきかされてなかったのかも。

　佐さ久く川がわが、一いっ歩ぽ、響ひびきに近ちかづく。

　それに合あわせて、刑けい事じや警けい官かんが身みがまえるが、佐さ久く川がわはそれを手てをあげて止とめる。

「ぼく１人ひとりを相あい手てにするのには、ずいぶんと人にん数ずうが多おおいですね」

　響ひびきは、刑けい事じや警けい官かんたちを見みまわす。

「君きみを取とり押おさえるには、それだけの人にん数ずうが必ひつ要ようだと考かんがえたまでだよ。なにせ、これまでの数すう日じつ間かん、見み事ごとに警けい察さつから逃にげつづけてきた相あい手てだからね。さすがは名めい探たん偵ていと言いわれるだけはある」

　佐さ久く川がわは、皮ひ肉にくをこめた口く調ちょうで言いう。

「高たかく評ひょう価かをしていただいて、光こう栄えいです。ぼくも今こん回かい、日に本ほんの警けい察さつの優ゆう秀しゅうさを、身みをもって体たい験けんしました」

　響ひびきも、一いっ歩ぽも引ひかない。

「そうか。さて、時じ間かんもない。つづきはゆっくりと、取とり調しらべ室しつに行いってからにしようか」

　佐さ久く川がわが言いうのを合あい図ずにしたように、取とりかこむ刑けい事じと警けい官かんが、動うごきだそうとする。

　その、一いっ瞬しゅん前まえに──

「待まってください」

　響ひびきの、凛りんとした声こえが会かい議ぎ室しつにひびく。

　思おもわず、刑けい事じや警けい官かんたちも、動うごきを止とめる。

「１つ、おもしろい話はなしがあるんです」

　響ひびきは、佐さ久く川がわをじっと見みつめる。

「おもしろい話はなし？」

　佐さ久く川がわは、けげんな顔かおで、きき返かえす。

「ええ。……警けい視し総そう監かんを撃うった、その真しん犯はん人にんについて、です」

　響ひびきの言こと葉ばに、とたんに会かい議ぎ室しつ内ないの、警けい官かんや刑けい事じがざわめきだす。

　それを横よこ目めに、佐さ久く川がわが笑えみをうかべる。

「まさか、自じ分ぶん以い外がいの犯はん人にんがいると？　それをここで明あきらかにする、とでも言いうのか」

「はい。そのとおりです」

　響ひびきは、きっぱりと言いいきる。

　刑けい事じや警けい官かんのざわめきが、さらに大おおきくなった。

　が、佐さ久く川がわがひとにらみしたことで、すぐに静しずかになる。

「そんな安やすい挑ちょう発はつに、乗のると思おもうのか？」

　佐さ久く川がわは、冷さめた目めで響ひびきを見みる。

「あなたは乗のります。なぜなら、ここで話はなしを聞きかず、無む理りにぼくを連れん行こうすれば、裏うらになにかがあるのかと、あなたが疑うたがわれますからね。その疑うたがいは、今こん後ごのあなたの活かつ動どうに、さしさわるでしょう」

　響ひびきは、確かく信しんを持もった顔かおで言いう。

　だけどそんなの、佐さ久く川がわから「気きにしない」と言いわれてしまえば、おしまいなんじゃ……。

　わたしは、刑けい事じの中なかにまぎれながら、話はなしの行方ゆくえを見み守まもる。

「……なるほど。わかった。だが、きく価か値ちがないと思おもえば、すぐに話はなしは打うち切きる」

　佐さ久く川がわは、目めをつぶり少すこし考かんがえてから、答こたえる。

「かまいません」

　それをきいた響ひびきの目めが、ギラリと光ひかる。

　あれは、探たん偵ていとして本ほん気きのときの響ひびきの目めだ。

　ここからが、本ほん当とうの勝しょう負ぶ！

　響ひびきはまわりの刑けい事じや警けい官かんたちを見みまわしてから、佐さ久く川がわに視し線せんをもどすと言いった。

「──それでは、謎なぞ解ときをはじめましょう」







　　　　21　白しら里さと響ひびきの推すい理り




　会かい議ぎ室しつの中なかは、緊きん張ちょうした空くう気きが流ながれて、静しずまり返かえっている。

　その中ちゅう心しんにいるのは、響ひびきと佐さ久く川がわだ。

　猿さる渡わたり警けい部ぶと七な音おは、響ひびきから少すこしはなれたうしろに、ひかえてる。

　どうやら、すべてを響ひびきに、まかせるみたい。

「まず、事じ件けんにおいて、第だい一発はっ見けん者しゃは重じゅう要ようです。今こん回かいの事じ件けんでは、１人ひとりの警けい視し庁ちょうの警けい官かんでした。まあ、ぼくからすると、第だい一発はっ見けん者しゃではないのですが、ここでは第だい一発はっ見けん者しゃとしておきます」

　響ひびきは、よく通とおる声こえで、話はなしはじめる。

　そういえば、わたし、響ひびきが探たん偵ていとして、推すい理りを披ひ露ろうするところを見みるのは、はじめてかも。

「それがどうしたと？　捜そう査さ本ほん部ぶで事じ情じょう聴ちょう取しゅをして、おかしな点てんはなかったと結けつ論ろんは出でている」

　佐さ久く川がわは、響ひびきの真しん意いをうかがうように、視し線せんをするどくしている。

「ええ、そうでしょう。今日きょうも、ここにきてほしかったのですが、そうはいきませんでした。……第だい一発はっ見けん者しゃの警けい官かんは、事じ件けん直ちょく後ご、警けい視し庁ちょうから異い動どうとなり、別べつの警けい察さつ署しょの勤きん務むになっています」

　えええっ!?

　響ひびきの言こと葉ばに、まわりにいる刑けい事じや警けい官かんたちも、ざわめく。

　この事じ実じつを知しらなかった刑けい事じも、多おおかったみたい。

「異い動どうになった警けい察さつ署しょを調しらべましたが、手て続つづき上じょうは、たしかに、その警けい察さつ署しょで働はたらいていることになっていました。ですが不ふ思し議ぎなことに、その警けい察さつ署しょの警けい官かんにきいても、その警けい官かんを見みたという人にん間げんは、見みつけられませんでした」

「部ぶ署しょがちがえば、会あわないこともあるだろう」

　だけど佐さ久く川がわは、かるく受うけ流ながす。

「なるほど。もう１つ。これは事じ件けん当とう日じつの、警けい視し庁ちょう内ないの防ぼう犯はんカメラの映えい像ぞうです」

　響ひびきが言いって、タブレット端たん末まつをとりだし、操そう作さする。

　タブレット端たん末まつは、会かい議ぎ室しつのスクリーンにつながっているらしく、スクリーンに動どう画ががうつしだされる。

　見みたことのある、警けい視し庁ちょうの中なかの様よう子すがうつってる。

　ここって、エレベーターから、この会かい議ぎ室しつにくるまでの、長ながいろう下かだよね。

「ここに、第だい一発はっ見けん者しゃの警けい官かんが、うつっています。だれかに、似にていませんか？」

　響ひびきは、まわりの刑けい事じや警けい官かんに、問といかける。

　だれか？　と警けい官かんや刑けい事じは、首くびをかしげて疑ぎ問もんの声こえをあげる。

　わたしも、ちょっと、わからないよ。

「どうやら、思おもいあたるものは、いないようだが？」

　佐さ久く川がわは、勝かちほこった様よう子すで、響ひびきに言いう。

「たしかに、表ひょう面めん上じょうは似にていません。ですが、こうしたらどうでしょうか」

　響ひびきが、タブレット端たん末まつを操そう作さして、今こん度どは動どう画がから、静せい止し画がに画が面めんが切きり替かわる。

　動どう画がの一場ば面めんを切きり取とったものから、顔かおの輪りん郭かくをうつしとっているらしい。

　次つぎに、佐さ久く川がわの写しゃ真しんが出でてきて、同おなじように顔かおの輪りん郭かくをうつしとる。

　その２つの画が像ぞうが、重かさね合あわせられていく。

　う、うそっ!?

　画が面めんを見みていた刑けい事じや警けい官かんたちが、

「……どういうことだ？」

「重かさなってるぞ」

「顔かおの輪りん郭かくはちがうが……瞳ひとみのかたちがいっしょ、ということは……」

　ざわめきが、あちこちでおきる。

　それもそのはず。

　画が面めんにうつしだされた、第だい一発はっ見けん者しゃの警けい官かんと、佐さ久く川がわの瞳ひとみの輪りん郭かくが、重かさねるとぴったりと合あったんだから。

「人にん間げんの目めは、変へん装そうでごまかせます。骨こっ格かくも変かえることはできるでしょう。ですが、瞳ひとみのかたちは簡かん単たんには変かえられない。つまり、第だい一発はっ見けん者しゃの警けい官かんという、今いま、存そん在ざいしない人にん間げんは、佐さ久く川がわ警けい視し、あなたです！」

　響ひびきは力ちから強づよく言いって、佐さ久く川がわを指ゆびさす。

「なにをバカな。たまたま骨こっ格かくが似にているというだけだろう。それに、たとえでもありえない話はなしだが、私わたしがその警けい官かんだったとしても、私わたしが警けい視し総そう監かんを撃うったという証しょう拠こには、ならないはずだが？」

　佐さ久く川がわの顔かおから、うすら笑わらいが消きえてる。

「いいえ、なります。これも防ぼう犯はんカメラの映えい像ぞうです」

　響ひびきはそう言いって、また今こん度どはちがう動どう画がを、うつしだす。

「犯はん人にんであるぼくに注ちゅう意いが集あつまることで、第だい一発はっ見けん者しゃについては、深ふかくは捜そう査さされていなかったようですね。もっとも、指し揮き官かんである佐さ久く川がわ警けい視しが、そう仕し向むけたのかもしれませんが。これを見みてください」

　動どう画がは、さっきの第だい一発はっ見けん者しゃだという警けい官かんが、警けい視し庁ちょうのこことはちがうフロアを歩あるいている、２つの映えい像ぞうだ。

　どちらも、ちがう場ば所しょだから、行いって、もどってきたところとかでは、なさそう。

　これになんの意い味みが……あれ？

　わたしは、映えい像ぞうに違い和わ感かんをおぼえる。

　だけど、どこっていうのが、すぐ出でてこない。

「最さい初しょの映えい像ぞうでは、彼かれが持もっていた拳けん銃じゅうが、ホルスターからなくなっています。そして、さらにそのあとの時じ間かんの映えい像ぞう。ここで拳けん銃じゅうはホルスターにおさまっている。おかしいですね。これでは、この警けい官かんは、警けい視し庁ちょう内ないで拳けん銃じゅうをぬいたことになる」

　響ひびきは、動どう画がの警けい官かんのホルスターの部ぶ分ぶんを、拡かく大だいして説せつ明めいする。

　見み守まもっている刑けい事じや警けい官かんが、

「どうなってるんだ！」

「たしかに、拳けん銃じゅうを持もっていないぞ」

「こんな映えい像ぞうがあるなんて、きいていない」

　と、声こえをあげる。

　そんな刑けい事じや警けい官かんを、佐さ久く川がわ警けい視しはにらみつけるが、もはやそれでは、ざわめきはおさまらない。

　響ひびきはそんな中なか、推すい理りをつづける。

「どちらの映えい像ぞうも、警けい視し総そう監かんのところにぼくがむかうより、10分ぷんほど前まえのことです。ここで１つ、推すい理りができます。

　この警けい官かんは拳けん銃じゅうを２丁ちょう持もっていて、ぼくより先さきに会かい議ぎ室しつにむかい、警けい視し総そう監かんを撃うった。犯はん行こうに使つかった銃じゅうを現げん場ばにおき、会かい議ぎ室しつを出でる。その後ご、もう１つ持もっていた拳けん銃じゅうを、ホルスターにおさめた。ホルスターにおさめるのは、防ぼう犯はんカメラにうつらない場ば所しょで行おこなったが、その移い動どう中ちゅうの様よう子すは、残のこってしまった。

　警けい視し庁ちょう内ないの防ぼう犯はんカメラの映えい像ぞうは、膨ぼう大だいになります。ふつうなら、簡かん単たんに調しらべられる量りょうでは、ないですから」

　響ひびきは静しずかな声こわ音ねで、だけど、どこか感かん情じょうをおさえた様よう子すで言いう。

　その調しらべられるはずのない量りょうの映えい像ぞうを、響ひびきは……響ひびきたちはこの２日かの間あいだで、調しらべてみせたんだよね？

　響ひびきのところにも、警けい視し庁ちょうのデータベースをのぞけるような、凄すご腕うでがいるという話はなしは七な音おを通つうじてわかってたけど、響ひびきが七な音おたちと連れん絡らくをとりあえたのは、２日か前まえのはずだし。

　……どういう調ちょう査さ能のう力りょくしてるのよ。

　あらためて、響ひびきとその仲なか間またちの調ちょう査さ能のう力りょくに、ゾッとする。

　その調ちょう査さ能のう力りょくが、わたしにむけられてなくて、よかったよ。

「しかし、拳けん銃じゅうの発はっ砲ぽう音おんはどうなる？　複ふく数すうの警けい官かんがきいている。もしも第だい一発はっ見けん者しゃの警けい官かんが警けい視し総そう監かんを撃うったなら、いつ、君きみとすれちがったというのかね」

　そう言いった佐さ久く川がわのひたいに、汗あせがにじんでいる。

「それは簡かん単たんな話はなしです。会かい議ぎ室しつに設せっ置ちした小こ型がたスピーカーから、遠えん隔かく操そう作さで銃じゅう声せいを流ながしたんです。それをきいて、ぼくは会かい議ぎ室しつに飛とびこんだ。しかし、さっき言いったとおり、犯はん行こうはその少すこし前まえに行おこなわれていました。おそらくは音おとが漏もれないように、サプレッサーをつけていた。サプレッサーなら、それだけ取とり外はずして持もち去さることは簡かん単たんです」

　サプレッサーって、たしか拳けん銃じゅうの発はっ砲ぽう音おんを小ちいさくする装そう置ち、だったっけ。

　前まえに、映えい画がで見みたことあるよ。

「なるほど。想そう像ぞうたくましい話はなしであるが、なぜ私わたしが、警けい視し総そう監かんを撃うつ必ひつ要ようがあったのかな？　このとおり、私わたしは順じゅん調ちょうな出しゅっ世せコースにあって、わざわざ警けい視し総そう監かんを傷きずつける意い味みなどないと思おもうが」

「いいえ、あります。あなたが父ちちを……警けい視し総そう監かんを撃うつ理り由ゆうは」

　響ひびきが、まっすぐに佐さ久く川がわを見みる。

　それから、視し線せんを外はずし、取とりかこむ刑けい事じや警けい官かんのほうを見みまわす。

「さっきまでの話はなしで、みなさんも、うすうす気きづいているでしょう。１人ひとりの架か空くうの警けい官かんを作つくりあげたり、働はたらいているかのように見みせかける。それが一いち警けい視しだけで、できるわけがない。つまり、犯はん人にんは警けい察さつ内ない部ぶに、複ふく数すう忍しのびこんでいる。ぼくはこの犯はん人にんたちが、ある犯はん罪ざい組そ織しきの一いち員いんだとにらんでいます。父ちちはそれに気きづき、一いっ掃そうすることを考かんがえていた。

　──あの日ひ、父ちちは、ぼくにその相そう談だんを、しようとしていたんです」

　響ひびきは、くやしさをこらえるように、くちびるをかむ。

　響ひびきのそのくやしさが伝つたわったのか、ざわめいていた刑けい事じや警けい官かんたちが、静しずまり返かえる。

「つじつまの合あう理り屈くつで説せつ明めいできないから、感かん情じょうにうったえたというわけか。警けい視し総そう監かんが口くちをきけない状じょう態たいだから、どうとでもいえる、というわけだな。さあ、戯たわ言ごとも終おわりだ。白しら里さと響ひびきを拘こう束そくしろ」

　佐さ久く川がわが、警けい官かんに指し示じを出だす。
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　警けい官かんたちは、とまどった様よう子すながらも、響ひびきをつかまえるために、動うごきだそうとする。

　だけど、響ひびきは動うごく様よう子すはない。

　どうするつもりよ、響ひびき！

　このままつかまったら、今いままでなんのために、動うごいてきたのか──

「だれが口くちをきけない、と？」

　低ひくく、どこか響ひびきと似にた声こえが会かい議ぎ室しつにひびく。

　声こえのした方ほう向こう──ドアのほうへ、室しつ内ないにいる全ぜん員いんが、視し線せんをむける。

　ギィ、と会かい議ぎ室しつのドアが開ひらき、車くるまいすに乗のった男おとこが、会かい議ぎ室しつに入はいってくる。

　その姿すがたに刑けい事じや警けい官かんたちが、息いきをのむと、すぐさまいっせいに敬けい礼れいする。

　わたしも、とっさにそれを真似まねたけど、もしかしてあの男おとこの人ひとって……。

「ど、どうして警けい視し総そう監かんが……!?　危き篤とく状じょう態たいだという話はなしのはずだ！」

　佐さ久く川がわが、あわてたようにさけぶ。

　思おもったとおりだよ。

　あの車くるまいすの男おとこの人ひとは、警けい視し総そう監かんであり響ひびきや奏かなでの父ちち親おやの、白しら里さと弦げん。

　顔かお色いろはいいとは言いえないけれど、するどい目めと強つよい意い志しを感かんじさせる雰ふん囲い気きは、うたがいようがない。そして、その車くるまいすを押おしているのって、まさか……！

　わたしは、顔かおをふせながら警けい視し総そう監かんの車くるまいすを押おしている女おんなの人ひとが、だれだか気きづく。

「情じょう報ほうをあやつれるのが、自じ分ぶんだけだと思おもわないことです。警けい視し総そう監かんの入にゅう院いんする病びょう院いんを、秘ひ密みつ裏りにうつさせてもらいました。父ちちが証しょう言げんできるようになる前まえに、また命いのちを狙ねらわれる可か能のう性せいが高たかかったですから。いくつかのコネを、使つかわせてもらいましたけどね」

　響ひびきがそう言いうと、車くるまいすを押おしていた女おんなの人ひとが、そっと顔かおをあげる。……やっぱり！

「花はな里さとグループが、運うん営えいする病びょう院いんへ移い送そうし、最さい高こうの医い療りょうチームで手しゅ術じゅつにあたりました。このとおり、順じゅん調ちょうにご快かい復ふくされています。……元もとの入にゅう院いんしている病びょう院いんでは、いまだ危き篤とく状じょう態たいということに、しておいてもらっていますが」

　車くるまいすを押おしている女おんなの人ひと──琴こと音ねさんが、笑えみをたたえたまま、説せつ明めいする。

「くっ……花はな里さと家けか！」

　佐さ久く川がわが、舌した打うちする。

　響ひびきのやつ、まさか琴こと音ねさんまで、たよってたなんて。

　しかも、あの様よう子すだと、だいぶ前まえからだよね。

　警けい視し総そう監かんが狙ねらわれないように、してたわけだし。

　まさか、こうなることが、わかってたの？

　……ううん。さすがに響ひびきでも、そこまではわからなかったと思おもう。でも、信しんじてたのかも。

　こうやって、真しん犯はん人にんを追おいつめるってことを。

「佐さ久く川がわ警けい視し。私わたしが証しょう言げんする前まえに、始し末まつするつもりだったのかもしれないが、うまくいかなかったな。証しょう言げんしよう。今いまの白しら里さと響ひびきの推すい理りは、すべて正ただしいと」

　警けい視し総そう監かんの白しら里さと弦げんが、はっきりと宣せん言げんする。

　いっせいに、刑けい事じと警けい官かんの視し線せんが、佐さ久く川がわにむく。

　こうなっちゃえば、状じょう況きょうはひっくり返かえったようなもの。

「どういうことですか、警けい視し」

「お話はなしを、きかせていただく必ひつ要ようが、あるようですね」

　刑けい事じたちが、佐さ久く川がわにつめよる。

　あとは、佐さ久く川がわをつかまえて、そのつながりを明あきらかにすればいい。

　会かい議ぎ室しつの中なかが、佐さ久く川がわが犯はん人にんとなったことのとまどいと、事じ件けんが解かい決けつにむかったことで、少すこし気きがぬけた空くう気きになる。

　その瞬しゅん間かん──

　　　ヒュンッ！

　何なん度どもきいた風かざ切きり音おん。

　取とりかこんでいた女じょ性せい警けい官かんの１人ひとりが、ノーモーションで投なげナイフをはなつ。

　標ひょう的てきは────警けい視し総そう監かん!!

「父とうさん！」

　響ひびきのさけぶ声こえが、会かい議ぎ室しつにひびいた。
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　──そうくると思おもってた！

　とっさに跳とんでいたわたしは、警けい視し総そう監かんの前まえに割わって入はいり、投なげナイフをけりあげる。

　　　ドンッ！

　にぶい音おとを立たてて、投なげナイフが天てん井じょうに突つき刺ささる。

　刑けい事じや警けい官かんたちは、一いっ瞬しゅんすぎて、なにがおきたのか、理り解かいできてない。

「……やはり、あなたも、かくれていたのね」

　女じょ性せい警けい官かんが、感かん情じょうのこもらない目めで、わたしを見みつめる。

　ケイに言いわれたとおりだったよ。

　刑けい事じか警けい官かんの中なかに、あの、タキオンの女おんな幹かん部ぶが入はいりこんでるはずだって。

　でも、投なげナイフを投なげる瞬しゅん間かんまで、どこにいるか気きづけなかったよ。

「怪かい盗とうレッドか！」

　佐さ久く川がわが怒ど鳴なる。

　その言こと葉ばに、刑けい事じや警けい官かんたちが、頭あたまがついていかない様よう子すで、わたしを見みる。

「怪かい盗とうレッドだと!?」

「いや、出でまかせだ！」

　信しんじようが信しんじまいが、どっちにしろ、佐さ久く川がわの言こと葉ばに、意い識しきをうばわれちゃってる。

　それが狙ねらいってわけね！

　そのすきをついて、佐さ久く川がわは、ナイフを投なげた女じょ性せい警けい官かんといっしょに、取とりかこむ警けい官かんをおしのけて、会かい議ぎ室しつの外そとに出でる。

　逃にがさないよ！

　わたしは、すぐに会かい議ぎ室しつを飛とびだして、追おいかける。

　ろう下かを走はしる佐さ久く川がわと女おんな幹かん部ぶが、エレベーターに乗のりこんでる！

　わたしは、エレベーターまで走はしるけど、すでにエレベーターは動うごきだしてる。

　10Ｆ、11Ｆ……上うえの階かい？

『アスカ。エレベーターは止とめられないように、邪じゃ魔まされているが、むかっているフロアはわかる。屋おく上じょうだ』

「りょーかい！」

　エレベーターがつかえないなら、階かい段だんをつかえばいいだけだよ！

　わたしは、階かい段だんをのぼりながら、変へん装そうをとく。

　屋おく上じょうの手て前まえまでたどりついて、ドアをいきおいよく開あける。

　　　ヒュンッ！

　ドアを開あけると同どう時じに、ナイフが飛とんでくる。

「くっ！」

　あぶなっ！

　身みをよじってナイフをかわし、屋おく上じょうに足あしを踏ふみいれる。

　屋おく上じょうにいたのは２人ふたり。

　２人ふたりとも、佐さ久く川がわでも女じょ性せい警けい官かんでも、なくなっていた。

　１人ひとりは予よ想そうどおりに、金きん髪ぱつの女おんな幹かん部ぶ。

　そして佐さ久く川がわだった男おとこは──ケイと互ご角かくのハッキングの腕うでを持もつ、あの若わかい男おとこの新しん幹かん部ぶだ！

「……あんただったのね！　まさか、変へん装そうまでできるなんて」

　わたしは声こわ音ねを変かえて、２人ふたりに言いう。

　タキオンの幹かん部ぶが、２人ふたり。

　相あい手てにするのはきついけど、若わかい男おとこのほうは、戦せん闘とうは、たいしてできないはずだよね。

　それに、響ひびきたちもいずれ、ここまであがってくるはず。

　なんといっても、ここには警けい察さつ官かんが山やまほどいるんだから。

　ほんの少すこしの間あいだ、ここでわたしが、ひきつける！

「人ひとをだますのは、ゆかいだからな」

　若わかい男おとこの幹かん部ぶの口くちぶりだと、タキオンの役やく割わりとしてだけじゃなく、自じ分ぶんも楽たのしんでいるみたい。

「やっぱり、ふざけたやつね……」

　ＵＦパークでのこと、ＶＲテーマパークでのこと、そして今こん回かいのこと。

　全ぜん部ぶ、人ひとを危き険けんにさらしたり、おとしめたりすることばかりだ。

　タキオンはみんな、そういうやつらだけど、その中なかでもとくにやることが、ひどい。

　わたしは、２人ふたりの幹かん部ぶをにらみつける。

「怪かい盗とうレッド。やはり、おまえは邪じゃ魔まだ。計けい画かく通どおりにいけば、やっかいな警けい視し総そう監かんと、タキオンにたてつく白しら里さと響ひびきの両りょう方ほうを、排はい除じょできたものを」

「あんたみたいな悪あく党とうに、邪じゃ魔まあつかいされるのは、歓かん迎げいよ！」

　わたしは、じりじりと間ま合あいをつめようと、うかがう。

　　　ヒュンッ！

「くっ！」

　だけど、一いっ定てい以い上じょう近ちかづこうとすると、女おんな幹かん部ぶの投なげナイフが飛とんでくる。

　やっぱり、あのノーモーションからくる、投なげナイフは、やっかいすぎるよ。

「せっかくだ。最さい後ごに名な乗のっておいてやろう。おれの名なはゼス。そして、こいつはエメラだ。覚おぼえておけ。次つぎは、おまえたちをつぶす」

　若わかい男おとこの幹かん部ぶ──ゼスはそう言いって、目めをぎらつかせる。

　最さい後ごって、ここまで追おいつめて、逃にがすわけ……やばっ！

　金きん髪ぱつの女おんな幹かん部ぶ──エメラが、ナイフを同どう時じに４本ほんはなってくる。

　とっさに、横よこに大おおきく転ころがるように、かわす。

　顔かおをあげると、エメラが真まっ黒くろなグライダーを広ひろげている。

　まさか、あれで!?

　わたしは、走はしりよろうとするが、それより早はやくゼスをかかえたエメラが、グライダーで夜よ空ぞらに飛とびたつ。

　グライダーは風かぜに乗のって、一いっ気きに屋おく上じょうからはなれていく。

　追おいつく方ほう法ほうは……ないか。

　さすがに、空そらまでは追おえないよ。

　唇くちびるをかみしめたとき、

　　　バンッ！

　屋おく上じょうのドアが開あく。

　現あらわれたのは、響ひびきだ。どうやら、１人ひとりだけらしい。

　わたしの視し線せんの先さきを追おって、グライダーを見みつけたのか、表ひょう情じょうをけわしくする。

「──逃にげたか。警けい察さつが追おうだろうが、つかまえるのは、むずかしいだろうな」

　響ひびきが、かたい声こえで言いう。

　警けい察さつなら先さき回まわりとか、できないの？

『やつらは、着ちゃく地ち場ば所しょも計けい算さん済ずみだろう。そこにまた、ワナをしかけている可か能のう性せいが高たかい。先さき回まわりができたとしても、返かえり討うちにあうだろうな』

　わたしの疑ぎ問もんに、ケイが答こたえてくれる。

　そっか。あれだけ、計けい画かくをたててくるやつだし、仲なか間まを呼よんでたりするよね。

　それに、エメラの強つよさなら、警けい察さつ官かんが束たばになっても、つかまえられないだろうし。

　今こん回かいはしょうがないか。

「……よかったじゃない。無む実じつの証しょう明めいができて」

　わたしは、夜よ空ぞらに消きえたグライダーから、視し線せんをとなりの響ひびきにむける。

　いつも会あってるわけじゃないけど、ひさしぶりに響ひびきを見みた気きがする。

　あれなら、もう響ひびきが犯はん人にんとしてうたがわれることは、ないはずだよね。

　ゼスとエメラは逃のがしたけど、最さい初しょにケイと決きめた目もく的てきは、達たっ成せいできたって感かんじかな。

「それについては、感かん謝しゃしている」

　響ひびきは、わたしに頭あたまを下さげてくる。

　ちょ、ちょっと！

　そんなふうに響ひびきに素す直なおにお礼れい言いわれると、調ちょう子しがくるうんだけど！

「お礼れいなら、わたしより、七な音おっていう子こに言いったら。協きょう力りょくを申もうし出でてきたのも、彼かの女じょだし」

　わたしは、動どう揺ようを顔かおに出ださないようにしつつ、響ひびきに言いう。

「七な音おか……」

　あれ？　響ひびきが、見みたことないような、苦にがい顔かおをしてる。

「響ひびきのそんな顔かお、はじめて見みた。よっぽど、いい関かん係けいみたいね」

　わたしは、わざと言いってみる。

　響ひびきの弱じゃく点てんなんて、そうそうつけないしね。

「腐くされ縁えんだ。だが、七な音おのおかげなのはたしかか」

　そんなに、いやそうにしなくても……。

　そういう顔かおができるぐらい、気きをゆるしてるってことなのかな。

　おっと。階かい段だんのほうから、いくつもの足あし音おとがきこえてくる。

　もうすぐ屋おく上じょうに、警けい官かんが大おお勢ぜいおしよせてきそう。

「それじゃあ、わたしも行いくわ。七な音おによろしく伝つたえておいて。次つぎに会あうときが、また協きょう力りょくできるとは、限かぎらないけれど」

　わたしは、屋おく上じょうのフェンスに、手てと足あしをかける。

「わかった、伝つたえておく。今こん回かいのことは感かん謝しゃしているが、次つぎに会あったときも、手て加か減げんはしない」

　響ひびきは、まっすぐにわたしを見みて、つげる。

　ほんと、響ひびきはまじめだよね。

「そんなの期き待たいしてないから。前まえに……館やかたで助たすけてもらったときの分ぶんとでも、思おもっておいて」

　有あり栖すちゃん誘ゆう拐かい事じ件けんのとき、ピンチを響ひびきに助たすけてもらったことがある。

　今こん回かいは、そのお返かえしだとでも、思おもってくれればいい。

　変へんに手て加か減げんされたりしたら、調ちょう子しがくるっちゃうよ。

　わたしの言こと葉ばに、響ひびきが「そうか」と言いって、小ちいさく笑わらう。

「じゃあな、怪かい盗とうレッド」

「じゃあね、探たん偵てい白しら里さと響ひびき」

　わたしと響ひびきは、視し線せんをかわす。

　次つぎに会あうときは、また怪かい盗とうと探たん偵ていという立たち場ばで。
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『行いくぞ』

「りょーかい」

　わたしは響ひびきに背せをむけて、フェンスの上うえから、となりのビルにワイヤーをはなつ。

　そのワイヤーをたどって、一いっ気きにとなりのビルに、とびうつる。

　同おなじように、さらにとなりのビルへ。

　そうしているうちに、警けい視し庁ちょうの屋おく上じょうに、警けい官かんがぞろぞろと姿すがたを見みせる。

　なにか、警けい官かんが怒ど鳴なっているけど、ここまでくれば、もう大だい丈じょう夫ぶ。

　わたしは、暗くら闇やみの中なかに姿すがたを消けした。







　　　　23　もどってきた日にち常じょう




　朝あさ。

「アスカせんぱーい！」

　教きょう室しつに入はいるなり、奏かなでがわたしにタックルのように抱だきついてくる。

「だから、それ、あぶないってば！」

　わたしは、奏かなでを受うけとめつつ、笑わらう。

　今こん度どこそ、正しょう真しん正しょう銘めい、いつもの元げん気きいっぱいの奏かなでだ。

　わたしは、奏かなでの肩かたに手てをおいて、体からだをはなす。

「アスカ先せん輩ぱいにしかやらないから、大だい丈じょう夫ぶですよ！」

　そういう問もん題だいじゃないんだけどなぁ。

　ほら奏かなで、うしろ。

「し、ら、さ、と、さん」

　低ひくい怒いかりのこもった声こえに、奏かなでの肩かたがビクッと、はねあがる。

　おそるおそる、奏かなでがうしろをふり返かえる。

「み、実み咲さき会かい長ちょう……」

「あぶないから、飛とびつくのは禁きん止しって、いつも言いってるでしょう！　アスカだって、受うけそこねることがあるかもしれないんだから！　そうしたら、白しら里さとさんもアスカもケガするでしょ！」

「わーん、ごめんなさーいっ！」

　奏かなでのうしろから現あらわれた実み咲さきが、奏かなでにむかって、お説せっ教きょうをはじめてる。

　……ふふ、これも、いつもの光こう景けいだよ。よかった。

　わたしは、そんな２人ふたりの横よこを通とおって、自じ分ぶんの席せきに、カバンをおきにいく。

　ケイを見みると、わたしが奏かなでに飛とびつかれている間あいだに、席せきにすわって、本ほんを読よんでいる。

　朝あさだから、ケイは目めをとろんとさせたまま、さりげなくしかられる奏かなでを見みている。

　その口くちもとが、ほんのすこし、ほころんでいるような……？

「……なに？」

　わたしがケイを見みているのに気きづいて、ケイが見みあげてくる。

「なんでも～」

　わたしは笑わらって、首くびを横よこにふる。

　どうやら、ケイも奏かなでのことを気きにしていたみたい。

　そんなそぶり、これまでぜんぜん見みせなかったけど。







　警けい視し庁ちょうで、響ひびきが事じ件けんの真しん相そうを明あきらかにしてから、３日かがたった。

　響ひびきの無む実じつは、テレビや新しん聞ぶんで、大だい々だい的てきに報ほうじられた。

　警けい察さつからすれば、大おおきな捜そう査さミスだったわけだけど、その批ひ判はんは甘あまんじて受うけるつもりらしい。

　ただ、その反はん面めん、警けい察さつ内ない部ぶに、犯はん罪ざい組そ織しきタキオンの手てがのびていたことには、触ふれずじまい。

　ケイの説せつ明めいだと、そんなことを公おおやけにすれば、国こく内ないの治ち安あんに大おおきな影えい響きょうが出でて、大だい混こん乱らんがおきるから、なんだって。

　たしかに、守まもってくれるはずの警けい官かんが犯はん罪ざい組そ織しきの一いち員いんだったかも、なんて話はなしがもれたら、警けい察さつのことを信しん頼らいできなくなっちゃうか。

　ふだんはたよる機き会かいがなくても、いざとなったら守まもってくれるっていう、安あん心しん感かんは大おおきいはずだし。

　それでも、あの警けい視し総そう監かんなら、警けい察さつ内ない部ぶのタキオンの一いっ掃そうも、やってくれそうだけど。

　なんといっても、響ひびきの父ちち親おやだし。

　もともと、そのつもりだったみたいだしね。

　でも……。

　実み咲さきにしかられている奏かなでを見みて、苦にが笑わらいしつつ、わたしはふと、不ふ安あんが胸むねをよぎる。

　今こん回かいのことで、はっきりした。

　──奏かなでとラドロは、つながっている……ってこと。

　あのとき、有あり栖すちゃんは、「響ひびきのたのみで動うごいてる」って言いってた。

　だから、わたしは最さい初しょ、響ひびき自じ身しんがラドロとつながってるのかと思おもったんだけど……よく考かんがえたら、響ひびきが、犯はん罪ざい組そ織しきであるラドロとつながるなんて、ありえないんだよね。

　だから、ケイにきいたんだ。

　そうしたら、「推すい測そくだが」と前まえおきして、教おしえてくれた。

『白しら里さと響ひびきを助たすけるようにたのんだのは、白しら里さと奏かなでだろう。兄あにのピンチに、ラドロをたよったんだ』

　奏かなでとラドロ。どういう関かん係けいなのか、気きになる。

　気きになるけど……わたしは決きめたんだよね！

　奏かなでを信しんじるって。

　でもいつか……ちゃんと奏かなでから話はなしを、きかなくちゃいけない。

　それは、もうすぐのことなのかも。

「アスカ先せん輩ぱい、どうしたんですか、まじめな顔かおして」

　きょとんとした表ひょう情じょうで、小こ首くびをかしげている奏かなで。

　その様よう子すからは、とてもラドロと、つながってるようには見みえない。

「なんでもないよ」

　わたしは答こたえつつ、奏かなでの髪かみをやさしくなでる。

　奏かなでは目めをふせて、うれしそうな顔かおをしてる。

　いずれは、はっきりさせなきゃいけない。

　だけど今いまは、今いまだけは……目めいっぱい、この大だい事じな後こう輩はいとの時じ間かんを大たい切せつにしたっていいよね！
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